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平成１３年厚岸町議会第４回定例会会議録

招 集 期 日 平成１３年１２月１２日

招 集 場 所 厚 岸 町 議 場

開 会 平成１３年１２月１２日 午前１０時００分
開 閉 日 時

延 会 平成１３年１２月１２日 午後 ５時２４分

１ 出 席 議 員 並 び に 欠 席 議 員

議 席 出席○ 議 席 出席○
氏 名 氏 名

番 号 欠席× 番 号 欠席×

１ 稲 井 正 義 ○ 11 谷 口 弘 ○

２ 塚 田 丈 太 郎 ○ 12 髙 畠 一 美 ○

３ 田 宮 勤 司 ○ 13 鹿 野 昇 ○

４ 佐 藤 淳 一 ○ 14 安 達 由 圃 ○

５ 岩 谷 仁 悦 郎 ○ 15 菊 池 賛 ○

６ 真 里 谷 誠 治 ○ 16 音 喜 多 政 東 ○

７ 池 田 實 ○ 17 秋 山 之 男 ×

８ 小 澤 準 ○ 18 中 屋 敦 ○

９ 木 村 正 弘 ○ 19 佐 齋 周 二 ○

10 室 﨑 正 之 ○ 20 松 岡 安 次 ○

以 上 の 結 果 出 席 議 員 １９名 欠 席 議 員 １名

１ 議 場 に 出 席 し た 事 務 局 職 員

事 務 局 長 議 事 係 長

大 平 裕 一 板 屋 英 志
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１ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 若 狹 靖 教 育 委 員 会
田 辺 正 保

管 理 課 長
助 役 鈴 木 英 世

収 入 役 君 澤 英 二 教 育 委 員 会
大 野 榮 司

生涯学習課長
総 務 課 長 大 沼 隆

企画財政課長 黒 田 庄 司 監査事務局長 阿 野 幸 男

税 務 課 長 柿 﨑 修 一 農 業 委 員 会
松 浦 正 之

事 務 局 長
町 民 課 長 古 川 福 一

保健福祉課長 斉 藤 健 一 教 育 委 員 会
澤 向 邦 夫

体育振興課長
環境政策課長 西 野 清

農 政 課 長 福 田 美 樹 夫 水 道 課 長 山 﨑 国 雄

水 産 課 長 小 倉 利 一 病 院 事 務 長 大 野 繁 嗣

商工観光課長 久 保 一 將 特別養護老人
藤 田 稔

ホーム施設長
管 理 課 長 松 澤 武 夫

建 設 課 長 北 村 誠 デイサービス
玉 田 勝 幸

センター施設長
監 査 委 員 今 村 實

教 育 長 富 澤 泰

１ 会議録署名議員

１９ 番 佐 齋 周 二

１ 番 稲 井 正 義

１ 会 期

１２月１２日から１２月１４日までの３日間（休 会 な し）

１ 議事日程及び付議事件
別紙のとおり

１ 議事の顛末
別紙のとおり
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議 長 ただいまより平成13年厚岸町議会第４回定例会を開会いたします。

開会時刻１０時００分

議 長 直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

議 長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本日の会議録署名議員は、会議規則第 118条の規定により、19番佐齋議員、１番

稲井議員を指名いたします。

議 長 日程第２、議会運営委員会報告を議題といたします。

委員長の報告を求めます。

３番、田宮議員。

３ 番 議会運営委員会の報告を申し上げます。

去る12月10日、議会運営委員会を開会いたしました。協議の内容は、第４回定例

会の議事運営についてであります。

最初に、報告でありますが、お手元に配付してあります報告書のとおり、①から

③、３件であります。

二つ目は、各委員会から予定される案件については①から⑤まで５件であります。

三つ目の町長提案の議案については、認定第３号から第10号を初めとして、①か

ら⑥までであります。さらに、決算認定あるいは補正予算については、それぞれ審

査特別委員会を設置して付託をして、審査をすることになっております。

４番目は、事件撤回請求書についてであります。意見書案第６号 育児・介護休

業法の充実と保育施策の拡充を求める要望意見書について、事件の撤回請求書が出

されております。

次に、要望意見書は、衆議院石炭対策特別委員会の設置継続に関する要望意見書

であります。

一般質問は７人の議員から通告がなされております。

会期は、12月12日から12月14日まで３日間といたしました。

以上、報告を終わります。
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議 長 委員長に対する質疑を省略し、以上で報告を終わります。

議 長 日程第３、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。

本定例会の会期は、ただいま議会運営委員会委員長の報告にありましたとおり、

本日から14日までの３日間といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は、本日より14日までの３日間とすることに決定しまし

た。

なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付いたしました予定表のと

おりでありますので、ご了承願います。

議 長 日程第４、この際、諸般の報告を行います。

まず、本定例会に提出され、受理されております議案等は、別紙付議事件書のと

おりでありますので、ご了承願います。

次に、平成13年９月18日開会の第３回定例会終了時から本日までの議会の動向は、

おおむね別紙報告書のとおりでありますので、ご了承願います。

なお、本年11月13日から14日にかけて東京で行われました離島振興町村議会議長

全国大会、豪雪地帯町村議会議長全国大会、第45回町村議会議長全国大会には、議

会事務局長を伴い、私が出席しました。

この際、議員の皆様に申し上げます。関係資料を別途議員控室に備えることとし

ておりますので、ご了承をいただきますとともに、後ほど閲覧をし、ご参考に供し

ていただきたいと思います。

以上、諸般報告といたします。

議 長 日程第５、例月出納検査報告を議題といたします。

監査委員より、別紙のとおり例月出納検査報告がなされております。ご参考に供

していただきたいと思います。
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議 長 日程第６、定期監査報告を議題といたします。

本件につきましても、今般、監査委員より別紙のとおり報告がなされております。

ご参考に供していただきたいと思います。

議 長 日程第７、事件撤回請求書を議題といたします。

本件につきましては、本年３月開催の第１回定例会において、厚生文教常任委員

会に付託し、閉会中の継続審査となっております。意見書案の撤回請求であります。

提出者であります音喜多議員に撤回請求の理由の説明を求めます。

16番、音喜多議員。

１６ 番 ただいま上程いただき、議題となりました意見書案第６号 育児・介護休業法の

充実と保育施策の拡充を求める要望意見書の撤回請求について、提出者の私よりそ

の理由説明を申し上げ、御承認いただきますようお願い申し上げる次第でございま

す。

提出させていただきました意見書は、その要望趣旨を十分網羅した育児休業・介

護休業等、育児または家族の介護を行う労働者の福祉に関する法律は、去る平成13

年11月９日に国会にて一部改正により成立いたしまして、当年11月16日に公布され

ました。提出以来各位には長きにわたりご審議いただき、お手数を煩わせたことに

感謝申し上げまして、御承認賜りますよう、撤回請求の説明とさせていただきます。

よろしくお願い申し上げます。

議 長 お諮りいたします。

ただいま議題となっております事件撤回請求を許可することにご異議ありません

か。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、事件撤回請求を許可することに決定いたしました。

議 長 日程第８、陳情第３号 中小企業の当面する金融上の困難を解消し、「金融アセ

スメント法」の制定を求める決議を要望する陳情書を議題といたします。

本件につきましては、11月26日開催の第５回臨時会において、産業建設常任委員

会に付託し、閉会中の継続審査を求めていたところ、今般審査結果の報告が委員長
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からなされております。

委員長からの報告を求めます。

９番、木村議員。

９ 番 本委員会に付託されました陳情第３号についてご報告を申し上げます。

付託された案件は、中小企業の当面する金融上の困難を解消し、「金融アセスメ

ント法」の制定を求める決議を要望する陳情書でございます。審査結果は、11月26

日に第５回臨時会において付託されました本件については、平成13年12月４日、本

委員会を開催し、各委員の質疑討論を行い、慎重に審査いたしました。

結果として、採択すべきものと決しました。

以上、会議規則第77条の規定により報告申し上げます。

議 長 お諮りいたします。

委員長の報告は採択であります。委員長に対する質疑討論を省略し、委員長の報

告どおり決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本陳情は採択されました。

議 長 日程第９、意見書案第９号 ＪＲ不採用問題の早期解消を求める要望意見書を議

題といたします。

本件につきましては、本年の第２回定例会において産業建設常任委員会に付託し、

閉会中の継続審査を求めていたところ、今般審査結果の報告が委員長からなされて

おります。

委員長からの報告を求めます。

９番、木村議員。

９ 番 要望意見書の審査報告書を申し上げます。

本委員会は、平成13年６月15日付託されました要望意見書の審査の結果、下記の

とおり決定したので、会議規則第77条の規定により報告申し上げます。

付託された事件、意見書案第９号 ＪＲ不採用問題の早期解消を求める要望意見

書。

審査結果、平成13年６月15日、第２回定例会において付託された本件については、
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平成13年７月17日、同じく８月17日及び10月15日の３回にわたり本委員会を開催し、

各委員の質疑調査を行い、慎重に審査いたしました。結果として否決すべきものと

決しました。

以上、報告といたします。

議 長 これより委員長に対する質疑を行います。

11番、谷口議員。

１１ 番 今回のこの意見書案について、委員会審議で否決ということになりましたけれど

も、この問題につきましては、過去数度にわたって意見書を我が町議会でも採択し

てきているわけでありますが、今回これを否決になったその主な理由について御説

明をお願いいたします。

議 長 ９番、木村議員。

９ 番 この点は、今質問者の言うように、過去にもありました。これはもう十数年前か

ら継続している問題でございますが、現在は旧国鉄は解散し民間企業に移行したも

のであります。したがって、これは国鉄の問題であってＪＲの問題でないと。その

団体が国鉄が終止符を打ったときに、その時点の解消、責任とその他によって解決

すべきものであって、現在これを国へ要望するのは地方議会としていかがなもので

あるかと疑問がありますので、否決いたしました。

議 長 11番、谷口議員。

１１ 番 この問題については、過去のいきさついろいろありますけれども、国の方におい

ては、一定の対処の方向が示されております。自民党あるいは社民党との協議の結

果などが発表され、それを一部の組合といいますか、国鉄労働組合等は大変な大会

等の中で議論を進めながら、それを受け入れるべきかどうかというところまで統一

決定しているわけですが、私どもはそれに対してすべてを賛成するわけではありま

せんけれども、今回出されたこの要望意見書は、その方向に沿った解決が早期にな

されることを要望したものではなかったのかなというふうに考えますけれども、そ

うであれば、やはりこれらの国鉄以前の労働者、ＪＲに残念ながら不採用になった

人たちを一日も早く救済をしていくということを考えれば、この方向を支援するの

が妥当ではなかったのかなというふうに考えるんですが、その点についてはどのよ

うにお考えなんでしょうか。

議 長 ９番、木村議員。
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９ 番 ４党合意なるもの、発表されております。あるいは与党３党が今質問者のお話し

になるように、政治的解決を目指すような方向で動いた経過も新聞紙上などで発表

されております。しかし、私どもが審議中にこういう報道もあります。国労闘争団

は、４党の合意を反対を継続と、しかも新たな訴訟を検討中と、こういう報道もあ

ります。それであれば、もう訴訟をやめて何とかという、丸く円満にという政治的

配慮の救済ということがあの４党合意であり、労組というのか国労の執行部という

のか、の定期大会における決議もそのまま執行されないと。やはり４党合意もそれ

も反対して、最後まで法的な決着を目指して闘うというのが、運動として惹起して

おります。そういう中において、我々が一町議会が、この問題に云々ということは

そぐわないんじゃないかと。今の日本の労働事情を見ましても、この団体だけがこ

のような主義主張でやるということを、地方議会までがそれを云々することは必要

ないという考え方であります。

議 長 いいですか。

１１ 番 はい。

議 長 他にありませんか。

（な し）

議 長 なければ、質疑を終わります。

討論ありますか。

（「賛否でいいんですけれども」の声あり）

議 長 そうしたら、討論やらないの。

（「いいです」の声あり）

議 長 いいですか。

（「はい」の声あり）

議 長 なければ、これより起立により採決を行います。

委員長の報告は原案否決です。したがって、原案について採決します。

意見書案第９号は原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

議 長 起立少数であります。

よって、意見書案第９号 ＪＲ不採用問題の早期解消を求める要望意見書は否決

されました。
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議 長 日程第10、認定第３号 平成12年度厚岸町一般会計歳入歳出決算の認定について、

日程第11、認定第４号 平成12年度厚岸町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について、日程第12、認定第５号 平成12年度厚岸町簡易水道事業特別会計歳入

歳出決算の認定について、日程第13、認定第６号 平成12年度厚岸町老人保健特別

会計歳入歳出決算の認定について、日程第14、認定第７号 平成12年度厚岸町下水

道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第15、認定第８号 平成12年度

厚岸町きのこ菌床センター事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第16、

認定第９号 平成12年度厚岸町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日

程第17、認定第10号 平成12年度厚岸町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の

認定について、以上８件を議題といたします。

職員の朗読を省略し、本８件の提案理由の説明を求めます。

町長。

町 長 おはようございます。

平成12年度各会計決算書提出に際し、その執行状況等について説明いたしますが、

当年度は生きがい活動支援通所施設建設事業などの福祉施設整備、町営住宅宮園団

地建設事業・道路の改良舗装・公共下水道整備などの生活基盤整備、農林水産業の

振興を中心に、町民の要求に対応した諸事業を実施し、予算執行したのが主な施策

の成果の特徴となっております。

そこで、当該年度の当初予算でありますが、一般会計においては91億 4,041万

1,000 円、各特別会計「国保、簡水、老保、下水道、きのこ、介護保険、介護サー

ビス」を合算しますと 135億 8,910万 6,000円の総体規模でありましたが、年度内

に必要に応じてそれぞれ所要額の補正を行い、最終予算は一般会計においては、平

成11年度繰越明許費（道営公共牧場整備事業等）２億 116万 2,000円を含め、 109

億47万 3,000円、各特別会計では平成11年度繰越明許費（下水道事業費）４億10万

円を含めて52億 7,380万 5,000円となり、総体においては 161億 7,427万 8,000円

となりました。

これらの内容につきましては下記の一覧表のとおりでありますが、説明は省略を

させていただきます。

この最終予算に対して各会計別の収支執行実績を申し上げますと、一般会計では
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歳入で金額 107億 9,976万 5,811円、率で99.1％、歳出では金額 106億 1,368万

296 円、率で97.4％の執行率となり、歳入歳出差引１億 8,608万 5,515円の残高と

なりました。そのうち平成13年度へ繰越明許費繰越額 186万 3,000円、事故繰越繰

越額３万 6,300円、合わせて繰越充当財源として 189万 9,300円を繰り越し、財政

調整基金に１億円を積み立て、実質 8,418万 6,215円が翌年度繰り越しとなったも

のであります。

一方、特別会計ですが、国民健康保険特別会計では、前年度に引き続き当年度も

歳入歳出差し引き 558万 2,658円の残高となりましたが、実態としては一般会計よ

り２億 491万 4,000円を繰り入れた結果であります。今後も国民健康保険税の徴収

率の向上、医療費適正化対策等に努め、当会計の健全化に努力していく所存であり

ます。

簡易水道事業特別会計については、歳入不足となった 3,193万 4,683円を一般会

計繰入金をもって収支の均衡を保持したものであります。

老人保健特別会計でありますが、老人医療に要する費用の負担分にかかわる

6,015 万 4,190円を一般会計より繰り入れ、収支の均衡を図ったものであります。

下水道事業特別会計につきましては、その事業費等の負担分について２億 3,173

万 235円を一般会計より繰り入れ、そのうち 910万円を繰越明許費充当財源として

平成13年度へ繰り越し、実質的に収支均衡を保持したものでありますが、事業の進

捗に伴い増加傾向が顕著になっております。

きのこ菌床センター事業特別会計につきましては、歳入 6,565万 8,503円に対し

て、歳出 6,520万 5,424円となり、歳入歳出を差し引き45万 3,079円の残高となり

ましたが、実態としては一般会計より 366万円を繰り入れた結果であります。

介護保険特別会計につきましては、歳入は介護保険にかかる負担分等として一般

会計より 8,371万 5,302円を繰り入れて、５億 2,789万 5,589円となり、歳出は５

億 2,611万 5,968円で、歳入歳出差し引き 177万 9,621円の残高となりましたが、

そのうち94万円を繰越明許費充当財源として平成13年度へ繰り越したものでありま

す。

介護サービス事業特別会計については、介護保険の制度内での収入では不足する

分など、 9,895万 1,122円を一般会計繰越金をもって収支の均衡を保持したもので

あります。
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以上が平成12年度決算結果による係数面の概要でありますが、より具体的な成果、

実績等につきましては、別冊で配付いたしました「決算書」及び「決算資料」に基

づきご検討いただくこととして内容説明を省略させていただき、順次ご質問等に応

じて各担当課等より詳細にご説明をさせていただきたいと存じます。

以上であります。

議 長 次に、監査委員に対し審査結果の意見を求めます。

監査委員。

監査委員 ただいま上程されました平成12年度厚岸町一般会計並びに各特別会計の歳入歳出

決算認定につきまして、決算審査の概要を申し上げます。

平成12年度一般会計並びに各特別会計の決算状況でありますが、総額では歳入で

158 億 3,251万 494円、歳出が 156億 2,950万 9,621円となり、歳入歳出差引残額

２億 300万 873円の決算となっております。

各会計ごとの決算状況ですが、一般会計では歳入 107億 9,976万 5,811円に対し、

歳出は 106億 1,368万 296円となり、差し引き１億 8,608万 5,515円の決算剰余金

が生じましたが、このうち繰越明許費並びに事故繰越繰越額にかかわる一般財源と

して 189万 9,300円が翌年度へ繰り越しとなり、また地方自治法第 233条２の規定

により、財政調整基金に１億円を繰り入れとしたため、実質 8,418万 6,215円が翌

年度へ繰り越しとなったものであります。

次に、国民健康保険特別会計ですが、歳入は13億 9,640万 6,698円で、歳出は13

億 9,082万 4,040円となり、歳入歳出差引額 558万 2,658円の残額となりましたが、

一般会計より２億 491万 4,000円の繰り入れが行われております。

簡易水道事業特別会計におきましては、歳入不足となりました 3,193万 4,683円

を一般会計繰入金をもって収支の均衡を保持し、歳入歳出とも 4,171万 4,205円で

決算を了したものであります。

老人保健特別会計におきましては、医療の費用負担分にかかわる 6,015万 4,190

円を一般会計より繰り入れをして収支の均衡を図ったものでありまして、歳入歳出

ともに12億 1,579万 240円で決算を了したものであります。

下水道特別会計でありますが、事業費等の負担分として一般会計より２億 3,173

万 235円を繰り入れし、このうち 910万円を繰越明許費充当財源として翌年度へ繰

り越し、実質的に収支の均衡を図った内容であります。
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次に、きのこ菌床センターの事業特別会計ですが、歳入 6,565万 8,500円に対し

まして、歳出は 6,520万 5,424円となり、歳入歳出額45万 3,079円の残額となって

おりますが、一般会計より 366万円の繰り入れを行っております。

次に、介護保険特別会計ですが、介護保険にかかる負担分等として、一般会計よ

り 8,371万 5,302円を繰り入れて、歳入５億 2,789万 5,589円に対しまして歳出は

５億 2,611万 5,968円で、歳入歳出差し引き 177万 9,621円の残額となりますが、

このうち94万円が繰越明許費充当財源として翌年度へ繰り越したものでございます。

介護サービス事業特別会計におきましては、収入で不足分を一般会計より 9,895

万 1,122円の繰り入れをもって収支の均衡を維持し、歳入歳出ともに３億 4,273万

9,963 円で決算を了したものであります。

審査の結果につきましては、一般会計並びに各特別会計の歳入歳出決算書及び政

令で定められました関係書類、調書などに表示されました係数につきましては、誤

りのないものと認められました。

また、財産並びに基金の管理運営につきましても、適正に行われていると認めら

れました。

なお、国の行財政構造改革等に伴い、当町におきましても、今後ますます厳しい

財政状況にあると思うわけでございまして、むだを省いた効率的な財政運営をより

一層心がけるよう希望いたしまして、口頭報告といたします。

以上です。

議 長 本８件の審査方法についてお諮りいたします。

本８件の審査については、議長並びに議会選出監査委員を除く18名の委員による

平成12年度各会計決算審査特別委員会を設置し、これに付託し、閉会中の継続審査

といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、議長並びに議会選出監査委員を除く18名の委員による、平成12年度各会

計決算審査特別委員会を設置し、本８件の審査をこれに付託し、閉会中の継続審査

とすることに決定いたしました。

本会議を休憩いたします。

休憩時刻１０時３５分
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議 長 本会議を再開します。 再開時刻１０時３８分

議 長 日程第18、これより一般質問を行います。

質問は通告順に行っていただきます。

初めに、９番、木村議員の一般質問を行います。

９番、木村議員。

９ 番 私は、この機会に、さきに通告してあります町の財政状況等及び町政の執行につ

いてであります。極めてシンプルな表現で、通告された方も何を聞こうとしている

か、抽象的でわからぬという面もあったとは存じますが、これから多少申し上げま

すので、よろしくお願いしたいと思います。

国政の政治改革、行財政改革等を標榜し、大幅なかじを大きく切ったような状況

にあると思われます。しかし、特に財政改革に力を傾けておりまして、国の財政の

影響を大きく受ける地方財政は、非常に厳しい状況に至るのではないかと推察され

ます。当町も全くそのとおりであると思われますが、現在の町の財政の現状とこれ

からの推移、展望についてどのように考えられておるか、町長のお話を伺いたいも

のでございます。

なお、さきに庁内の財政改革推進委員会なるものの答申の案も見せられておりま

すが、この点について今回は町長に直接お話を伺いたいと思うのでございます。

なお、次の町政の執行についてでございますが、今申し上げましたように、非常

に財政的に厳しい状況になってくると思われますが、その中にしかし町政は継続性

もあり、やるべきものはやり、行うべきものは行うものはまだたくさん課題が残っ

ております。

そういう中で、しかし財政の破綻は避けなければなりません。財政の破綻を避け

ながらやるべきものはやり、執行すべきものは執行する。その場合に、何よりも物

には重要事項、重点が何かと、何が重要かということをよく勘案し、あるいは執行

を通じても緩急をつけたり。あるいは、大胆にまたカットするものはカットもしな

ければ、財政の健全性を維持することは非常に難しいものだと思いますが、その場

合でも、町民に広く町の置かれて財政の内容を説明し、町民の理解も得ながら、決

して財政破綻のないような事業執行をしていかなければならないものと考えますが、
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この件につきましての町長の姿勢をお伺いしたいものでございます。

以上をもって第１回の質問といたします。

議 長 町長。

町 長 ９番、木村議員のご質問にお答えをいたします。

財政状況と町政執行についてのお尋ねでございました。政府の経済財政諮問会議

は、本年６月、今後の経済財政運営及び経済社会の構造改革に関する基本方針、い

わゆる骨太の方針を決定し、各方面にわたる経済社会システムと財政構造の抜本的

改革の方向を高唱をいたしました。木村議員からお話があったとおりであります。

その中で、戦後の国是として一貫してまいりました地方の均衡ある発展という地

方自治の基本理念が、個性ある地方の競争へと 180度転換したことは、地方公共団

体にとっても地方住民にとっても極めて重要なことであり、今後の地方財政にとっ

ても甚大な影響がさまざまな方面で生じてくるものと思われますし、私も木村議員

同様の深刻な受けとめをいたしております。この骨太な方針が具体化するのが国の

新年度予算編成であります今月の20日ごろには原案として各省庁に内示され、その

骨子と内容が明らかにされることとなります。そのため、現段階ではその全貌が確

かではありませんが、平成13年度からの傾向として歳入の中心であります地方交付

税が大幅減額され、産炭地域振興臨時交付金が廃止されることは確実であり、自動

車重量贈与税を初めとする道路特定財源の一般財源化、つまり縮小廃止の検討対象

となっているようであります。このように、国からの補助金、交付金が平成14年度

以降も大幅に縮減されるということになりますと、地方の財政基盤は一気に弱体化

することは明白であり、厚岸町も、さきに町会議員の皆さんに配付させていただき

ました厚岸町財政運営基本方針に添付しております中期財政推計のとおり、このま

ま推移いたしますと、平成16年度に９億円程度の収支赤字を生ずることになるとい

うのが偽らざる現状であります。

よって、この厳しい状況の中で活路を見出し、赤字転落、すなわち財政危機の事

態を何とか回避すべき経常収支の改善と、投資的経費の抑制を柱といたしました厚

岸町財政運営基本方針が、財政改革委員会から答申をされたところであります。私

は、この答申を受け、すべての役場職員を対象に、３回にわたり意見交換を実施い

たしましたが、職員の皆さんは真剣で、大所高所に立った良識的な意見が多く、こ

の危機的状況を職員一人一人がしっかりと受けとめているものと確信したところで
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あります。

そこで、今後の行政を進める指針として、この厚岸町財政運営基本方針に沿って

改革項目の実施に向けて具体的な検討作業を進めてまいりたい。そして、平成16年

度の収支赤字を何が何でも回避する一方、それらの厳しい状況下にあっても、町民

の皆さんの切実な要望に目をつぶることなく、一歩一歩それらの実現に向けて最大

限の努力を傾注してまいりたいと、かように考えております。

さらにはまた、町民におかれましても、この実態を周知いただくために、広報等

を通じ、さらにはまた私自体が町に出かけ、町民との対話の中でご理解を賜ってま

いりたい、そのように考えておるわけであります。何とぞよろしくお願いいたした

いと思います。

議 長 ９番、木村議員。

９ 番 町の一般会計の町民の払う税金の種類は約１割と。その他入れても２割弱と。あ

とはすべて国からの交付税や補助金、助成金等でもって賄われております地方、我

が町も含めまして、何といっても国の方針が大きな影響がありますが、小泉内閣が

もしかわりまして、別な経済政策や産業財政政策もやるような意見もまだあります。

かわればぐっと今度は国債を増発して、あるいは造幣局の紙幣を増刷して、国の景

気立て直しなどという経済屋さんもございます。私は経済屋さん、経済評論家では

ございませんし、財政の専門家でもございませんが、大まかに見まして、極めて大

まか、しかし年はいっていますから、結構各国の推移を、盛衰を見ております。そ

うなりますと、実態経済がないのに国債発行して、印刷所、造幣局で札をいっぱい

刷って、配布したら、そのときほど我が国は破滅するでしょう。実態経済はどうな

りますかというと、バブルが起きて、日本の産業経済界がすっかりそれに踊って、

国民もそれに踊って、それをとめれなかったら政治家もまた一緒に踊って、目が覚

めてみたらこのとおり。あの騒ぎのうちに既に日本のコストが非常に国際的に高く

なりまして、あのころ既に後進国、東南アジアや中国は、一生懸命やろうとしたし、

また世界の資本がどんどんあの地域に入りまして、バブルが冷めて困った、まだ日

本目覚めないうちに自然に向こうは産業期の根っこの基盤まで着々と進んでおりま

した。現在、農作物や一次産業ならまだいいんです。二次産業もそうでしょう、家

電製品から衣類、食料、ほとんどが東南アジアで今ハイテク分野まで東南アジア及

び中国、日本の人口とヨーロッパのイーユーと国民合せてもせいぜい10億、大体
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十二、三億でしょう、先進国と称されるもの。中国だけで12億 5,000万と推定でね

、25億からが住んでいる、25億。一生懸命彼らやっていますな。そうすると、日本

経済はこれ以上どんどんよくなるのは、まだまだしばらくたってから後でなければ

よくならぬ。その間は相当厳しい時代が、本当の意味の租税を主として、税収を主

として、国政を国の財政政策をとらなきゃならぬのが、ちょっとこれ厳しいね、し

ばらくの間。したがって、地方にも大幅な配分が期待できない。その中でやるべき

ものはやっていかなきゃならぬ。大変厳しいんです。国の制度変わりましたね。さ

っき言いました増発してもう赤字でも何でもいい、国も。どんどんやって景気をよ

くするという手法もありますが、それやりますと、一時的には名目的には地方財政

も楽な時期ございました。しかし、それは本来は期待すべきものじゃないと。世界

の中で我が国の力を維持するためにはそれは期待すべきものではないと。町長、変

わって期待したきとそれはそれでいいんです。しかし、破綻しちゃったら終わりで

すからね、地方財政も。その辺心がけてやっていただきたいと。

それから、大変厳しいといいながらも町政は継続してやっていかなければならぬ。

この間もありました。厚岸町が、これたった一つの例です。きょうは具体的なもの

は入りたくありませんから、ただ例として言います。厚岸町が始まって以来の地域

で、厚岸町発祥の地の地域で、30年も50年もそこに暮らしている人がいるのに、ま

だ道路の改良、舗装なっていない場所もあります。こういうのはやはりその例です

ね。そういうものをやはりできるだけ早くきちっとして、人間の生活が住みやすい

ようにやってあげなきゃならぬ義務があるのが町政でもあります。例えば一つの例

ですが、たくさんやることもございますが、また過剰なものもございます、過剰な

もの。過剰なサービスを受けようとしている意識も国民も町民も、私から初めござ

います。これを許したら、決してものはできません。これは無責任に何でも欲しが

る。ただなら何でもいい。そうはかまどはいかないのが国政も財政も企業も個人の

家庭も高度な経済など要らないと。基本、たった一つのそれだけだと思います。そ

ういう中で進めるものを進め、ひとつやっていかなきゃ。それで今どんどんこうい

う面だけでいいますか、あと細かいことはいろいろこれからもお願いしたいと思い

ますし、要望もします。町長にそれを期待しているものですが、町長いかがですか。

議 長 町長。

町 長 ただいま、木村議員から今日の国政並びに地方の実態についての見識高いお話が
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ございました。私自体も、小泉内閣の構造改革についても反対するものではありま

せん。しかしながら、一方、都市と地方という対立的な考え方に立つ思想もあるや

に私は受けざるを得ないわけであります。そういう意味において、木村議員もご承

知のことと思いますが、戦後、我が国の地方財政といいますのは、当初から地方債

に依存した財政運営を行っております。地方債発行という財政赤字発生は、半ば構

造的なものとなっておるわけであります。しかし、問題は単なる財政赤字の発生で

はなく、財政赤字が累積的に拡大して、ついには政治的、経済的意味で、地方自治

体の円滑な財政運営が不可能に至る事態、すなわち、財政危機が３年後に来るとい

う極めて大変なことでございます。そういう意味において、私が先ほど答弁いたし

ましたけれども、この点についても職員は十分に理解をしていただきました。私自

体、これからは町民にお願いするところは町民自体の今日の厳しい財政事情の中に

おける意識改革をしていただきたい、そのように考えておるわけでございます。

昨今、大変嬉しいこともございます。既に財政改革委員会の答申案が新聞報道さ

れまして、町民の一部からは、今日の厚岸町の財政、大変だなと。我々自体も意識

改革をしなきゃなりませんねという声が聞こえます。大変ありがたいことでござい

ます。厚岸町は永遠であります。しっかりと取り組んでまいる所存でございます。

議 長 ９番、木村議員。

９ 番 私は、小泉内閣の現状だとか、いいとか悪いとかで私は言いませんわね。我々の

わかる範囲でない面もありますから。何か都会だけいいくしようという面もありま

すから、ちょっとうーんという面もあります。それは今ここで論ずる問題でないか

らあれですが、町長は町長になって何カ月。

町 長 ５カ月。

９ 番 そうですな。まだこれだけですな。どうも失礼しました。町長が就任すると同時

に小泉さんも、だいたいにたごろですな、ちょっと早いか。にたごろになりました

な。それで今のああいう政策、町長はたくさんの理想を持って、あるいは公約もし

ました。公約全部達成するには相当な財源の裏づけも必要だと思います。ただ、そ

のときになったら、運がいいとか悪いとはこれは別にしましても、小泉内閣が構造

改革が一番の柱にしてがんがんやっちゃう。なかなかひどいときにこれ町長おやり

になったなとある意味では私はお気の毒な思いもしておるんでございます。しかし、

総予算が10％も20％も１回に財政が縮小するわけじゃありませんので、その知恵を
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出して、それからたまには悪い者にもなる。ぎょうぎょうの政治は決して民主主義

でもありませんし、立派な政治はできないと。ノーと言うときにはノーと言う。し

かし、なぜノーであるかという説明はきちっとして説明なさる。これが最も肝要か

と存じます。それと、その場合には勇気も要ります。立派な町にするためには勇気

も要ります。そのようにひとつ。暗くなっては町はできませんね。町長が暗くなっ

たらみんな暗くなる。個人の皆さんも暗くなる、我々も受ける方も町民みんな暗く

なりますので、多少厳しくとも明るく、お互いの知恵と努力で前向きに立派な町を

つくるという、町長みずから明るい顔で頑張ってやっていただきたいと思いますが、

その決意をひとつお伺いしたいと。悪いときには悪者になる覚悟が何よりも大事だ

と思います。

議 長 町長。

町 長 先ほどお気の毒だというお話がございました。実は私はそう思っておりません。

といいますのは、私はなぜ町長に立候補いたしたのかということであります。私は、

道会議員として30年、町民の皆様方にお世話になり、活躍をしてまいりました。そ

の中で、地方自治体の厳しさというものを身をもって承知をいたしておりました。

その中で、私が町長に当選をさせていただき、厚岸町の財政はどうなっているのか、

助役を委員長といたしまして財政改革委員会というものを早速設けていただいたわ

けであります。その結果、先ほど財政運営方針というものが出たような内容であり

ました。これは私が予測したとおりでありました。だからこそ、私は道会議員を辞

任をいたし、厚岸町長になり、この厳しいときにこそ私でなければという意気込み

で立候補いたしたつもりでおります。そのことが、町民のご支持をいただいたもの

であるという私は自負をいたしておるわけでございまして、これからも立候補した

気持ちをいつまでも忘れることなく、任期期間中しっかりと取り組んでまいりたい、

そのように考えておるわけであります。私の公約は、町民がすべて切望しているも

のであると私は思っております。財政は厳しい折でありますが、その実現に向けて

しっかりと取り組んでまいりたいと考えております。

ご承知のとおり、私が政策予算を組むのは、平成14年度の当初予算であります。

しかし、私といたしましては、今進めております第４期厚岸町総合開発計画のロー

リングいたしますところの第３期実施計画、おかげさまで私が手がけるわけであり

ます。私は、その第３次実施計画においては、厳しく査定をいたしました。今日の
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財政状況を踏まえた査定をさせていただいたわけであります。この点についてもご

理解を賜りたいと思うわけであります。そういう意味において、今日の地方自治体

における首長の果たす使命は極めて大きく、暗い話ではなく、それを乗り越えて厚

岸町を明るく健全な町にすべきことが私の責務であると考えておりますので、町議

会議員の皆様方にも何とぞよろしくお願い申し上げたいと思います。

議 長 以上で木村議員の一般質問を終わります。

次に、２番、塚田議員の一般質問を行います。

２ 番 私は、40年ぶりにここに上がったわけでございます。

先ほど木村議員は、財政問題についてはお話しいたしましたが、私はそのとおり

だと思うし、また町長もそのように答えておったようでございます。しかしながら、

財政が厳しいからといって何にもやらなくてもいいんだという理論にはならないと

思うわけでございます。しかし、全体的に見ますと、私は土木業者でありませんの

で細かいことはわかりませんけれども、漁港の状態、土現の実態を見ておりますと、

このことがつまびらかにわかるわけでございます。

そこで、今まで海岸保全事業をとり行ったその地域によりまして、それぞれの欠

点が出てきております。そういった形の中で二、三点質問申し上げたいと思うわけ

でございます。

一つは、小島の海岸侵食についてでございます。この地域の海岸保全の対応はど

のようになっているんだと。我々専門家というわけにはいきませんけれども、目の

前に漁業をやっておりますと、その実態がわかるわけでございます。と申し上げて

いることは、例えばイチムラ木工所の下のあたりから離岸堤が出たわけてございま

す。そのとき、私が質問した当時は、町長は村上さんでございました。そういった

中で話をしたら、村上さんは、あれは砂どめなんだと、こういう話でございました。

しかし、実態は何ぼ湾中だといってもしけになれば10で押した波が12で引っ張るわ

けでございます。外海でも、10で押したら、なぎのいい日は８で引っ張るから２は

残ると。しかし、湾中より外海はしけの日時が激しいわけでございます。そういっ

たようなことで話ししたことがありますけれども、今この実態を見ておりますと、

小島の海岸保全の対応を見ておりますと、全く関係のない、波もそんなに来ない、

大黒があるのに、その辺に横に四つ離岸堤をやっておるわけでございます。そのた

めに、東南東から波が来る、風が来る、その地域にいる方々は、これ大変でござい
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ます。というのは、二、三年前に業者が親戚でもあったのか知りませんけれども、

ブルを買って自分自体で１メーターくらい段差がつくので、どうしようもないとい

ってならしておったわけでございます。しかし、ブルも壊れてしまったからという

ことでございまして、このごろは困っているようでございます。そういったことに

ついては、これから申し上げますと、大体東南東から波と風が来るわけでございま

す。そういった中において、小島の住民は皆さんの前にもいっていると思いますけ

れども、そのところのカドが全部取られているわけでございます。そして、船をお

ろすときにはどうやらひっくり返りそうになって傾くけれども、どうやらこうやら

やっているんだというのが実態でございます。それよりは、これから今やらなけれ

ばならぬことは、どうしてもやらなければならないんだといって私は申し上げてお

りましたけれども、その離岸堤は小島の沿岸からいいますと80メーターあるそうで

ございます。その地元の方に聞いてみますと、80メーターは要らないけれども、５

メーターや10メーターだって同じことなんだと。少なくともやはり年次計画によっ

て四、五十メーターやらなければ、このカドは平常なような浜にならないだろうと

いって嘆いておりました。そんなようなことで、これからはやはり少なくとも金が

ない金は大変であろうけれども、工面するのは大変であろうけれども、やはりここ

においてはむだのないような仕事をしてほしいと思うわけでございます。そういっ

た形の中で、これから関係者も行ってよく見られると思いますが、同時にまた、波

があって壊れてしけで、そのなぎのいい日にばかり見に行くんだということでござ

います。例えば人間が体悪かった場合には、病院に行き、医者が判断するときには

どこが痛いんだ、そうなんだといってその実態を見なければわからないわけでござ

いますけれども、直ってしまってからならちょっと判断に苦しむわけでございます。

そんなことと、自然の中でもそのことを実質的に受けとめながら、真剣にやはりそ

のものの調査研究については、やはりしけないときに来て、現況を見なければわか

らないよというのが実態だと思いますよ。

そういったことで、これからやはり行政としても、むだを直すためには、やはり

少ない金で効果を上げるということは、これはもっともなことでございます。そう

いった形の中で、ひとつぜひこれからやろうとする仕事の中では、そのことを配慮

しながら進めていただきたいと思うわけでございます。

次に、床潭の第１種漁港の修復についてでございます。
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この漁港は、着工からの経過はどのようになっているんだということを求めたわ

けでございますが、資料が出てきたようでございます。この漁港の協議機関はどこ

でやっているんだと。我々本職の漁師はつんぼ桟敷でございまして、しかもこれは

昭和27年、８年ころに、私は地元の議員でございました。参入して、道へ行って陳

情しながら、道議はマツダイラ道議でございました。そして、町長は岸田さんでご

ざいました。議長は澤田さんでございまして、この時期に行って指定を受けたわけ

でございます。これは指定を受けたのはそれは30年でございます。それから、この

事業は今までの間にやはり40万ちょっとかかっておるわけでございます。しかし、

この９次計画になりましてから、国の財政事情だということで、はかばかいかなく

なりまして、一部中断しておったようでございますけれども、二、三日前に担当課

長に聞いておりますと、９次計画は中途の中でこれからしっかり計画ができないと

予算がつかないとやらないんだと言っておりましたけれども、実際ある程度やって

いると、手をつけてやっているようでございます。しかし、地元の我々もわからな

いわけでございます。これ今のやっている漁港の内容を見ておりましても、実際や

っていることは、むだなことばかりやっておるわけでございます。しかも、ここは

津波の来た場所でございます。昭和27年に津波が来まして、その図面は私のところ

にありますけれども、配ってほしいと言って皆に見てもらいたいと思っておりまし

たけれども、急にきょうは一般質問だということで時間もありませんので、そこに

机の上に置いてきましたけれども、これは大変でございます。というのは、しけの

対応というのは、第１種漁港は第１種漁港なりに規模があるわけでございますから、

それに対応できればいいのでありまして、しかも漁港には２種、３種あるわけでご

ざいまして、２種はひなん港、３種は国の漁港でございます。厚岸の湾はこれ第３

種漁港でございます。私らのところは、第１種漁港といって、これ船入れ場でござ

いまして、そういう区分があるわけでございます。そういう形の中では、やはり少

なくとも大きな予算も要らないけれども、ある程度船が入っておって、大しけにな

りますと、町の方に移動さすという形の中になるかと思います。そういった形の中

では、少なくともやはり今の段階ではやっていることが非常にむだである。その今

皆さんの前に置いてあるのは図面が行っておりますけれども、ここへ今南の方に延

ばしていきますと、ちょうど波が来なくなる、津波も来ないわけでございます。そ

こがとまるわけでございます。そうしますと、金はかからない、このままでやると
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幾らもかからない。しかも見るとこの災害法であるわけでございます。場合によっ

ては災害法の金使うことによっては、これも町長は道議でありましたのでこれは専

門だと思いますが、漁港の予算ばかりでなく、災害の予算もあるわけでございます。

そういった形の中では、少なくともやはりこのやっていることはこれからそこに図

面行っているのでございまして、この図面が行っているので、この図面によって質

問しながら、担当課長から答えも出てくるだろうと思いますが、それによって進め

ていきたいと思うわけでございますけれども、この今やっていることは、波の来る

方に入り口が向いているわけでございます。ここをとめなければ、津波に来る波も

これから来る、しけているときもこれから来るということになりまして、むだが多

いわけでございまして、どうしてこれらが安心して船の出入り、そして津波が来て

も大丈夫なんだと。また一面見ておりますと、つなぎ場として今一部漁港は物揚げ

場になって、私らのところはずっと船がまいておりますけれども、一部のところは

漁港法でかわりまして、その一部には係船岸壁になっているわけでございます。そ

の漁港が大体クニオさんの近くまでいっているわけでございましたけれども、その

ほかは 150メーターは船揚げ場としてなっているわけでございます。この船揚げ場

も、少なくともやはりこれをほうっておくことにおいては、つなぎ場の形の中では、

これはおかしな格好になって、より以上金はかかるわけでございます。そういった

ようなことにおいて、ひとつこの漁港のことについては、しっかりとできるだけ金

も少なくして、安全な漁港として使えるように配慮していただきたいと思うわけで

ございます。

長くなりましたけれども、次には、公衆浴場でございます。

この厚岸の中にも、やはりふろのない人もいるわけでございます。しかし、その

ほかに外来者の誘致があるわけでございます。どこへ行っても、ふろのないところ

はないわけでございます。しかも、沖合へ行ってきますと、体が汚れてくるわけで

ございます。これについてやっぱりふろに温まって、体を洗って休憩したいという

のがこれは漁業者の本音だろうと思うわけでございます。外国では恐らく据えふろ

ってないんだろうと思います。大抵シャワーで済ませているわけでございます。据

えふろとシャワーとはやはり生活の様式が違うので、何か話を聞いていますと、先

ほど組合の一部にもふろはあるんだと。聞いてみたらシャワーなんだということは

聞いております。やはり日本人は体を洗うにはふろの中でしっかり洗わなければな
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らない同時に疲れが吹き飛ぶ、取れるわけでございます。そういった形の中で、や

はり少なくとも一部にふろのない方もおるでしょう。そういった外来船誘致という

こともございますので、大変重要な組合としても沖合漁業の性格的なこともあるだ

ろうから、その辺をやっぱりしっかりした本町側にふろをつくってほしいと。と申

し上げますことは、私は物は考え方によりまして、わざわざふろをということはつ

くらなくても、あそこの集会場があるではないかと。松葉町のあの福祉センターの

あの大きな施設とそこが一体何ぼ離れているんだと。あの集会室聞いてみますと、

この辺じゃそんなに使っていませんよと、近所の人がそう言っております。だから、

私は全く使わないということではなかったんだろうと、必要もないということはな

かったんだろうと思いますけれども、これにはやはり一部を使って、ふろを一部に

ふろにしても、建物には金かからないから、大したことにならないだろうと。町長、

小さい予算を持って、皆さんもやはり安心できるようなことができるのでないかと

思います。ふろのない人もいる。同時にまた、漁船員もここで入ることができれば、

やっぱり町の施設でございますので、遠慮も要らないという形になるのではないか

と思いますので、ひとつそのことについてご検討願いたいと思うわけでございます。

それから、子野日公園の花見期間中と、そのほかにカキの期間中があるわけでご

ざいます。ここでやはりうちの方、下浜の方で漁港の中で五、六隻のやっぱり船で

出ているわけでございます。網入れながらとってきているようでございます。そう

しますと、橋が渡れないで困るんだと。何とかひとつ渡してもらえばいいんだと。

というのは、そのほかに日曜もあるわけで、日曜はやはり厚岸の地元で市場が休み

だということであるようだけれども、何か特殊な魚でもあるんだか知りませんけれ

ども、サンマやサケ、マスは木村さんたちみたく問屋さんがやってくれるんだろう

と思うけれども、その辺の人がとって沖合に、床潭あたりに出ているのは、そんな

にまとまってもいないだろうと思いますけれども、しかしこの期間にやっぱりとれ

ないで損失するのは 200万越しているんだと、こう言っております。でき得れば、

最小限で道路をつけるといっても子野日公園から、何といいますか三浦木工所のと

ころから火葬場のところですか、昔あそこに道路あったわけでございます。それが

できなければ、床潭から筑紫恋へ道路が立派にできているから、あれを何か型崩し

しても簡単にできないものなのかと。そんな大げさな舗装道路とかそんな大きなも

のは要らないと思うわけでございまして、その期間だけ橋を通してもらえばいいこ
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とであって、だからといって花見客、それからカキ祭の方々には何時から何時まで

かけなさいというわけにもいかないんだろうと思いますけれども、できればそれが

一番いいことだと思いますけれども、できればそれらを考慮しながらひとつ検討し

ていただきたいと思うわけでございます。

この４点を第１回目の質問といたしまして、私の質問は終わります。先段、全く

少し長くなりましたけれども、申しわけないと思っておりますけれども、やはり漁

業者も真剣にやっているわけでございまして、これにこたえるためにちょっとひと

つその辺をくみ取っていただきたいと思うわけでございまして、これで第１回目の

質問は終わります。

議 長 町長。

町 長 ２番、塚田議員のご質問にお答えをいたします。

まず、第１点目の小島地域の海岸保全の対応はどうなっているのかということで

ございます。

平成11年度第４回定例会におきましても、同様のご質問をいただいたと聞いてお

ります。小島地区は、昭和36年５月３日、海岸保全の指定工事がなされまして、昭

和37年から災害復旧工事や海岸保全事業の浸食対策により、直立式護岸、突堤、消

波堤の整備が行われ、さらに平成８年度から実施されました第６次海岸事業計画に

基づき、離岸堤が公共事業によって整備されてまいりました。しかし、私も現地を

見てまいりましたが、小島の南側の浸食や水道及び電気の海底管等の敷設箇所が洗

掘され、地元漁業者の作業に支障を来しているため、北海道単独の建設海岸、局部

海流により突堤による砂どめと、海岸の洗掘箇所の全面に離岸堤の新設を平成10年

度から要望しておるところでございます。要望のうち、海岸の洗掘箇所の全面の離

岸堤の新設は平成12年度に着工し、本年度で施設の整備が完了いたしましたが、南

側の突堤につきましては、引き続き北海道に対しまして要望しているところでござ

います。北海道の厳しい財政状況から、まだ事業採択されておりませんが、今後と

も北海道に地元の窮状を十分説明し、早期整備をお願いしてまいりたいと考えてお

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、第１種床潭漁港の修築についての関連しての質問でありますが、第１点目

のこの漁港は着工から今までの経過はどのようになっているのかというお尋ねでご

ざいますが、ご案内のとおり、第１種床潭漁港は、先ほど塚田議員は30年というお
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話がありましたけれども、昭和26年６月29日に第１種の漁港として指定を受け、昭

和35年の第２次漁港整備長期計画時より修築事業、さらに改修事業として41年間に

わたり約46億円の事業が投入され、随時整備が進められて今日に至っているところ

でございます。昭和35年度から37年度までの第２次漁港整備長期計画では、南防波

堤37.3メートルが総事業費、 480万円で施工されて以来、第３次計画から第７次計

画と随時整備が進められ、昭和63年度から平成５年度までの第３次漁港整備長期計

画までの中で、漁港の中央部分から西側の防波堤、マイナス 2.5メーターの物揚げ

場、船揚げ場の整備と東側に拡張するための防波堤の一部が完了したところであり

ます。平成６年度からの第９次漁港計画においては、東側の西防波堤の延長、南防

波堤、護岸マイナス２メーターの物置き場、泊地の浚渫、漁港道路用地などの整備

が行われ、施設完成とともに漁港施設の利用がされております。平成13年度におい

ては、既設西防波堤のかさ上げ、船揚げ場滑り材補修、外防波堤の新設、水質調査、

新線測量などが行われております。平成17年度までには外防波堤60メーター、船揚

げ場が 100メーター、泊地の新設、漁港道路、用地の整備が計画されており、今後

とも地元要望の早期実現に向け、鋭意努力をしてまいりたいと考えております。

２点目のこの漁港の修築工事計画についてでありますが、誤りがなかったのかと

いうことで私は受けとめました。このことについて答弁をさせていただきます。

第一種床潭漁港整備につきましては、地元期成会から等の要望を受け、さらには

また漁業協同組合との協議を受け、厚岸町では北海道に対しまして漁港整備の要望

を申し上げておりますが、北海道はこれらの要望を受け、整備の必要性、事業効果、

設計の根拠など、水産庁へ整備計画の内容を説明し、整備計画の承認を受け、それ

ぞれ漁港整備事業が実施されているところであります。したがいまして、工事の設

計、さらには工事の実施に当たりましては適正に行われているものと考えておりま

す。

次に、公衆浴場の設置についてお答えをいたします。

松葉町集会所の一部分を改築して、公衆浴場に利用できないかとの質問でござい

ますが、松葉町集会所の建設目的は、正規の集会所に使用するほかに、災害時の避

難場所としての機能も兼ねております。こうしたことから、集会所の建設にはこれ

らの機能を備えた内容で建物を設計を行った結果、敷地面積を最大限に活用した現

在の松葉町集会所となったところであります。したがいまして、集会所の一部を改
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築して公衆浴場に利用することは、集会所や避難所としての機能を失いかねない状

況となり、また増築となりますと、今の敷地面積では狭く、困難な状況であります。

しかし、湖南地区における公衆浴場の確保につきましては、本年６月開催されまし

た第２回定例町議会の一般質問でお答えをいたしましたとおり、町の単独事業では

大変困難であり、各種補助金制度を活用できる複合施設で対応したいとの考えで、

引き続き中心市街地活性化推進協議会が進めております活性化計画や、老人保健福

祉計画などとの総合調整を図りながら実現に向けてさらに努力をしてまいりたいと

考えております。

次に、子野日公園の花見期間中の厚岸大橋の通行についてのご質問でございます。

子野日公園をイベント会場に開催している５月の桜祭りでございますが、中でも

土曜、日曜日、特に日曜日にお客が集中するわけでございますが、今年は５月20日

に 6,000人、５月27日に 5,000人、期間中の子野日公園入場者は１万 5,000人であ

りました。期間中の受け入れ態勢は警察署、交通安全推進協議会とも事前に対策会

議を持って万全を期しているところでありますが、とりわけ厚岸大橋の通行につき

ましては、緊急車両の通行確保の見地から、交通渋滞にならないよう特に重要視し

て臨んでいるところでございます。期間中は、町外の観光客がおいでになるという

ことで、ふだんの交通量と比較をしますと、厚岸大橋を渡るだけでいつもより時間

がかかるということになりますが、幸いにして、桜祭り期間中ではこうした交通渋

滞が発生しておりません。しかし、塚田議員からのご指摘のような行為が出ないよ

うに、なお一層、桜祭り、カキ祭りにおける受け入れ態勢については今後とも関係

機関と連携して、万全を図ってまいりたいと思います。

以上でございます。

議 長 ２番、塚田議員。

２ 番 ２回目の質問をいたします。

小島地区の海岸保全の問題については、私も一昨日、土現に行ってきました。堤

という土現の所長でございまして、これは利尻の所長をしておったと。去年か今年、

厚岸の出張所へ来られたんだというふうに聞いております。そういったような関係

で、そんなにこっちの床潭の第１種漁港を見てないのではないかと思いますけれど

も、先ほど町長がお話ししておりましたように、地元の業者、そして漁組というこ

とであります。これが問題があるわけでございます。漁組の組合長か理事か知らぬ
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けれども、その方々と地元の人がいれば、何でもできるんだということでございま

すけれども、ここに大きな欠点があるわけでございます。私は今皆さんのところに

この漁港の図面を渡したわけでございますけれども、ここにある図面を皆さんの机

に参考のために見てもらうように出してありますけれども、問題はこれがあいてい

るわけでございます。これはどういうことかと。これをあけていれば波が入ってく

るからこれまた15メーター下げたんです、ここへ。15メーターね。これをやって、

これをとめていけば、何も関係ないわけでございますけれども、これをずっととめ

ていきますと、津波はこれから入ってきたわけでございます。津波はね。小島の話

は先ほど、今町長が話しされたように、今の小島の関係については、先ほど１メー

ターくらい段差がありましたけれども、大体そのことにつきましては、小島地域に

つきましては、順次今あの四つある離岸堤はこれは何にも足しにならないわけでご

ざいます。というのは、前に出ている離岸堤四つ出ているのは、ちょうどあれ風よ

け、波よけにあれ大黒があるわけでございます、あそこに。むしろあそこは浸食は

されないわけでございます、下は岩盤でございますので。そういう関係の中では、

やはり少なくとも小島の方にこれ１億かけて厚岸町がやった裏山のこれ崩れると災

害でやったんでないですか、これ。これをやったわけでございます。この離岸堤を

やっている。これから入ってくる波で、これから来るやつはここに大黒ありますの

で、何も関係ないわけでございます、これは。したがって、これから来るから決壊

が激しくて、なくなってしまうわけでございますけれども、そのために段差がつい

て、関係ないこっちの方に砂がふえて出て、この辺では全く浜に船を巻くときにひ

っくり返ったような形になって浸食されて取られているわけでございます。だから、

土現の所長とも２時間くらい話しました。私も行って１回見てきますとは言ってお

りましたけれども、先ほど申し上げたように、しけのときにはだれも見に来ないと。

厚岸の水産関係の関係者もそうですよ。土現の役人方、所長を初め役人方もしけて

天気になると見に来るんだから、先ほど私が説明したように医者だって痛いと言っ

て、どこ痛いんだって、触らなければわからないけれども、病気が直ってから、ど

こが痛いなんていうことはレントゲンでもかけなかったらわからなわけでございま

す。しかし、少なくともやっぱり担当者としては、しけたとき見ると、ああなるほ

どこういう波だからここ壊れるんだなということは、これは町ばかりでない、やは

り土現の担当者もそのようなことになるわけで、そこに欠点があるわけでございま
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す。しかし、今これをやってみただって、波は入りますよ、何ぼか来て完全にはな

らない。しかも黄色く出してあるところはこれはちょっとほかに出してあるところ、

これは波が入ってくるといって15メーター出した。しかし、こうだって、ここをと

めてしまわなければ完全なものにならないし、同時に、津波がこれから入っちゃっ

ているんだ。だから、わかっている人は地元の人わかっているかもしれないけれど

も、小島政雄さんだって、高いところに家あったからよかったんだ。あれから丘の

方へ行って、小松さんはつぶれちまったんだと。これは実際なんだから。

議 長 床潭漁港の話でないでしょう、今。１番目の質問でしょう。

２ 番 いや、小島の方はしゃべったから、それね。

議 長 小島、終わったの。

２ 番 終わったと思います。終わりました。小島の方はそういう実態だからということ

を終わりました。

だから、床潭の今漁港の問題だけについては 小島は終わりましたよ。という

のは、小島は先ほど申し上げたように、そのやってある四つの離岸堤は何にも効果

はないよと。だから、今の言う小島の島があれ俗に言うあれサンカク島とかという

浜とかというんだけれども、それの角が取られているから、とにかくこの人方に今

船を揚げるとか、揚がらないのが現況でございます。行ってみればわかるんですよ。

だから、小島の方はそういうふうにして、あの金をかけたって何にもならないとい

うことは、先ほど申し上げたように、金かけているけれども、実際そのように何も

やっぱり効用がないんだという意味のことを、あの大黒の離岸堤は、小島の前にあ

るのは大黒があるために何もそんなにあそこへ波が来るときはそんなに来ないわけ

でございます。１日、２日になれば直るわけでございますけれども、問題はやはり

裏の方から来る波は、決壊もひどくなってしまっているし、ひどいんだから、そこ

をやはり今度見に行って、何か10メーターか今12メートルずつ出していくという話

は聞いておりますけれども、それは予算の関係だから一遍とは言わないけれども、

10メーター、20メーターならだめですよ。少なくともやっぱり50メーターぐらい出

さなきゃならないんじゃないかなと。置いておくだけいいんだという。それで、ど

っちみち床潭の海岸であれ離岸堤やってあるから、あのブロックというんですか、

あれがあまっていくだろうと思うんです。あれ漁港には使っていかないんだから、

離岸堤置いてある、あれを持っていって、そこらにでも置けば大体ある程度はとま
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るのではないかと思います。改めてブロックつくらなくてもいいし、あれ床潭あた

りに置いてあるやつはあれ今漁港を延ばしていけば、あれ要らなくなるので、そう

いった全体的な予算のことを考えていくならば、あれは少なくとも土現だから、離

岸堤を土現でやったから、それはそれで同じ予算だからいいのではないかと思いま

すけれども、ただし、この小島の分はそれで終わりまして、今後今やっぱり検討し

てもらって、今そこの小島の方はそれだけを今考えて、離岸堤は何も関係ないので

あって、とにかく端の方にある浜をとられているから、今漁港のブロックを積んで

いけばいいんでないですか、あれは。その離岸堤まで80メーターあると言ったけれ

ども、そんな80メーター要らないけれども、やっぱり50メーターぐらい必要じゃな

いかと、そういう話ししておりましたので、それを考えながら、予算の関係もござ

いますので、一遍にというわけにいきませんけれども……。

（「議事進行」の声あり）

議 長 13番、鹿野議員。

１３ 番 今の論議を聞いておりますと、議長から注意を受けたにもかかわらず、小島の問

題を出したり、また床潭漁港を出したり、また逆に小島に返ったりして、進行性が

ないんですよ。質問の内容はあえてご指摘はいたしませんけれども、あえて言わせ

ていただければ、この第一種漁港の関係についても、何十回となく同じ論法でこの

議会で論議しているはずです。その都度、理事者が答弁をいたしまして、現状、今

後の見通しについても説明をして、それで納得しているというふうに私は感じ取っ

ております。それがまた、今みたいような論議で展開されるということは、非常に

議事進行につきまして支障があると思いますので、議長の判断のもとに、それ論議

の順序または区切りをつけて、明確な指導をお願いいたします。

議 長 休憩します。 休憩時刻１１時４５分

議 長 再開いたします。 再開時刻１１時４５分

２ 番 大変申しわけありません。

一つは、小島の問題については現況はそういうことでございますので、いずれに

しても、この大黒島の小島の図面あります。これの裏の角をとめなければ、幾らや

ってもこの浜は使えなくなる状態でございまして、離岸堤の方がもうやってあるか

ら、そっちの方は邪魔にならないわけでございますから、次に床潭でございます。
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床潭については、実際問題は今言うように、土現あたりもいや、地元の人とそれか

ら土現の関係の方々、所長を初め関係の方々でありますね。それらにやっているん

だと言っているから、それは形の中では出てきておりますよ。しかしながら、その

やっていることが一体どうなんだと。この間も岩井さんというちょうどあの下の方

が来て、それは困るんだと。これやったらあれとめてもらわなかったら、船揚げ場

というのは 140メーターもあるし、今度は 100メーターだというんです。そうする

と、あとの50メーターはどうするんだと。そうすると、浸食されるからまた金かか

るわけでございます。だから、ほかをきちっととめれば、どんどんあれほかの方は

浸食されていくから、町長が行って、今度初めて見てくればわかりますよ。あれ前

にやったのは関原の家がなくなるということで、地主の中川さんが海の中にいった

やつ道にしてくださいと言って、手続きしてあそこだけ急遽やったわけでございま

す。そのようにしてやらなければ、 150メーター船揚げ場だっていうのは 100メー

ターにするんだというようなことをやり出していると、50メーターまたほかのああ

いうふうに（聞き取り不可）払わなきゃならないんですよ、これ。だから、それや

これらも勝手なことばかり言っているから、組合といわゆる土現が行けばそれでい

いんだと、そんなことばかりおおように言っていれば、わかって言っているのかと

いうことになりますよ。今まで組合と土現がやっておって、結果がみんなこうでし

ょう。

岩井さんがこの間息子が来て話しておりました。ここを真っすぐ出してくれれば、

幾らも金がかからないでこれで砂も全部来ないんだということで、何も今ここで延

ばしていったって、またそれを直らないよということを言っておりますので、津波

の来ないような災害ということもありますようですから、この辺も検討しながら、

いずれにしても大変少ない金でありますけれども、手際よくいってみて、その対応

をしていくようにしていただきたいと思います。

それから、浴槽の関係でございますが、何か外来船の人も大変でございまして、

それから地元にふろのない人もおるようでございます。何も避難所ではあるけれど

も、それぞれいろいろの考え方の人があるだろうけれども、私は質問したことがあ

ります。というのは、津波の場合には厚岸町は心配ない、湾だから心配ないよとい

うことは、アメリカが来るときは苫多いってぶつかってくる。沖合から来るときは、

床潭と入ってくるから、あと来て、湾月町や真龍の方へ行く津波なんていうのは、
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今までないよと。そして、私が見て初めて津波というのがわかったけれども、波で

来るんだと思ったら、そうでないんですよね。真っすぐ押して、平らなところから

押して、惰性で来るものだから、それで初めて私も津波というものを見たんですよ。

そういうことで、組合と土現とやっていれば何でもいいんだと。それは幾らでも金

かけてちゃんときちっとやってくれれば安心して、いわゆる漁港のところのいる人

は安心しては仕事にならないんですよ。これしっかり考えていただきたいと思うん

だ。組合と土現が来てやっているんだから、それでいいんだと。そんなことになら

ないですよ、やっていることは全然違うんですよ、それ。そのことをまず一つ津波

の来ないためには丘から出していって、沖から船入れるようにしてくれといって、

岩井の息子さんもそう言っておりました。なるほど、行ってみて、現地見てなるほ

どなということわかりますので、そのように検討していただきたいと思うわけでご

ざいます。

それから、最後には、桜祭りとカキ祭りのことですが、何とか橋をちょっと、真

龍まで行けばいいんだそうです。橋渡れば真龍の裏通って行けるんだからというこ

とでございますので、これは何か対応ができないものかということで、ご指摘も受

けましたので、余り長くもやっていられないので、そのことについてひとつお尋ね

していただきたいと思います。

議 長 町長。

町 長 第１点目の小島の海岸の浸食について、再質問ございました。この箇所につきま

しては、平成14年度の道単独の建設海岸局部改良事業により、突堤20メーター、事

業費として 2,000万円要求をいたしているところでございます。

さらにはまた、床潭漁港の関連でございます。申すもなく漁港の整備のみならず、

公共事業の実施に当たりましては、関係する地元住民と十分に要望等をお聞きし、

理解を求めて実施しておるのが今日であります。民主主義の時代であります。そう

いう点におきましては、先ほど個々のご意見があるようでありますが、床潭漁港に

ついては、期成会が設置をされております。そのための設置であると私は理解をい

たしておるわけでございまして、しかもまた41年間にわたって整備をし、今日のす

ばらしい第一種床潭漁港が見えておるわけであります。そういう意味においても、

どうか不便とかいろいろなご意見が期成会からも聞いておりません。そういう面に

ついても、やはり個々のご意見も取りまとめていただいて、やはり地域のためにい
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ろいろとやるのがこれからの我々の責任でもあると考えておりますので、よろしく

お願いを申し上げたいと存じます。

特に塚田議員におかれましては、平成12年２定、４定、そしてまた今回の第一種

床潭漁港に関連するの質問でございます。床潭地区の発展と地域住民が安心して暮

らせる地域づくりのために塚田議員の強大に燃えたご活躍については私からも心か

ら敬意を表したいと思います。

それから、ふろの問題であります。

ちょっと塚田議員が誤解しているんじゃないかと思いますが、実は漁組のおふろ

につきましては、シャワーではありません。昨年の夏にこの議会において質問があ

り、改築をいたし、普通のふろになっていますことをご理解を賜りたいと思います。

さらにはまた、桜祭りの件であります。

先ほど答弁をいたしたとおりであります。そのことがないように関係機関と協議

をし、連携を図りながら、事を処してまいりたいと考えております。

さらにまた、塚田議員からもお話がございました道路網の変更の問題であります。

今、厚岸霧多布線の道道の路線変更の問題があります。今奔渡町を通っているわ

けでありますが、その中で松葉町の変更のお話も出ておるわけでございまして、こ

れも漁港と同じく地域住民の要望として十分にお聞きをし、路線の変更についても

私なりに努力をさせていただきたい、かように考えておるわけであります。

以上でございます。

議 長 ２番、塚田議員。

２ 番 先ほど話しをして、町長の説明も聞きました。要は、これ経過については私は申

し上げないけれども、実際問題は町長は期成会があるという話もしておりましたが、

期成会どこにあるんですか、それ。ということは、私は聞いていない。もとは長崎

五治郎さんが期成会長だったんだ。しかし、予算が漁港についてくるけれども、お

かせない、通させないといって、五、六年なげられたんです。あの漁港の実態とい

うのは。そういう関係の中で、少なくともそれからもう漁港の期成会がどこにある

んだか、いや後で町長に聞けばわかるんだけれども、期成会はそんなようなことを

どこさいったものだかなくなってしまった。それからは私は知らないですよ。私も

床潭の住民の一人ではあるけれども、当時は長崎五治郎さんが期成会の会長さんだ

ったんだ。しかし、そのことについてはその当時の期成会のその関係の人方、五、
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六人して予算がつくけれども、おかせない、通させないというものだから、それで

もって投げられたという経過もあるわけでございます。そういったようなことで、

これからもいずれにしても、この漁港は津波の対応もしなければならないのでござ

いまして、そこで岩井さんの言うのは、これは大変なんだと。しかもそれを漁港の

線まで出しますと、いわゆる津波も来ないし、安心して使えるんだよと。今の地元

の人と漁組がやっているんだと。この今の図面から見ると、何ぼやったって、この

津波が来たらこれ入っちゃうよ。そんなことを理論的に言えばそういうことになる

けれども、それ以上は申し上げませんけれども、いずれにしても期成会はなくなっ

ているだけで、私は聞いていないけれども、なくなって、今あれですが、町長そう

すればと、期成会ができているということは、どなたがやっているんですか。これ

だけひとつお聞きしたなら質問やめます。

議 長 町長。

町 長 ただいま床潭漁港の協議機関の組織を示せというようなお話でございました。床

潭漁港海岸保全促進期成会は、昭和59年４月15日、床潭漁港と床潭地区の海岸保全

の早期完成を目指して、もって相互の精神を発揮し、地区産業の発展と生活環境の

整備を図ることを目的に発足されております。役員の構成は会長、副会長、理事、

監事、書記、会計となっており、さらに代議員として各実行組合長のほか３名の方

々が選出をされております。現在、会長には久保田清三さんが就任し、期成会の運

営をされているところでございます。

２ 番 わかりました。

議 長 以上で２番、塚田議員の一般質問を終わります。

昼食のため休憩いたします。 休憩時刻１１時５８分

議 長 本会議を再開します。 再開時刻１３時００分

午前に引き続き一般質問を続行いたします。

10番、室﨑議員の一般質問を行います。

10番、室﨑議員。

１０ 番 さきに通告いたしました一般質問通告書に従いましてご質問申し上げます。

まず１点は、いわゆるサンカクツブの被害についてであります。

俗にといいますか、このあたりで漁師の人たちがサンカクツブと言っております
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肉食系の巻き貝がございます。調べてみましたら、これが和名でオオヨウラク貝、

エゾチジミボラ、それからエゾタマ貝というようなものなんだそうですが、これは

二枚貝、カキですとかアサリですとか、ホッキもという方がいらっしゃるんですが、

それは私は確認しておりませんが、それに穴をあけて中身を食べてしまうと。非常

によろしくないものでございまして、これがどうも大繁殖している。そのためにカ

キそれから場所によってアサリ、これに大きな被害が出ているということが言われ

ております。それで、この状況、それからいつごろからどのような被害が出始め、

どの地域に多く生息し、それがどのような形で広がってきたのか、そのようなこと

について調査なさっていると思いますので、その状況についてご説明をいただきた

いんです。

と同時に、非常に今軌道に乗ってどんどんと進んでおりますカキやアサリの養殖

にこのようなものが支障を来していくということは非常によろしくない状況でござ

いますので、これらについての対策をどのように進められているのか、また進めら

れるのか、その点についてご説明をいただきたい、これが１点目でございます。

２点目は、環境基本条例についてであります。

厚岸町もこの環境基本条例の制定に向けて、現在着々と作業が進んでいるという

ふうにお聞きしておりますので、現在の進捗状況並びにどのような条例をこしらえ

ようとしているのか、その骨子につきましてそれをご説明いただきたいということ

でございます。

あわせまして、厚岸町は北海道で最初にＩＳＯ 14001の認定を受けました地方公

共団体であります。このシステムを動かして今日に至っておりますが、どのような

効果を上げてきたのか、そして、今後の課題として何が明確になってきているのか、

この点もあわせてお示しをいただきたい。当然こういうものがすべて環境基本条例

に反映されていくと、そのように思いますので、この２番目の質問でくくっており

ます。

次に、３点目でございます。町民の健康づくりについてということでございます。

これはさきの議会でも私は触れておりますが、今回そのときの答弁のとおり「健

やか親子・健康日本21、厚岸版計画」というものの骨子が示されました。そこで、

改めてお聞きするわけでございますけれども、今回計画策定に伴いまして町民の意

識調査が非常に大きくかつ綿密に行われております。このような調査を行いまして、
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問題点が抽出され、その問題を反映してこのような計画がつくられていくのが基本

的な手順であると、そのように考えておりますが、その点についてはどのようにお

考えでしょうか。

また、この意識調査は毎年行われることによりまして、いわばこの「健康日本21、

厚岸版」という施策がどのように効果を上げていくかということが明確になってく

ると、そのように思われます。これはこの骨子の中でもうたわれておるんでござい

ますけれども、健康づくり基本計画というものは、スパイラル何とかいうような形

で回転させながらやっていくと。すなわち、計画をつくり、実施し、評価し、その

評価に基づいて計画がまた修正され、実施され、評価されということを繰り返して

いくと、そういうサイクルを機能させていかなければならないんだということは明

確にうたわれておりますが、となりますと、この意識調査というのは毎年行われる

必要があると、そのように思われますが、その点今後どのように考えていらっしゃ

るか。

それから、３番目といたしまして、町民の健康づくりというような大きな話にな

りますと、これに関係しない課というのは存在しないと、そのように思われますが、

この基本計画の具体的な実施の骨子といいますか展開というところを見ると、どう

もそのように見えないような気もするところがあるんです。それで、本当のところ、

すべての課、部局を含んだ基本計画となっているのかどうか、その点についてお聞

かせをいただきたい。

それから、最後に、これは前回も私申し上げたんですが、実は１課１係単独でで

きるようなものではございません。それぞれの部分についてそれぞれの課が行うに

しても、それだけで済むものではありません。それぞれの課なり部局、部門が連携

し合って初めてこういう政策というものは効果を上げていくことができると思われ

ます。その連携の部分については、この骨子ではまだうたわれていないような気が

するんですが、その点はどのように進められていくのか、またどのように考えられ

ているのか、この点についてもお聞かせをいただきたい。

以上が１回目の質問でございます。

議 長 町長。

町 長 10番、室﨑議員のご質問にお答えをいたします。

第１点目のサンカクツブによりカキ養殖に被害が出ているが、その状況について
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でありますが、五、六年ほど前から厚岸湖内北部のカキ養殖施設において、オオヨ

ウラク、先ほどお話ししました通称サンカクツブによって、カキ殻の貝柱付近に穴

をあけ、身を食べるという被害が出ており、現在その被害の範囲は厚岸湖内全域に

及んでいると聞いておりますが、具体的な被害の数量や額についての調査は行われ

ていない状況であります。しかし、漁組のカキ・アサリ班では、捕獲されたサンカ

クツブをキロ当たり 200円で買い取り、産業廃棄物として処分をしているところで

ございます。

次に、今後の対策についてでありますが、厚岸湖内にサンカクツブが増大した原

因については、今のところ定まった見解はありません。漁業者は養殖施設で浮き玉

を使って調整するなど、工夫をしていますが、これといった決め手はなく、また効

果的な捕獲方法についてもいろいろ模索されている状況であります。カキ・アサリ

班では、来年から買い取り価格を 300円に引き上げて、漁業者が少しでもサンカク

ツブ捕獲作業への意欲を高めてもらいたいと考えており、町といたしましても、漁

組と協議をしながらサンカクツブ買い取り後の処分経費への支援や被害の実態把握

など、その対策に努めてまいりたいと考えております。

第２点目の環境基本条例についてのお尋ねでございますが、まず、現在の進捗状

況についてであります。

環境基本条例の制定に向けましては、担当課レベルでの検討のほか、本年５月に、

庁内関係課相互の連携と施策の調整を図る組織として、厚岸町環境政策調整会議を

設置いたしました。この会議は、助役を会長とし、役場内の14課の関係課長で構成

をしております。この組織において、これまで２回の会議を開催いたしまして、厚

岸の環境現状について取りまとめ、ここで取りまとめられた現状を踏まえ、今後の

環境政策の方向をさぐり、条例の骨格立てを行っているところであります。近く第

３回目の会議を開催し、環境基本条例創案を提示することとしております。

次に、この条例の目的でございます。

町の環境施策につきましては、これまで河川、湖沼、海域の水質保全などの公害

対策、厚岸湖、別寒辺牛湿原などの自然環境の保全、ごみの分別収集、廃棄などの

廃棄物の適正処理、及び植林等による森林の整備保全の四つを大きな柱として、各

分野ごとに施策を行ってまいりました。これら個々に行ってきた環境政策をトータ

ルな政策として展開し、自然と調和した快適な環境のまちづくりを進めるため、環
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境政策を体系化し、幅広く環境保全に関しての理念や施策の方向性を定めることと

して、環境基本条例を策定することとしたものであります。

次に、環境基本条例の概要についてでございますが、地域の環境保全、さらには

また地球規模の環境保全の取り組みに当たっては、地域独自の規制、町民などに参

加協働を促す効果的な普及啓発、推進体制の充実により、行政が今後ともさらに環

境の保全と創造に関する施策を進めなければなりません。環境に優しい厚岸の実現

に向け、すべてのものの参加と協働のもと、資源の循環と人と自然との共生を進め、

環境への負荷の少ない持続的な発展のできる地域社会を実現すべく、環境保全に関

する基本理念、町、事業者、町民等の責務、環境施策の基本的な事項を条例で明確

にしてまいりたいと考えております。

次に、環境マネジメントシステムについてのお尋ねてございますが、このシステ

ムの取り組みについては、平成11年10月から開始し、現在に至るまで２年を経過し

たところであります。

初めに、このシステムの効果についてでありますが、平成12年度においては42項

目の環境目標を挙げ、その達成に向け運用を行ってまいりました。このうち、運用

の結果として、数字であらわせるものとして電気使用料や各種燃料使用料などの削

減活動につきましては、この運用を開始する前の平成10年度期月と比較して、約

500 万円の経費節減となって、全体的には環境への負荷の低減が図られているもの

と考えております。環境マネジメントシステムとは、それぞれの組織がマニュアル

で定めたことをいかに忠実に実行したかを評価するもので、システム的にはこれが

達成できればよいとされております。しかし、自治体が取得する意義、効果につい

ては、室﨑議員ご案内のとおり、職員の意識改革や地域住民の環境配慮の取り組み

への波及という、企業などとは違う側面もあります。したがって、当町が取り組む

目的として、環境負荷低減のみではなく、職員を育成していくことと住民の普及な

どという自治体としての責務があるわけでございます。そのような観点から見ます

と、定量的にあらわせない効果として、これを具体的に評価することは難しい面も

ありますが、一つには、このシステム運用前における環境配慮の取り組みは、一部

の職員によるものにとどまっていましたが、運用を始めてからは大半の職員が環境

に配慮する共通の認識を持ち、環境に関心を持ちながら日常の業務などを遂行して

いるものと考えております。
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二つ目には、日常の業務に取り組む上で、このシステムの運用を通じて職場内で

の職員の連携が運用前に比べ、徐々にではありますが深まりを持ってきていると認

識しております。しかしながら、その反面、課題も浮き彫りになっておるのも事実

であります。環境配慮を率先して行うべき立場にある職員が、職場内だけでの取り

組みにとどまるなど、このシステムに基づく日々の活動が定型化してきているため、

いわゆるなれなどからくる問題意識の形骸化であります。一たん職場を離れると実

行されていないなど、職員の取り組みの姿勢の問題が幾つか指摘されていることか

ら、私といたしましては、今後このシステムの基本であります継続的改善の趣旨に

のっとり、職員の意識改革のための手法の研究と、実効性の確保に努めてまいりた

いと考えております。

次に、第３点目の町民の健康づくりについてお答えをいたします。

まず、今回計画策定に伴う意識調査が行われているが、ここから抽出された問題

を反映してこの基本計画が策定されるべきと考えるが、いかがとのご質問でありま

すが、健康づくり厚岸計画の策定に当たっては、意識調査をゼロ歳から５歳までの

子を持つ世帯と、19歳から64歳までの方を対象に抽出により実施し、管内、全道、

全国と比較して、どのような状況にあるか分析作業を行っているところであります。

従来の保健福祉の経験を生かした計画の骨子づくりと並行して進めておる科学的デ

ータに基づいて、厚岸町の課題を整理して、計画策定に反映すべき取り組みを行っ

ておりますので、ご理解を願いたいと存じます。

次に、この意識調査は毎年行うべきと考える、そのことにより、健康づくりの基

本サイクル、計画実施評価のサイクルが機能するのではないかと。また、今後の計

画についてのご質問でありますが、今回の健康づくり計画は平成14年度から平成21

年度までの８年間と考えていますが、大きくは中間地点で見直し評価をしてまいり

ますが、これから定めようとする健康づくりサイクルによる計画実施評価に基づき、

毎年その実績評価は行ってまいりたいと考えます。

なお、ご質問の意識調査の毎年の実施のご提言でありますが、現在のところ、基

本的には中間地点での意識調査で考えているところであります。

次に、町民の健康づくりに関係しない課はないと思われるが、すべての課、部局

を含んだ基本計画となっているのかというお尋ねでございますが、今回の健康づく

りの計画をまとめるに当たり、町長部局４課、教育委員会、病院による庁内組織、
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21世紀厚岸町健康づくり検討会議を設置して、骨子の検討を行ってまいりましたが、

健康づくりはすべてのそれらに関係する施策であり、各課部局で進めている施策と

の整合性をとりながら、健康づくりを地域づくりとして進めていきたいと考えてお

ります。

最後に、各課、各部局はこの施策展開に当たりどのように連携するのかとの尋ね

でございますが、施策の展開に当たっては、厚岸町保健医療福祉総合サービス調整

推進システムとしての調整推進会議を再編して、関係分野ごとに属している各課、

部局の横との連携を特に進めていきたいと考えております。

以上でございます。

議 長 10番、室﨑議員。

１０ 番 まず１点目から進めてまいります。

サンカクツブの被害の話なんですが、失礼ですが、大変答弁に内容がない。要す

るに調査も何もしていない。答えようがない。したがって、サンカクツブというの

は和名でこういうものだと。それは調べていないけれども、湖内全域にいっている

ようだと。それで、漁組ではキロ 200円でもってこれを買い上げして、少しでも足

しにして、今度は 300円にしようと思う。どうしてふえたかはわからない。どうや

って捕獲していいのかもわからない。わからない、わからない、それで終わりです

ね、答弁が。町として厚岸町の基幹産業に暗雲を投げかけるこのような事態に対す

る取り組みとしては、甚だ不満足と言わねばなりません。水産課、現場見てますか。

行ってきましたか、去年でも今年でも。漁組は生産団体ですよ、これは当然やって

いるでしょう。でも、漁組がやればいいという問題ではないでしょう、これは。厚

岸町がカキ養殖センターですか、そういうものをこしらえて、そしてまずカキから

ということで、もちろんカキだけではない、この後いろいろな水産物についても発

展のための基礎を町として支援していくという施策をとっていますよね。これ大変

な施策です。その第一歩がカキで行われてきた。そして、成果が上がってきている。

それだけじゃない、いろいろな支援もあるからでしょう。今の報道では、厚岸のカ

キというのは大ブランドになってきました。厚岸のカキというのは全国放送でどん

どん出てきます。いや、厚岸の水産物の大半がカキだっていうわけでは決してない

んですよ。額でいったらまだまだ大きな額は幾らでもあるでしょう。ただ、イメー

ジとしては厚岸のカキという、「厚岸の」というのがつかないと一流でないかのご
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ときまでのブランド品としての名声を得つつある。これは厚岸町の水産業にとって

は大きなイメージですよね。そういうふうにほかの業種も全部なってくれれば、こ

れは大変ありがたいことです。そのようなときに、そのカキの養殖やあるいは非常

に大きな漁家の収入源になっておりますところのアサリの養殖にこういう被害が出

てきているんですよ。５年前というお話ですが、５年前ころから非常に目立ってき

たようですね。ただ、人によりましては、もう10年も前からそういう被害はぽつぽ

つはあったんだという方もいらっしゃいます。特に神岩の方の藻場の近く、あちら

の方がひどかったようです。それで、一時はあっちでつるすと、玉がすっかり浮い

てしまう。全部カキの中が殻になって軽くなって、玉が浮き上がってしまうという

ような状況が出まして、あちらではちょっと危ないから入れられないということで、

場所を変えるというような事態も数年前から起きたようです。ただ、現在、養殖が

どんどん盛んになってきていますから、そして湖内は我々の目から見れば非常に広

いところですけれども、やはりそういう養殖をやっているということになりますと、

そう広いところではありませんので、あそこだけやらないで置くということにもで

きないようで、現在はそちらにも入っているそうです。

それで、私はちょっとこの前行ってきたんですよ。これサンプルです。寒かった

ですよ。もう湖内半分ぐらいまで氷張っています。そういう中でもってちょっと氷

を割り割り、中まで入ってみたんですが、これ後から見ていただけばわかるんです

が、丸い穴があいています。ちょうど貝柱のわきですね。このオオウヨウラク貝と

いうのは現在アメリカでも非常に被害を出しているんだそうです。これは松島から

輸出された種カキと一緒になって入ったそうです。それで、向こうではジャパニー

ズオイスタードリル、日本から渡ってきたカキに穴をあける貝というふうに呼ばれ

ているそうです。どういうシステムであけるかというと、ちょっと本当のつけ焼き

刃なんですが、酸のようなものを出して、貝をやわくして、そして自分の持ってい

るドリルのようなものでもって穴をあけて、中身を吸い出すという、そういうシス

テムのようです。ですから、貝にはきれいな丸い穴があきます。直系１ミリぐらい

ですかね。日にかざすとよくわかるんです。これが現在被害の出るところはもう人

によっては全滅に近い状態にまでなる漁家もあるようです。それから、これはいわ

ゆる今までの盤で行うのだけではなくて、今始めているシングルシードでも被害が

出ているそうです。このシングルシードの場合には網状の袋といいますか、かごに
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入れますね。そのかごにびっしりつくそうです。そして、揺られてやっぱり貝はそ

の外側の方にくっつきますから、そうすると、その網の目を通して穴をあけて食べ

てしまうんだそうです。それで、ほとんど去年、私のところは全滅に近い状態にな

って、今年は非常にその場所や方法を変えて何とかその被害を逃げたという方も私

は現に話を聞いてまいりました。

こういうような情報が何で水産課の方にはきちんと入らないのかということなん

ですね。あるいは、入っているけれども、握りつぶしていたのか。今の少なくとも

答弁では、何ら現状をきちんと自分のものとしてつかんでいるとは思えないんです

よ。もう少し現場も知っていて、状況も知っていれば、きちんとした答弁ができる

はずですよね。それにしても、町長に対してそういうことの資料を提供をできるは

ずですよ。大変そういう意味で不満足ですね。

どの地域にどの程度いるかというような調査も何にもされていないし、今の答弁

の中では、この後どういうふうに調査をするというような計画あるいは見通しも示

されていない。そういう予定はないんですか。

それから、これは何か言葉じりをとらえるようで、申しわけないんだけれども、

こういう養殖をやっている漁師の人たちは、決してこういう俗に言うサンカクツブ

が金になるから持ってくるわけではなくて、そういうものをもう一遍海に捨ててし

まうと、それがどんどんふえますから、ですから少なくとも自分の何と言うんです

か、装置というんですか、施設についたものを船に揚げたときには、それをまた海

に戻すようなことは絶対しないで、全部その場でもって落として、陸へ上げるよう

にこれは皆今やっている。これは当然のことだというふうに言っていました。

それから、今後のこれも生態なんかについてのこういうものというのは、余り調

べられてないんじゃないかと思うので、いろいろなものを調べてもはっきり出てこ

ないんですが、この地域のこの厚岸の湖内を知り尽くしているような漁師の方たち

は、サンカクツブは冬になるとみんな砂の中にもぐってしまうのか見えなくなるん

だというふうにおっしゃっていました。それで、１カ月か２カ月前まで港町の埋立

地のあの教会の裏の方ですね、あそこの船揚げにする何というんですか、滑りとい

うんですか、木を斜めにこうずっと海岸のところに置いていますが、ああいうもの

にも随分ついていたという話を聞きまして、私今回ちょっと防寒具つけて、そうい

うところへ入って、砂の中まで手を突っ込んで、これ全部見てみたんですけれども、
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全然いませんでしたね。やっぱり冬になるとどうもどこかへ越冬に入ってしまうよ

うです。それで、今回見たもうざく氷以上の氷のある中を何とか船で入りながら、

浮き玉のところを引っかけて上げて見たんですが、小指の先のようなこういう小さ

いのがたくさんついていました。これは今ここにもあるんですけれども、ちょうど

フジツボがかちっとつくようなつき方しないんですね。乗っかっているだけなんで

すよ。だから、ちょっと衝撃を与えるとぽろんと取れてしまうんですね。それで、

一緒に行った方が１年そのまま持っていて見本にしてくれと言ったんですけれども、

そうもいきませんので、二、三、ちょっと穴のあいたのを持ってきたわけなんです

けれども、これは割と大きなオオヨウラクですが、非常に小さなものがたくさんつ

いている。おっかないですね。

それと、今回はそういうわけで私、余り見れなかったんですけれども、皆さんに

話を聞きますと、ウミホウズキですね、巻き貝の卵ですか、これが非常にそういう

ロープだとかそれからこのいわゆるカキそのものにだとかについているというんで

すね。二枚貝、カキ・アサリのように卵から一たんプランクトンになって泳ぎ出す

ということを、どうやら巻き貝はしないようです。小さな巻き貝の状態でウミホウ

ズキの中から生まれてくるようです。ですから、それが湖内全域になったというこ

とは、非常に恐るべき勢いでふえているとしか言いようがないわけです。

その原因なんですが、これは私が言うのでなくて、漁家の人たちが言うんですが、

やはり結果において、養殖がどんどん進むことによって彼らのえさが豊富になった

んじゃないかというんですね。やっぱり装置からは、脱落して落ちるカキの小さい

のもたくさんありますから、そうすると、その下でもって口をあけているサンカク

ツブにとっては棚ぼた式にえさがふえていくというようなことで、ふえたのではな

かろうかということなんです。それで、これは何もサンカクツブふやしたくてだれ

も養殖なんかしておりません。ただ、養殖とかこういうものは必ずやっぱり自然状

態とは違うことをやっているわけですから、自然に対しては何らかの負荷をかけて

いますよね。そうすると、必ず副作用としていろいろなものが出てくると思うんで

す。それだけに、早目早目にそういう状況を的確に判断して、そしてその基礎デー

タを示すなり方向を示すなりということを、これはやはり生産者の問題ではなくて、

それを支援する町の施策の問題だと思うんですよ。そういう意味で、今回これにつ

いて何ら手が打たれていないかのごとき答弁が出てくるということは、私にとって
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は大変不満であります。町長も、この点については同様の見解をお持ちだろうと思

うので、この点についての今後どのように進めるかを含めまして、この問題の認識

を新たにしていただきたい。

次に、２点目です。

環境基本条例についてでありますが、私のちょっと聞き方が悪くて申しわけなか

ったんですが、同じところでくくってＩＳＯの 14001を挙げたのは、これは全く別

個のものと考えていなかったためでありまして、こういうようなところで出てきた

問題点はすべて環境基本条例の中に反映されていくというふうに、頭から考えてい

たものですから、そこのところの一文が抜けてしまいまして、大変申しわけないん

ですが、質問の趣旨といいますか、意識としてはそういう意味なので、この点は謝

りながらよろしくお願いしたいんです。

それでお聞きするんですが、環境基本条例をどういうふうにつくっていくかとい

うまず技術的な話といいますか、形式的な話から入りますが、各地の道内幾つかの

市のちょっと私がぱらぱらっと見たので、北見、函館、釧路、札幌などというよう

な市の環境基本条例も見てみました。大体似たかよったかの形をとっていますね。

前文でまず我が町は、この場合市ですが、こんなにいいところなんだと。ただ、こ

のごろいろいろな状況でもってその環境についてもいろいろな変化が出ているので、

ここできちんとした施策をしなければならないと。そして、最終的には地球環境の

保全にも寄与しなければならないというような式の前文がありまして、その次に保

全に対する基本施策、それから地球環境保全のための推進のための施策、これは大

体１条ぐらいの小さなものですが、そしてあとは審議会とか保全協議会とかそうい

うような話があって終わると。こういう書き方です。ですから、環境に関する基本

的なものから、ある程度の施策まで一緒にしているんですね。これに対してちょっ

とおもしろかったのは、屋久島の屋久町というここは屋久島の自然が世界遺産に登

録されるというようなところなものですから、非常に一生懸命やっているようです

が、ここは環境基本条例というのは、非常に理念的な部分を中心に書かれていまし

て、条文も非常に少ないんです。そして、その下に水と緑のふるさと環境条例とい

うのを、いわばその上位の理念の条例の下にある程度具体的なことをやる施策条例

を置きまして、そこでいろいろな規制をするとか、あるいは保全対策はするとかい

う具体的な書き方をしているんですよ。厚岸町としては、どういう形式を考えてい
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らっしゃるのか、その点をまずお聞きします。

それから、目的とかの概要、ある程度につきましては、今お聞きしましたので、

そのような形で進めていただくんだということがわかりました。それで、ＩＳＯの

14001 でいろいろな課題が出てきていることも、こういう基本条例の中には当然参

考になるであろうと。また、厚岸町の場合には非常に確たる環境施策を次から次と

やってきましたですよ。今４本の柱にまとめておっしゃっていましたですね。それ

で、そういうようなものが当然全部盛り込まれていくと思うので、例えばゼロミッ

ション計画というようなものについては、国連大学が提唱する以前から厚岸町では

エコタウン構想とかいうような形でもってどんどん進んでおりましたが、そこのと

ころで出てきたいろいろな問題も盛り込んでいくのであろうと思うんです。そうい

う少なくともこの問題は、きちんと盛り込まなければならないというふうに現在く

み上げられているものがお示しできる範囲で結構ですから、ありましたら、そうい

うものもお示しをいただきたいと。

それから次に、このＩＳＯ 14001の認定を受けて、今後の課題としてどの部分が

明確になってきたか。これは当然こういうふうにうまくいったという評価を含むわ

けですけれども、今お話伺っていて大変心強かったのは、職員の意識それから職場

の連携、そういうものについて効果が上がってきていると。それから、数字であら

わされるものとしては、例えば電気代だとか燃料費の 500万削減になったというよ

うな形で言えるけれども、それより大事なのは、こういう意識であり、その連携を

やっていくというような問題なんだというふうに町長の御答弁がありまして、非常

に何が問題なのかということを明確に理事者がつかんでいらっしゃるという気がい

たしまして、私は大変心強かった。

それで、しり馬に乗るわけではないんですけれども、あえて一、二指摘をさせて

いただきますと、やはりみずからを省みていただきたい。それは隗より始めよとい

う言葉がございますが、このＩＳＯの 14001の認定を道内で最初に受けた厚岸町は、

単にその認定を受けることが目的でもなければ、庁内でこういうその経費の削減す

るだけが目的でもない。結局最終的には同じ意識を職員みんなが共有し、そこから

始まって町民全体が同じ意識を共有することができる、そういうシステムだから取

ったんだ。一言で言えばそういうことだと思うんです。そういう意味で、これはま

ずその模範となるべき町の町長を初めとする職員の皆さんを含めて、その意識につ
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いてはみずからを省みていただきたいんですが、例えば公用車のときには何て言い

ましたっけ、とまったままエンジンを吹かすというようなことは一切しないけれど

も、自家用車の場合はどうなのか。自分が日曜日や休日のときに出ていくときにも、

やはり同じような意識でいれるのかどうか。あるいは、ＩＳＯのあの宣言の中にも

入っておりますが、厚岸町は非常に珍しい町として合成洗剤を駆逐して、石けんを

使っていきましょうといって、町の施設の中ではそれがほぼ 100％実施されており

ますね。それが果たして自分の家庭に入ったときどうなのか。そういうことについ

てもやはりきちんとした意識を持って進めていただきたいんです。これは一例に過

ぎません。すべてにわたってなんです。その意識改革ができなければ、ちょうど自

分がたばこを吹かしながら、自分の子どもに、おいたばこやめろよと言ったって、

うちの息子は父さんの言うことを聞いてくれませんよね。それと同じことなわけで

すよ。隗より始めよとはまさにこのことですね。何か中国の昔の王様が、有名なそ

の哲学者にこの私の国の国民に道徳を守らせるためにどうしたらいいだろうと言っ

たときに、隗というのはその王様だったそうですが、その答える偉い先生は、あな

たから始めなさい。で、隗より始めよという言葉ができたんだそうですが、まさに

こういうものについてはそういうことが言えるのではなかろうかと思われますので、

その点について町長のお考えをお示しいただければ、大変ありがたいわけです。

それから、３点目につきましては、この前この厚岸版の骨子が厚文で示されまし

た。厚生文教常任委員会で示されました。そこでもある程度の議論になりましたこ

とについてまとめるような形で今回一般質問やらせていただいているわけですが、

まず第１に、今回非常にある意味て時間的な制約もあったようで、その通常行われ

る手順とはちょっと変わったのではないかというふうに私は理解していますけれど

も、厚岸版というものがつくられるときに、並行して行われたこの調査が、その厚

岸版計画をつくるに当たってまず利用されたというのではなくて、並行的に行われ

ているという意味で、ちょっと変則だなという気はするんですよ。それだけに、も

ちろんこの計画が的を外れているなんていうふうには思っておりません。それで、

恐らくこの計画のために行われました意識調査の分析結果ともほぼ一致するんでは

ないかと、私は分析結果の方の簡単な分析は、このとき資料として出していただき

ました。見ながら思っておりますが、やはりこういう調査を行って問題点がこうい

うふうに出てきたことが裏打ちされているんだということがなければ、説得力には
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弱いですね。いや、もう私たち担当者はずっとそういう実務を行ってきて、その中

で問題点を見ておるんです。だから、こういう計画の問題点として吹かしてきまし

たということは当然だし、それで大体間違いないというふうには思うんですが、や

はりせっかく生まれた意識調査ですから、これが分析されてきちんと裏打ちに使わ

れているべきだというふうに思われますので、そのあたりの今後の進め方について

具体的にお聞かせをいただきたい。

それから、今この意識調査というようなものは、８年間の計画の中間地点でもう

１回やればいいんだというふうに考えているというふうに御答弁があったんですが、

これは私としてはいただけません。この計画の中で、非常にきちんと書かれている

んですよ。健康づくりの基本サイクル、計画実施評価、英語でニーズ、プラン、ド

ゥー、シー、それから何ですかフィードバック、サイクルと、ここに書いているん

ですね。それで、健康の問題点を探す、問題点の解消計画をつくる。地域に合った

健康づくり方策を実践する。評価する。そして、もう一度もとに戻る、再点検。こ

ういうものを繰り返していかなければならないんですということが非常に明確に書

かれておると。これは私も大変なことだと思って、実に見事だなと思っております。

そうしたときには、この計画をつくるに当たって少なくともその計画の裏打ちとな

るこの調査と同じものが毎年繰り返されることによって、まさにこの答えが変わっ

てくるわけですよ。その変わってき方がこっちの意図したとおりになるか、全く逆

の方向に行くかを見ていくことによって、ああ、ここの部分がまだ弱いんだなとか、

ああ、ここの部分はうまくいったなということがわかるわけでして、評価以後の別

の調査をその都度やっていたのでは、対処ができないわけですよ。それで、これは

非常に意識調査としてもよく網羅されていると思うんです。もちろんまだまだ足り

ないからここ附加するというのは大いに結構ですが、こういう同じものを毎年行っ

ていくということが、非常にこういう計画を実践していくときには大事なことだと

思うんです。ですから、せっかくこれだけのものがあるわけですから、どうか、言

葉は悪いんですが、出し惜しみをなさらないで進めていただきたいんですよ。それ

で、これが行われるということが、今後ほかの事業が何にもできなくなるほどの大

事業ではないと思われますので、ぜひ毎年これを行うというふうにしていただきた

いと、そのように思うんですけれども、いかがでしょう。

それから、町民の健康づくりに関係しない課はないと思われるが、すべての課、
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部局を含んだ計画になっているか。何とか会議というものがつくられます。いわゆ

るこういう大きなことをやるときには、１課１係が全部をつくって、はい皆さんと

言ったら、これはできませんので、いろいろな関連の部局の課長さんやあるいは教

育委員会の方ではどなたが入るのか知らぬけれども、そういうようなところが入っ

て練っていきますよね。そのときに、全部の課長さん、全部の部局の方が入ってい

ないからけしからぬと言っている意味で私は言っているのではないんです。その点

は誤解なきようにお願いします。ただ、でき上がったその計画、あるいは施策展開、

そのときには関係するものは全部入ってこなければならないんじゃないかというこ

となんです。ところが、えてして今までのいろいろな施策というのは、よくも悪く

もこの縦割りになっていますよね。だから、水道課はやはり水道のことに関しては

プロですよ。しか、税務の計算に関しては税務課のプロにはかなわないですよね。

そういうふうにそれぞれが自分の部署でのプロという意識がありますから、それが

悪く出ると縦割りの弊害ということになってしまうわけですよ。ところが、健康づ

くりというようなことになりますと、これが全部絡んできますので、やはり健康づ

くりは福祉課健康づくり係に任しておけばいいんだというようなことにはならない

ですよね。そのために全部の課が参加、施策展開の上で参加するという計画になる

必要があるのでなかろうかと、このように思います。これに対する当然反論がある

と思います。それでは、10カ年総合計画と同じじゃないかと。これは10カ年総合計

画という大きな計画の傘下の中に入る個別計画だと、それがそんなに大きくなった

のではおかしいじゃないかと、こういう声は当然あると思うんです。ただ、私は、

そこでやはり頭を切りかえていく必要があるのではないかと。こういう総合的な町

民の健康づくりというような大きなものをとらえた施策になりますと、実は10カ年

総合計画を健康という視点から光を当てているというような大きなものだというふ

うに考えるべきではないかと、このように考えているんです。

それで、施策展開のときに例えばですよ、これは今これから言うのはそこがどう

こうという意味では絶対ないですから、単なる例え話として聞いてくださいよ。水

道課長、決してびっくりしないでくださいね。

水道課がいい水をつくる。これはまさに人の命、健康にもろに関与しています。

だから、今までもちゃんとやっているわけですよ。今回計画づくりの中に入れると

なれば、当然そんなものは今改めて言わなれなくたってやっているよということに
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なると思いますよね。ただ、私が考えるのは、そういうものもこの計画の中には全

部書き込んでいくべきではないかと思うんですよ。そして、いわばＡ、Ｂ、Ｃの何

ていうんですかジャンルをつくりまして、一つの考えですよ、Ａというのは既にそ

の担当課が行っているというものです。しかし、この計画の町民の健康づくりとい

う点ではなくてはならないものである。しかし、こんな計画ができる以前から既に

行われているもの、これがＡだとしますね。Ｂというのは、既にもうこういう計画

とは関係なくといいますか、とは別個にその施策として検討され、今行われようと

しているもの、これがＢとします。Ｃというのは、こういう形で総合的な計画をつ

くったときに、ああ、ここに問題点があるなということがわかって、これによって

検討し、行っていこうとするものというふうに大体三つに分けて、そしてそれぞれ

全部この健康づくりのためには必要な施策なんだとして、計画書には載せていくべ

きでないのか。そうすると、全部の課の全部の施策が、健康づくりという視点から

いわば再評価されますよね。これはこの後一般質問にも出てくると思うんですが、

ごく簡単にできる政策評価の一環ではないかという気もするんですよ。そういうよ

うな形の健康づくり計画としてつくり上げていくことが非常に大事ではなかろうか。

そのときに、いやいや、これはもうこの課ではやっているんだからということで落

としてしまいますと、それは健康づくりに関係があるのかないのか、大事なものな

のかそうでないのかがわかりませんね。それではせっかくこういうものをつくり上

げていくときに、もったいないという気がいたしますので、その点いかがお考えで

しょうか。

それから、最後になりましたが、施策展開についてどのように連携するのかとい

う話であります。

これは骨子を見せていただいたときに、現段階ではということだとは思うんです

けれども、それぞれの部局が直接町民に対して働きかける施策展開としてこういう

ことをしようと思っているという範囲にとどまっているんです。これも単なる思い

つきですから、びっくりしないで担当の方、聞いてほしいんですが、例えば町立病

院というのがありますね。あそこは物すごい技術集団なんですよ。特殊技能と特殊

知識をたっぷり持っている人たちの集団なんですね。町立病院が直接町民に働きか

けるこの健康づくり施策というのも幾つもあります。そういうものがここにも書か

れていますね。と同時に、例えば福祉課がこんなことをやろとう思うときに、町立
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病院がいろいろと助言をしてくれることで非常にやりやすくなるわけですね。そう

いう形での連携というのがあるわけですよ。それが町立病院は直接町民に働きかけ

ているわけじゃないんだけれども、福祉課との連携によって施策は非常に密になる

し、いいものになる。これは福祉課に限らずほかの課でもいろいろな関係で出てく

ると思う。そういう意味での連携というものをきちんととるんだぞということを、

やはりこの計画の中て盛り込んでいく必要がある。そういう点での問題点の洗い出

しもやるべきだと思う。この点についてはいかがでしょうか。

以上が２回目の質問でございます。

議 長 町長。

町 長 室﨑議員の再質問にお答えをさせていただきたいと思います。

まず、サンカクツブによる被害の問題であります。

ただいまご指摘がございましたとおり、そういう大きな被害が出ているときに、

答弁が不十分だというおしかりをいただきました。しかし、現実、具体的な対策に

ついては漁組においても言い出せない状況であります。サンカクツブの増大する原

因についても明らかにはなっておらないわけであります。しかしながら、私のもと

に資料がございますが、実際サンカクツブもふえております。例えば平成12年度は

818 キログラム上がっております。平成13年には 1,132キログラム、これは漁組の

カキ・アサリ班が買い取った数量であります。お話しございましたとおり、厚岸の

カキは厚岸ブランドであります。極めて全国的にも高い評価を得ておりますわけで

あります。そういう意味におきましては、カキ生産者が挙げて取り組んでいかなけ

ればならない大きな課題でもございます。そういう意味におきましても、今後漁組

と連携を密にしながら、厚岸町といたしましても積極的に取り組んでまいりたいと、

このように考えます。

続きまして、厚岸町の環境基本条例のことでございます。

今後どのように考えるているのかというお話でございます。この問題については、

今後さまざまなステージで議論をいただくことに相なるわけでもございます。しか

し、現時点では、次のようなことを考えております。

何といいましても、厚岸町は水産業と酪農を中心とした町であります。これらの

事業活動によりまして、先ほどサンカクツブとは直接には関係ございませんけれど

も、環境汚染を防止し、厚岸の生活産業生産の基盤となる豊かな自然環境の保全を
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図ることがまず大事だと認識をいたしております。環境と調和した産業の促進を第

一義的に考えております。また、厚岸町は湾と湖とが隣接する全国的にも類のない

好条件にある水辺を中心に開かれた町でありますことから、お話しございましたと

おり、水道水源の保全も含めて、河川上流域から適正に水循環の確保を上げてまい

りたいと考えております。

さらには、第１回目の答弁をいたしておりますけれども、これからの地域の環境

保全、さらには地球規模の環境保全に取り組むに当たっては、地域独自の姿勢、町

民などに参加協働を促す効果的な普及啓発、推進体制の技術により、行政が今後と

もさらに環境の保全と創造に関する施策を進めなければならないと考えております。

中でも特に体験を重視した環境学習の機会の提供、環境教育に関する人材の育成な

どを行うことにより、個々人が環境に対する責任と役割を理解し、そこから生まれ

る意識の展開から、環境に関心を持ち、活動に参加する態度や問題解決能力を養う

ことを通じて、日常生活や事業活動の中で自発的な積極的に環境保全活動を実践し

ていくことが必要と考えます。そういう機運を盛り上げることも条例の趣旨と考え

ております。

またさらに、今後とも厳しい財政運営に伴い、投資力の減退が予想されるため、

重点的かつ着実に事業を推進するには、事業等の実施に当たって、環境保全上の効

果について適切な評価を行うことも必要でなかろうかと、このように考えておるわ

けであります。

続きまして、ＩＳＯ 14001の環境マネジメントマニュアルの件でございます。

申すまでもなく、私は室﨑議員の言うとおりと考えております。しかし、私から

申すまでもなく、既に平成12年厚岸町訓令第51号、その後改正されまして５次改定

が平成12年９月１日に行われております環境方針であります。各課、各室、すべて

に掲示してあります。これをいかに守り、実行するかにかかっております。あえて

私がお読みをいたします。

まず、基本方針であります。職員一人一人が率先して、環境影響に配慮した行動

をするとともに、環境保全活動の目的及び目標を定め、その実現に向けたプログラ

ムを実行し、見直しながら継続的改善と汚染の予防を行い、環境に配慮した行政の

推進に努めます。記されております。その中の⑤、職員一人一人の一層の意識改革

の徹底を図り、事務の効率化とむだを排除し、それで言われましたとおり、町民の
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模範となるよう取り組んでいただきたい。全くそのとおりであります。これを頑張

って実行していただきたい、そのように私も考えております。

続きまして、健康づくりの件であります。

これについては、担当の課長から答弁させたいと思います。

議 長 保健福祉課長。

保健福祉 私の方から答弁させていただきたいと思いますけれども、健康づくり計画をつく
課 長

るに当たりまして、実際的な実態調査というかそこから始まるのが基本だというふ

うに私も思っております。ただ、あみか21ができまして、私ども今年度の中で何と

か健康づくりの厚岸町の計画をたたき上げようというふうに考えております。そう

いう中において、国における健康日本21なり「健やか親子21」の指針が出てまいり

ました。それを取り組まなければ、実態調査として、せっかくつくるわけでござい

ますから、そこも取り込んだ中での実態調査にしたかったということで、この実態

調査がおくれたという経緯がございました。そういう過程の中で、並行的作業に入

ってしまったというふうに考えております。ただ、この実態調査で出てまいります

いろいろな問題点、課題点を洗い出しまして、今持っている各課、各部局で持って

いる既存データもありますので、それらを足しまして、それらの状況等を分析をし

てまいりたい。そして、何とか今年度中にこの計画をまとめ上げたいというのが私

どもの考えであります。ですから、この当然科学的データに基づく裏打ちされたデ

ータに基づいたものでつくり上げるべく、今洗い直し作業をやっている最中でござ

いますので、いずれにいたしましても、何とか年度内中に仕上げたいということで

取り組んでいるのが実態であります。管内的にはそこまで取り組んでいる町はまだ

ないというふうに聞いておりまして、厚岸が一番先を走っているんですけれども、

我々としては、何とか年度内ということで考えております。若干おくれるかもしれ

ませんけれども、そういう気持ちだけは察していただきたいと思っております。

それと、意識調査の関係でございますけれども、言われるとおり、時系列的なデ

ータというのは必要だというふうに非常に私どもも思っております。それがこれか

らのいろいろな健康づくりの基本になってくるだろうというふうに思いますけれど

も、ただ、毎年ちょっと我々としては最低でも大きくは中間時点で見直しをします

けれども、その時系列的な統計のとり方を言われる部分を含めましてご提言として

受けとめさせていただきたい。我々としては、その努力はしていきたいと思います
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けれども、ただ、その期間的に短くしたいと思いますが。１年、１年とれるかどう

かということについて、もう少し健康づくり計画をまずつくって、まずつくり上げ

てからでないと、その結論を今からちょっと言うのが私としては自信がないもので

すから、もうしばらく検討させていただきたいというふうに思います。ただ、時系

列的データをとるということについては、私ども非常に必要というふうに考えてお

りますので、その理解はしております。

それと、健康づくりの計画の観点でございますけれども、いずれにいたしまして

も、今委員会、ほかの町民の方々の入っている委員会、厚文の中のご意見がいただ

きました。ですから、健康づくりという考え方ですけれども、当然生まれてから亡

くなるまで、すべての世代にかかわるということがございますから、そういう部分

での各課、各担当のかかわりは出てくるというふうに思っております。ですから、

それらのものも今事務局の中で整理をしている最中でございまして、その辺のこと

を健康づくりという観点の中から、当然施策展開という全庁的な地域づくりという

ふうに考えておりますので、そういうつくりを今している最中であります。どこま

で質問者の意に添えるかどうかわかりませんけれども、我々の考え方としてはそう

いうふうに努めておりますので、これについてはご理解を願いたいと思います。

それと、連携についてでございますけれども、これは今示した中でまだまだ本当

の骨子的なものでありまして、具体的な中までまだ入っていないのも実態でありま

す。連携についての部分については、やはり基本計画の中できちんと文言で位置づ

けなきゃいけないだろうというふうに今考えておりますので、これも整理した中で

年明けになりますけれども、そういう意味で議論いただく場があるかというふうに

思いますので、ご理解願いたいと思います。

以上です。

議 長 10番、室﨑議員。

１０ 番 時間もたっていますので、簡単にやります。

一番最初のサンカクツブの問題については、大変重要な問題だということの町長

の認識をはっきり示したいただいたということで、これについては言ってよかった

なというふうに思っております。

それで、今後の問題といたしまして、現在まだ実態調査が何も行われていないと

いうことなので、早急にやはり現在湖内全域であろうというのは、これは漁業者か
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らの話を聞いた範囲だけですよね。やはりきちんとした調査、少なくともまず分布

域調査ですね、そういうものが行われるべきだと思うんですよ。それから、確かに

生態だかとそういう点でわからないところがたくさんあって、ヒトデですとスター

モップというものでざあっと履くというと引っかかってくるんですけれども、貝で

すからそういうこともできない、非常にやっかいだと思います。それは全くそのと

おりだと思います。それで、これといった効果抜群の対策があるんならとうにやっ

ていますよね。それがないのもよくわかっています。ただ、やはり町としては実態

調査、情報の収集、それからどのような対策をとったらいいのかということの調査

研究、そういうことについては十分に行っていただきたい、せめて早急に行ってい

ただきたいんです。そういう点についての町長のご見解を示していただきたいと。

それから、環境基本条例についてはわかりましたので、どうぞ進めていただきた

いということを申し上げておきます。

それから、３点目の健康日本21・厚岸版についてですが、私の継続調査について

は提言として受けとめさせていただくという今御答弁がありました。決してくるく

るとまとめてごみ箱に捨てるようなことはしないでください。よろしくお願いしま

す。

それで、町長に特に最後に締めとしてお聞きしたいんですが、この計画はちょっ

と今までのいろいろなものとまた少し変わっている部分がありまして、今までだと

いうとやはりある部門、ある部門にまとめられるものが多いんですよね、施策で行

われる何とか計画というものが。ただ、これは町民の健康づくりそのもの、そして

それはバックグラウンドとして健全な地域をつくらなければ、町民の健康づくりと

いうものはできないという認識をはっきりと示している、その意味では道や国の行

っている健康日本21と言われるものよりも大きいんですよ、発想としてね。それで、

そういうものだけに全部の課が絡んでくるんだという認識をやはり町長の方から明

言していただきたい。これはやはり担当課長が幾ら言ってもなかなか難しい部分が

あるんじゃないかと。

それともう一つ、その連携についても同様であるということについては、やはり

町長の基本認識をこの場でお聞きしておきたいと、そのように思います。

以上が３回目の質問であります。

議 長 町長。
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町 長 第１点目のサンカクツブのことでございますが、先ほどご答弁申し上げたとおり、

町といたしましても、漁組と連携を密にしながら、さらに積極的に取り組んでまい

ります。何といっても基幹産業を守っていかなければなりません。それが行政の役

目と痛感いたす次第でございます。

それから、第２点目の健康づくりのことでございますが、そのとおりでございま

す。私は、健康づくりは地域づくりと考えております。そのためには、全課挙げて

取り組む問題であると当時に、町民挙げて取り組んでいく課題でもある、そのよう

に思っておりますので、全くそのとおりでございます。

議 長 以上で室﨑議員の一般質問を終わります。

次に、16番、音喜多議員の一般質問を行います。

16番、音喜多議員。

１６ 番 第４回定例会に当たり、さきに通告しております質問通告書に従い、３点につい

てお伺いしてまいります。

まず１点目は、行政評価システムについてであります。

さきに答申し、議会にもお示しいただきました厚岸町財政運営基本方針の中に、

この行政評価システムの導入が明記されております。その答申書の内容の中には、

重要な位置づけが示されているやに思います。この行政評価システムがどのような

手法のシステムなのか、そのシナリオはどこまででき上がっているのか、そのプロ

セスをお示しいただきたいというふうに存じます。

次に、矢臼別演習場におけるアメリカ海兵隊の演習問題についてでございます。

アメリカ海兵隊が矢臼別でという話は、５年前の12月でこの寒い時期に降った話

でございます。沖縄の痛みからホットな論争にもなりました。本土５カ所の持ち回

りで矢臼別では連続４年、５年目の今年は約束どおり休まれましたが、この間、情

勢はアフガニスタン問題やアメリカ海兵隊はもとより、日本の軍事関連の法律すら

変わってしまいました。新年度における状況はどのように把握されているのか、お

示しをいただきたいというふうに思います。

演習の時期は別にしても、演習をするということであれば、町長は多くの農家や

町民が不安を抱いている夜間の演習の中止や、そしてなし崩し的に行われつつある

個別の外出についての禁止、その徹底を申し入れるべきだと思いますが、その対応

をお伺いする次第でございます。
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次に３点目、学校の週５日制についてでお伺いしてまいります。

過去にもこの件についてお伺いしておりますが、いよいよもう実施の段階に近づ

いております。既に実施に当たってのシナリオができているものと思いますが、土

日２日間にわたる休みの中で、学校の指導とともに、学校外の保護や特に父兄や自

治体の責任は大きいものが出てくるであろうと思います。学校と施設を含め、休日

中の指導的、具体的施策はどのようにお考えか、お示しいただきたいというふうに

思います。

特に夫婦共稼ぎで兄弟だけで日中るすをしている子供たちも少なくはありません。

その状況をどの程度把握し、家庭との連携をできているものか、その実情をお示し

いただきたいというふうに思います。

教育関係者にしてみれば、この問題を軌道に乗せるまでは手を尽くしていかなけ

ればならない問題だというふうに存じますが、行政的には児童館の活用方法はどの

ようにこの対応をしていこうとお考えなのか、お示しいただきたいというふうに思

います。

教育委員会を拠点に、町が教育関係者を含め完全２日休日体制が軌道に乗るまで

は手を尽くし、後悔の起こらない体制をつくっていかなければならないものと思い

ます。これらのソフト的な施策についてお伺い申し上げます。

１点目の質問を終わらせていただきます。よろしくご答弁のほど、お願い申し上

げます。

議 長 町長。

町 長 16番、音喜多議員のご質問にお答えをいたします。

第１点目の厚岸版行政評価システムの手法、導入時期等のその実情についてのお

尋ねでございますが、本町の行政評価システムについては、平成12年度に担当者を

配置し、検討を進めてきております。これまでさまざまな自治体のシステムを参考

に、行政評価導入検討委員会を設置し、評価システムの目的を住民満足度の向上と

し、差し当たっては現在の満足度や行政への関与の意識を調査することとしており

ます。しかし、一方では、地方分権に対応するため、まず職員の政策形成能力の向

上とその体制づくりが急務とされており、過日議長あてに報告をさせていただきま

した行革大綱実施計画の実績報告評価調書を例とした評価の取り組みを実施してお

ります。
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さらには、明年度の予算編成に当たっては、事務事業別予算を取り組み、各課、

係がそれぞれ所管している事務事業について、その必要性や財源をみずから考える

ことでコスト意識を向上させる大きな効果が発揮できるものと考えておりますし、

加えて、これまで以上に予算の透明化が図られるものと考えております。これらは

まだ試行段階を脱しておりませんが、これらを一つの踏み台として政策形成手続や

意思決定のプロセスへの結びつけ、行政評価の合理化を目指し、さらなる検討をし

てまいりたいと考えております。

次に、矢臼別演習場についてでありますが、まず米海兵隊による新年度演習はど

うなるのかというお尋ねでございます。米海兵隊の来年度の訓練日程は、現在のと

ころ未定であると伺っており、矢臼別演習場における訓練が実施されるかどうかに

ついても含めて検討中のようであります。いずれにいたしましても、訓練に関する

情報はできるだけ早く周知されるよう要請をいたしております。

また、夜間の実弾射撃訓練につきましては、地域住民の就寝の妨げになるので行

わないよう、北海道副知事を座長とする矢臼別演習場関係機関連絡会議において、

４町の町長の連名によって要請を行ってきており、今後もこの要請を続けてまいり

たいと考えております。

個別の外出につきましては、米兵の人権は尊重されなければなりませんが、滞在

中における規律の維持について、万全を期すことにつきましても要請をしてきてお

り、今後も機会あるごとに要請してまいりたいと存じます。

次に、ご質問の学校週５日制についてのうち、町長部局が所管する児童館の土曜

開館利用状況と、実施に伴う対応についてお答えを申し上げます。その他は、教育

委員会所管となりますので、教育長より答弁があります。

児童館の土曜開館利用状況と実施に伴う対応は、児童館については、友遊児童館、

子夢希児童館とも開館当初から祝祭日を除きすべての土曜日を開館して、運営を行

っております。今後も土曜日開館につきましては、施設の運営方針として変更する

考えはありません。なお、平成13年４月から11月までの実績では、友遊児童館が行

事実施以外での土曜日開館26日中10人以下の利用が６日あり、１日平均では10.7人

となっております。子夢希児童館については、行事実施以外での土曜開館27日中10

人以下の利用が１日で、１日平均34.6人となっております。

以上でございます。
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議 長 教育長。

教 育 長 教育委員会の方から、第３点、学校週５日制についてのご質問にお答えいたしま

す。

平成14年度から小学校、中学校、高等学校等において、毎週土曜日を休みとする

完全学校週５日制が実施されます。この学校週５日制の意義は、子供たちがみずか

ら学ぶ意欲を持ち、みずから考え、判断し、行動できる力をつけていくために、学

校だけでなく家庭や地域社会における生活時間の比重を高め、生活経験の充実を図

ろうとするところにあります。ご質問の公的施設の開放予定についてでありますが、

現在第２、第４土曜日の児童生徒の休日対応として、各小中学校の施設及びＢアン

ドＧ海洋センターや温水プール等の社会体育施設を開放しており、また海事記念館、

郷土館、太田屯田開拓記念館への児童生徒無料入館をさせております。来年４月か

ら実施される完全学校週５日制に対応して、これを全土曜日に拡大し、これまでと

同じ方針をもって、可能な限り、各施設を開放してまいりたいと考えております。

さらに、情報館では、新たに毎週土曜日に絵本の読み聞かせと紙芝居を行うとと

もに、第４土曜日には子供パソコン講習会を計画いたしております。小中学校施設

の管理、監視、指導につきましては、既に定めております学校週５日制に係る厚岸

町立小学校及び中学校の校舎等特別開放事業実施要綱に基づき、管理指導員により

対応してまいりたいと考えております。

また、社会教育施設等の管理、監視につきましては、各施設の職員がその任に当

たりますが、指導については厚岸町体育協会や体育指導委員等にも協力を要請して

いきたいと考えております。

次に、共稼ぎ等による保護者留守家庭の現状につきましてでありますが、各小中

学校での母親の就業状況調査によりますと、自営業を含め、町内全体で終日勤務者

が約40％、パート勤務者が26％となっており、おおむね半分程度の家庭において放

課後に両親が留守になっていると推定されますが、土曜、日曜については週休２日

制の進展に伴い、両親とも留守となる家庭は少ないものと推察されます。

完全学校週５日制に伴う対応についてでありますが、各学校においては、児童生

徒が自主的、主体的に学習や生活を行うことができるよう、生徒指導を進めており、

その際に、自由時間の過ごし方について日ごろから考えさせるように取り組んでお

ります。児童生徒が増加する休日を有意義に過ごせるために、さきに述べた施設開
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放等による場所の提供を行う一方、社会教育諸団体などと連携を密にし、児童生徒

に関係する各種行事の拡大と、各団体の活動の支援を強めてまいります。また、町

内で開催される文化、体育行事などや各施設の利用方法などをまとめて情報提供を

行い、子供たちの積極的な参加活用を促してまいりたいと考えております。

非行防止につきましては、育成センターの機能を発揮させながら、各関係機関や

団体との連携により、町内の巡視指導を行ってまいります。また、家庭内及び地域

の方々とのコミュニケーションを深めるための一環として、今後あいさつ運動を広

く展開するよう取り組んでまいりたいと考えております。

以上、答弁といたします。

議 長 16番、音喜多議員。

１６ 番 まず、２回目の質問をさせていただきますが、先ほど町長もおっしゃっておりま

したよりも既に３カ年の実施計画をローリングされたやなお話をしておりました。

そうなりますと、予算を含め大筋、明年の柱が固まり、それにお金をつけて、でき

るものとできないものというようなお話でございました。当然大筋が決まっている

んだろうというふうに思います。今、私も聞いている部分についてはすべて明年に

かかわる部分が大きいわけでして、それらについてぜひその見解も含めてお話しし

ていただきたいなというふうに思います。

まず、１点目の行政評価システムでございますけれども、これは内部の方では既

に昨年より検討されているやに、ただいまの報告ではそのようにお話ししてござい

ました。私どもに対してというか、このシステムなるものは外に向けてあるいは内

に向けて、いろいろやり方は各自治体でそれぞれあるやに思います。今、厚岸町の

場合は、まず初めにいわゆる内部の職員を含めて各課の業務量と、そのことによっ

て予算のつけ方、そのことがいわゆる町民にはね返ってきますよというような手法

をとろうとしているやなお話でございましたね。これその評価システムというか、

行政評価システム、いろいろやり方あるようです。私もそのままことしの春、総務

の所管調査で道内を視察させていただいたたびに、いろいろなところのそういった

ものを関心を持ちながら見ていますと、いわゆるその事業に対しての評価、いわゆ

る外の仕事を含めて、今厚岸町の場合はいわゆる中の職員というか、役場の中のそ

の事業、そのことがお金とどう結びついて、どれだけの成績を上げたのかと、平た

く言えばですよ。そのことによって町民に従前からかかっていたものから見ると、
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これだけコストを下げてというか、そしてこれなりの仕事の成果がありましたと。

平たく言えばそういう言い方で評価していくんだろうというふうに思うのでありま

す。

今回出されている厚岸町財政運営基本方針の中に、あたかもそのことがいわゆる

評価システム、行政評価システムによって、これをクリアするがごとく受けとめら

れる、この緊急財政が不足のときにどう調和、力というか、そのやり方、仕方にど

ういう着目を持っているかということがその行政システムを導入してとか、いろい

ろな分野で検討して、それは中身を熟知して検討してということなんでしょう、恐

らく。そういうことでこの財政難を乗り越えていきたいということがありありと私

にはうかがえるわけですが、そういうことになると、今その財政基本方針が非常に

切羽詰まって16年に９億足りなくなると。そのあれにはそれに対応するためにはそ

の行政システムを手法を取り入れて改善していくということになれば、そのウエー

トは非常に大きいものがあるというふうに私は感じるわけでして、そこまでできる

完結したシステムなのかなというふうに思ったものですから、お尋ねしている。し

かしながら、今の状況ではその財政運営基本方針の中にもありました。これからも

まだまだ改善の余地がというような言い方でありましたが、これを今回のいわゆる

緊急財政運営、厚岸町の財政運営基本方針にどのように取り入れようとしているか、

その一部が今言われたんですが、改めて具体的にそのことをちょっとお尋ねしたい

なと。私は、できたのかできていないのか、あるいはその過程なのかということ、

そしてなおかつその中にそういうことが網羅されているということは、ある程度道

筋ができたんだなというふうに理解させていただいているものですから、再度その

辺のところがお話しいただければというふうに思います。

それから、２点目に、矢臼別のアメリカ海兵隊の問題でございます。

既にさきの道議会で知事は、夜間の演習については、地域住民の意向をくんで要

請をしていくということを新聞等では書かれてございます。今の報告では、町長も

一緒に関係の自治体としてそのことを知事にお話しし、あるいは知事と一緒に防衛

庁の方にそういう意向を持ってお出かけというか、要請してきたのかどうなのか。

あるいはこれから要請しようとしているのか、その辺再度お伺いしておきたいと思

います。ぜひその点に関しては、こうして連続４年間続けてきまして、なし崩し的

にもうあきらめの気分が町の中では聞こえるわけですけれども、決して私どもは、
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私は好まざるものであるというふうにも思ってございます。ましてや、先ほど申し

上げました隊員のいわゆるひとり歩きがなし崩し的にだんだん、我が町ではそうい

った特別なことは聞きませんが、地元の町ではいろいろとお聞きします。そんなこ

とでは、時間の経過とともにそういうなれの体制をつくってくるのかなというふう

に思います。しかしながら、それでは何かあった場合とか、あるいは沖縄の二の舞

にならないようにしかとこれはくぎを打っておくべきだなというふうに私は思うん

ですが、その点再度お尋ねしたいと思います。

次に、３点目の学校の週５日制でございます。

今のお話では、児童館の方は、これから従前どおり引き続きやっていきますとい

うことで、厚岸町の場合は、これは季節的要因というかいわゆる漁業の最盛期のと

きには、結構そういう児童館に入れるというか、ふだん児童館に入れていないと、

その時期だけ入れようとしても容易でないようでして、非常にその辺の不満がある

やに聞いてございます。しかしながら、こうして毎日というかいわゆるきちっと勤

めて持っている方であれば、年度当初から児童館にはお願いするということは可能

かと思いますが、いわゆる季節的要因の中でそういった対応ができないものかどう

か。ましてや、これから完全に２日となると、今のところはその日だけ休めばいい

わと、子供が休みの日は休めばいいわという父兄もいらっしゃいます。しかしなが

ら、こうして完全に土日が休みになりますと、もうそうも言っていられない。ある

いは勤める雇用主の関係もございますし、そういった意味では大変これからこの間

しばらく落ちつくまでは、難しい状況が発生するのではないのかなというふうに考

えますが、基本的には土曜日、これはずっと続けていただきまして、なおかつ季節

的要因の中でそういう会館に受け入れていただくという体制をとっていただけない

ものかなというふうに感じます。

それから、あと教育委員会にかかわることでございますが、今お聞きしている限

りでは、この４週６休が始まった時点と何ら変わらないのかなと。その形でずっと

いくのかなと。今この４週６休の中では、休みがふえたというか、子供にしてみれ

ば、わいわいと休みがふえたわと。子供にしてみれば楽しいわけですが、父兄にし

てみれば、働く者にとっては大変な状況です。ただ、世の中がそういう状態になっ

ていますから、あきらめてはいますが、この厚岸町の町で完全に週休２日という事

業所というのは、そうそんなにございません。公務員関係を除いては本当に土曜日
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でも現場へ出なきゃいけない、あるいはお母さんが出かけていくと。私ども地域を

あずかっている中ではそういうのを多く見受けるわけです。子供たちだけが留守番

していると。上が責任を持ってと。しかし、天気がよければ外に出てきて、下の子

供がそれに追いかけていくと。いろいろな状況を見るわけですが、これ完全に週休

２日になったら、完全に 完全というか大変父兄はそういった対応に悩まされる

というか、そういうことを常々見ていますし、お話を伺います。それなりに施設は

あけて、いらっしゃいということと、それからその施設を利用してそれなりのやり

ますよというか、対応できるよということをお考えのようでございますけれども、

いわゆる先ほどのお話の中で、いわゆる生徒指導の関係において、子供たちですね、

学校あるいはそういう施設へ行った場合に、社会教育を含め指導員あるいはスポー

ツ関係者がそういう指導をすると言っていますが、きちっとそういうシステムとい

うか、そういう体制はできているんですか。考え方だけなのではないかなと私は思

うんです。１カ月の中で１回やるか、あるいは２カ月に１回やろうとしているのか、

そういうきちっとした対応ができているのか、ちょっとその辺が疑問に思いますの

で、もう少し掘り下げて教えていただきたいというふうに思います。このことは、

立ち上げる１年なり２年なり、ある程度軌道に、先ほど私も言葉の中で軌道と言い

ましたが、これは父兄の問題もあります。父兄の認識のとらえ方というか、ある程

度家庭の状況もなれというか、そういった問題もあるかと思いますけれども、やは

りこれはある程度４年４月からと、完全にそうなったときにそれぞれの家庭なり地

域においても戸惑いが生じると思うんです。そういったことでは軌道に乗せるまで

やはり目配り、気配り、そういったものは教育委員会関係については大事なことで

はないのかなというふうに私は存じますので、そういったことでぜひもうちょっと

掘り下げたお話を伺わせていただきたいなというふうに思います。

それから、同じようなことなんですが、決して悪いことをするなと、言葉で言う

けれども、そういったことがないことを願いつつ、しかしそれは最初やはりこれ親

が子を育てるのと同じように、がちっと最初きちっとしなければ、やはり子供たち

もだらだらしてしまうというか、そういった気持ちになりますので、やはり親とい

うか大人の責任の中できちっと、これは当然親にも言わなきゃ、父兄に言わなきゃ

いけない部分もありますけれども、町内の不幸の問題というか、そういう話になら

ない、記事にならないようにぜひ取り組んでいただきたいなというふうに思います。
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以上で２回目の質問を終わらせていただきます。

議 長 町長。

町 長 再質問にお答えをさせていただきます。

第１点の行政評価についてであります。

なぜこの時期に行政評価が必要かということでありますが、これまでの行政は予

算を中心とした行財政の運営が行われてまいりました。すなわち、どれだけのコス

トを投入したか、どれだけのことを行ったかが重視されてきたわけであります。従

来の事務事業の見直しも、予算を中心とした考え方からのものがこのように多かっ

たわけであります。しかし、ただいまご質問がございましたとおり、住民の視点か

ら見れば、どれだけの効果をもたらしたのかが重要であります。つまり目指すべき

効果を達成するためにどれだけのコストを要し、どれくらいのもの、ことを行うこ

とが要求されているのかチェックし、見直す必要があるわけであります。一定の評

価基準がそのたびに必要になることに相なるわけでございます。そこで、行政評価

の必要性というものが生まれてくるわけであります。

また、基本的な考え方でありますが、先ほどご答弁申し上げましたが、やはり基

本的には住民満足度の向上を目的としております。そのためには、行政の説明責任

と施策の決定プロセスが明らかにすることといたしたい。また、住民本位の効率的

で質の高い行政を目指したいと考えております。また、住民の視点に立った成果重

視の行政へ転換を図ることといたしたいと思います。また、職員の意識改革を図る

ことも大事なことでございます。それと同時に、住民の理解と私は何度もお話しし

ておりますけれども、協働を得ることが大事であると考えておるわけであります。

次に、夜間訓練の自粛についてでございます。

私が町長に就任して以来、この自粛についての運動はいたしておりません。しか

し、近く、平成14年度の国費予算等で上京する機会があります。その節に今のご要

望にこたえるように要請をしてまいりたい、そのように考えております。

また、児童館につきましては、所管の課長から答弁をさせます。

議 長 保健福祉課長。

保健福祉 児童館の関係でございますけれども、季節的利用、昆布も含めて自営または昆布
課 長

の手伝い、パートを指しているというふうに思うんですけれども、児童クラブに登

録さえしていただければ、利用は可能です。ですから、きょうの一般質問の中で、
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子夢希児童館、34.6人、土曜日の利用の数字が入っておりますけれども、これは主

に向こうは自営というんですか、昆布をとっている方々を含めての土曜日の利用と

いうふうになってございます。ですから、１年生から３年生までございますけれど

も、児童クラブとして仕事をやるという意思表示のもとに出していただけましたら、

登録制の中で就業日８時から利用ができます。ただ、児童クラブとして登録がなさ

れなくても、一般利用としては午後１時から午後５時10分まで一般の方々は既に土

曜日休業日でございましても、利用ができる形になってございますので、ご理解願

いたいと思います。

議 長 教育長。

教 育 長 週５日制についてのご質問でございましたけれども、これまで同様にということ

でございますが、各学校ではそれぞれＰＴＡ会合時に、折に触れてＰＴＡには学校

での土曜日についての対応について話し合いは行っております。その中で、現実的

には学校側としてこういうことをしてほしいという要望については、多く出されて

いないという現状があります。これはやはり一つには週５日制が集団として子供た

ちを集めていこうという意図ではなく、それぞれ家庭、地域の中で帰していく。そ

の中で子供たちの社会性を養っていくという部分についてご理解をいただいている

ものというふうに一つには考えてございます。

２点目の指導員の部分でございますけれども、完全週５日制に当たって、答弁に

も申したとおり、社会教育施設、社会体育施設ともに広く開放していきたいと。そ

の中で当然社会教育施設に関しましては、それぞれの担当者が各種事業 事業と

いうか内部の説明等についても従前どおり行っておりますし、監視体制についても

従前どおりで問題はないというふうに考えます。

あと、体育指導員につきましては、担当課長の方から答弁いたします。

軌道に乗るまでの部分についてという問題でございますけれども、この点につき

ましては、当然各種事業それぞれ取り組んでおりますし、もう一つは、先ほど申し

ましたとおり、教育委員会にとどまらず、かなりいろいろな部署で子供に関する事

業を行われております。この辺の周知徹底という部分が従前不十分ではなかったか

という反省もございまして、ぜひ関係各課と協議する中で、毎月そういうふうな情

報提供を学校を通して行っていきたいと。その中で子供たちが出る場をつくるだけ

でなくて、その出れる情報を的確に周知させていきたいというふうに考えておりま
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す。

また、非行の問題についてでございますけれども、当然非行の問題については補

導等の強化も必要でございますが、それ以前に、議員さんもおっしゃったとおり、

まず子供たちが何かに熱中できるものをつくっていくという問題が一つはあろうか

というふうに思います。そういう点から申しますと、いろいろな調査しております

けれども、既に同好会あるいは塾等、純然と全く行くところのない部分というのは、

かなり限られているんだそうです。ただ、その中でもこれからももうちょっと定着

するような部分で事業展開を行っていく、あるいは住民、自治会の協力を得ながら

そういう事業を行っていくという部分も必要になるのではないかというふうに考え

ております。

以上でございます。

議 長 体育振興課長。

体育振興 社会体育施設の週５日制に関してのお尋ねでありますが、ただいま教育長が申し
課 長

たことに加えまして、社会体育施設、とりわけプール、体育館であります。ここに

おきましては、まず私どもは監視、特にこの子供たちの安全確保をまず最優先に考

えていかなければならないと思っております。そのことにまず力点を置きたいと今

考えてございまして、この監視の面につきましては、職員等がおりますので、そう

いった部分で十分注意をしてまいりたいと考えております。

次に、この指導の面でございますが、確かにご質問の趣旨は、ただそこに子供た

ちが来てそこに置いておくというよりも、きちんと指導することの必要性について

おっしゃっていると思います。そういう意味では、確かにそのとおりでございます

が、現在のところ、この部分については一部プール等におきましては、土曜、日曜

でも職員の資格者がおりますので、指導等については可能であります。しかし、体

育館においてはその指導という部分については今までは完全ではありませんでした。

そこで今後の問題でありますが、一部職員と、可能であればできるだけ他の団体、

とりわけ体育指導員の方々あるいは少年団の指導員の方々などに、今後協力要請を

していきたいというふうに考えてございますが、その確立を完全にできているかと

いうことについては、まだその点については達成してはございません。そのように

これからいろいろと協力要請をしてまいりたいというふうに考えてございます。

以上であります。
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議 長 16番、音喜多議員。

１６ 番 ３回目の質問になります。

行政評価システムでございますが、先ほども何回かお話ししているとおり、ここ

には厚岸町の中にはもう本当に頭脳集団としてもうそれなりの成果を上げなきゃい

けない人ばかりいるわけです。ここ二、三年というか、五、六年前から、さかのぼ

れば五、六年前からですが、特にこの二、三年は地方分権とともにその行政評価シ

ステムなるものが各自治体でこういうふうに揺れ出してきているというか、動揺し

始めていると。その先ほどもお話ししたとおり、結果的には町民が喜ばれるという

か、住民の満足になるような結論になるんだろうと。少ない予算とかあるいはやっ

た事業がそれなりの効果のあるものだという意味では、これはぜひ今までどうして

そういうことができなかったのかという疑問点すら持たれるわけですけれども、ぜ

ひこれを完結して、厚岸なるもののしっかりしたものをこれ町民にお示ししていた

だいて、その上でこういう成果も上がったということを公表できるように、ぜひ一

致していただきたいというふうに思います。

それから、矢臼別の関係についてですが、ぜひそういうことでは町長のお考えも

あろうかと思いますけれども、住民の意向をくんで、ぜひ防衛庁の方にその旨申し

上げていただきたいというふうに思います。

まして、管内４町あるいは知事を頂点としたそういった行動もある、前町長はそ

ういうこともされていたようです。ぜひそれらと歩調を合わせながら、この状況に

ついてしっかりとお伝えいただきたいというふうに思います。町長は釧路でなくて

東京都には厚岸町という書いた軽四のトラックに乗って厚岸町をＰＲしながら町の、

東京都の中でそういうことをされているやに私も聞いてございますけれども、防衛

庁に行かれるときも、その車に乗っていくかどうかわかりませんけれども、厚岸町

からこういう状況で来たんだということをしっかりと訴えていただきたいなという

ふうに思います。

それから、３点目の教育委員会にかかわる部分でございます。

児童館の部分については、できるだけ間口を広げて、その情勢を入りにくくとい

うか、親が相談しにくくでなくて、いつでもそれにこたえられるような態勢をぜひ

とっていただきたいと。そのための公的施設だというふうに私は思います。

教育委員会の方は、いわゆるちょっと心配になったのは、そこを今きょういみじ
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くも言われましたけれども、指導体制ですね。これ今の体制でいけば果たしたこう

いう完全２日になったらそういうことがとれるのかなという疑問に思っていたのは

事実でございます。結論はそこに行きつくのでないかなというふうに私は思います。

今の財政的な状況の中では、非常に職員をふやすだとかあるいは臨時をふやすとか

ということができるのかどうなのかわかりませんが、やはりそういうことは予算と

絡むかもしれませんが、しかと目配りしてもらわなきゃいけないと思うんです。事

故ってからあるいは何か起きてからというのでは、これは私は許されない部分はあ

ると思うんです。これ当然早くからもう学校週休２日になって、こういう体制を迎

えるということはわかっているわけですから、そういう意味ではしかとお願いして

おきたいというふうに思いまして、３回目の質問を終わらせていただきます。

議 長 町長。

町 長 再々質問にお答えさせていただきます。

まず、行政評価システムについてでありますが、分権時代にたえる政策形成能力

の向上とその体制づくりが急がれておるわけでございまして、その他にも私は行政

評価システム構築の参入を急がせたいと、かように考えております。先ほどお話し

いたしましたとおり、既に第３次実施計画の中でも、また本来私の政策予算に取り

組む平成14年度予算編成におきましても、その心構えを持って査定をさせていただ

くと同時に、予算編成をさせていただきたい、かように考えております。しかし、

現実には、システムを構築するには全職員にもこれを周知し、厚岸町にふさわしい

ものにするように努力をしなければなりません。そのためには、平成15年度の予算

策定作業に入る時期、明年の秋ごろまでにシステムを構築させていただきたい、そ

のように考えております。

次に、矢臼別の訓練の問題であります。

ご承知のとおり、来年２巡目を迎えるわけであります。そういう意味におきまし

ても、これまでの申し入れが十分尊重されますよう、引き続き国に強く要請をして

まいりたい、このように考えております。

議 長 教育長。

教 育 長 最後、指導体制のご質問でございますけれども、まずは、安全性の確保に関して

万全を尽くしてまいりたいと、かように存じます。そして、指導体制に関していう

と、ボランティア的な要素がかなり強くなる部分もあろうかと思いますので、その
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点について体育あるいは文化的なものにつきましても、可能なものについて今後要

請してまいりたいと、かように考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

議 長 以上で音喜多議員の一般質問を終わります。

暫時休憩いたします。 休憩時刻１４時５５分

議 長 本会議を再開いたします。 再開時刻１５時１５分

休憩前に引き続き一般質問を続行いたします。

６番、真里谷議員の一般質問を行います。

６番、真里谷議員。

６ 番 本年度第４回目の定例議会に際しまして、先般ご通告を申し上げておりました大

要２項目にわたりましてご質問を申し上げ、町理事者のご見解を承りたいと存ずる

ものでございます。

まず、福祉行政についてでございます。

現在当町にはバスが運行され、町内の各所に停留所があり、数多くの町民の皆さ

ん方が利用されておるわけでございます。このバスを利用される方々は、病院に通

院される高齢者の方々、通学児童、ご婦人の方々、老若男女を問わず、大勢の方々

が利用されておるわけでございます。夏の暖かい天気のよいときなどには少々の待

ち時間は余り気にならないわけでございますが、風雪の強い寒いときの待ち時間が

大変であるわけでございます。バス停留所の全部に待合所を設置するということは

土地利用にかかわる問題もございまして、不可能であることは十分承知をいたして

おるわけでございますが、利用客も多く、何とか設置できるところには風雪を一時

的に耐えることのできる簡易な待合所の設置を考えられないかということでござい

ます。もちろんバス会社が主体となっての事業ではございましょうが、町もあらゆ

る面でバックアップしなければならない事業ではないかと存ずるわけでございます。

風雪の強い日にバスの来るのをつらい姿で待っておられる姿がよく見受けられてい

るのでございますが、この点についてのご所見をお聞かせをひとつお願いしたいと

ころでございます。

次に、高齢者障害者に優しい、段差もなく、障害もないという歩きやすい歩道の

整備が急がれているわけでございます。第４期総合計画第２次実施計画を見ると、

各地域別の道路改良事業、道路舗装事業の内容、さらにはその事業費が明示されて
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おるわけでございますが、その中でバリアフリー化を伴う改良工事、改修工事とし

てはどのようなものがあるかということでございます。その点についてをお示しを

お願いしたいというわけでございます。

次に、環境整備及び保全についてお尋ね申し上げるわけでございます。

厚岸湖・湾の水質の保全については、カキ、アサリ、ホタテ等、貝類の養殖湖・

湾として、水質の保全については未来永劫にわたり続けていかなければならないと

いうことは、今さら言うまでもないことでございます。現在、湖・湾の水質調査に

ついては、湖内４点、沿岸水域では４点、湖内流入河川では４河川を対象として、

５月から12月まで、年８回の測定調査を実施しておると聞いておるわけでございま

す。さらに、水道水を取水しておりますホマカイ川は水質保全を図るため、水源涵

養林取得事業を毎年継続的に進めておるわけでございますが、この厚岸湖・湾とホ

マカイ川の水質調査結果のデータがあれば、ご説明いただきながらお示しを願いた

いのでございます。

次に、大黒島海岸の砂浜の浸食防止対策についてお尋ね申し上げます。

大黒島、小島といえば厚岸道立公園の表看板として全国的に有名であり、厚岸湾

の入り口に浮かび、ゼニガタアザラシが生息し、コシジロウミツバメ、エゾピリカ

等、数種類の天然記念物的野鳥がすみ、近年におきましては、３年ほど前からオオ

ワシ、オジロワシが飛来してすみついていると聞いておるわけでございます。この

断崖屹立した大黒島にも砂浜が存在し、昔は数軒の漁業家が常住し、昆布生産に従

事されていたとも聞いておるわけでございます。現在は昆布採取期の４月から11月

までの間、ただ１軒の漁業者１戸が住んでおられますが、冬季間は全くの文字どお

りの無人島となり、明治23年に設置された厚岸灯台のみが海霧に閉ざされた航行船

の道しるべとして霧笛を鳴らし、明かりを点滅させておるわけでございます。この

大黒島にも昔は 300メートルほどの砂浜があり、現在は浸食が続き、 100メートル

ほどの砂浜になってしまった。このまま放置しておけば、近いうちに完全になくな

ってしまう。何とか浸食を防止できないのかという声が同島の状態を熟知している、

拾い昆布に行き、その状態を知っている床潭末広等の漁業家の方々の声でございま

す。小島には現在３本のブロックが設置され、ある程度海岸の浸食対策がとられて

おるわけでございますが、大黒島にも小島と同様ブロックを積んで、浸食防止対策

が必要ではないかと存ずるものでありますが、この点についてのご見解をお尋ね申
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し上げまして、以上、私の第１回目の質問とさせていただきます。

議 長 町長。

町 長 ６番、真里谷議員のご質問にお答えをいたします。

第１点目の福祉行政についてのうち、まず、バス停留所の各所に簡易な待合所を

設置することは考えられないのかとのことですが、現在、町内における釧路バス路

線の停留所は65カ所ありますが、そのいずれも待合所は設置されておりません。バ

ス利用者にとりましての待合所の設置についての必要性は、町といたしましても理

解しておりますが、その設置条件としての用地確保の問題や、設置による道路管理

上の問題など、難しい問題があります。加えて、停留所の数からいいましても、設

置には多くの財政負担が必要であり、近年の大変厳しい町財政の状況を考慮します

と、現時点での設置は非常に困難な状況にあります。しかし、バス会社とも協議す

るなど、今後の検討課題とさせていただきたいと考えておりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

次に、高齢者・障害者が歩行しやすい歩道整備が急がれているが、来年度のバリ

アフリー化の計画にはどのようなものがあるかとのお尋ねでありますが、安全で快

適な生活ができる社会の実現を目指して、障害のある人、お年寄り、乳幼児を連れ

た人などが、社会生活をしていく中で自由に行動し、社会参加ができる人に、福祉

に優しいまちづくりを進めるため、平成10年に北海道福祉のまちづくり条例が施行

されましたが、厚岸町といたしましても、同年、住みなれた地域での障害者等の対

応策を盛り込んだ障害者福祉計画を作成して、福祉のまちづくりを進めているとこ

ろであります。バリアフリー化の計画についてですが、高齢者、障害者等が歩行し

やすい歩道の整備については、平成12年度までにおいて、道路整備の終わった路線

で港町地区を中心に35カ所の歩道の切り下げ整備を行ったところであります。町内

には、歩道幅が狭く傾斜がきつくなることから、未整備箇所もありますが、今後に

おきましても、道路改良の際に、これらの拡幅も含めてとり進めてまいりますので、

ご理解を願います。

また、歩道整備以外については、保育所玄関スロープ、障害児トイレの設置、各

集会施設等のスロープの設置、町立厚岸病院の手摺の設置、公園障害者トイレの設

置を順次進めてきたところでございます。このほか、最近における新たな施設整備

といたしましては、床潭小学校改築、公営住宅建設、保健福祉総合センター、生き



- 74 -

がい活動支援施設が人に優しい建築物として配慮した施設整備を行っております。

大変厳しい財政状況でございますが、障害者福祉計画で定めた平成16年度の目標数

値を目指して、バリアフリー化の実現のために努力をしていきたいと考えておりま

す。

第２点目の環境整備及び保全についてのうち、厚岸湖・湾及びホマカイ川の水質

保全度の現状についてでございますが、厚岸湾概要については、調査を実施してお

りませんので、ここでは厚岸湖及びホマカイ川の水質についてお答えいたします。

また、本年度の調査結果は出ておりませんので、昨年度の調査結果を中心にお答え

いたします。

まず、厚岸湖についてでありますが、年間８回、５月から12月まで月１回の調査

を実施しております。調査は、４地点で実施しておりまして、すべての地点でおお

むね良好な水質であるとの結果となっております。ただし、海域、湖沼の汚濁度を

示す代表的な指標であるＣＯＤ、科学的酸素要求量については、環境基準が達成さ

れておりません。これは湖沼等の閉鎖的な水域の場合、水が滞留しやすく、汚濁物

質が蓄積しやすい特性を持っていると言われており、このことが大きな原因となっ

ているものと思われます。

次に、ホマカイ川についてでありますが、ホマカイ川につきましては、標茶農協、

太田農協、厚岸漁協とで組織しております別寒辺牛川、ホマカイ川流域環境保全協

議会において、年７回、５月から11月まで月１回の水質調査を行っております。こ

の河川については、おおむね良好であり、正常な水質が保てているとの結果となっ

ています。しかしながら、融雪期においては、汚濁物質の流入が多くなるため、同

協議会を通じ、水質の監視を続けるとともに、水源の保全を図るため、上流域のみ

ならず、流域全体のさらなる保全対策が必要と考えております。

次に、厚岸湖及びホマカイ川の水質データについてでございますが、まず厚岸湖

の水質データについて申し上げます。

調査項目が約10項目にわたっておりますが、調査した４地点において、ＣＯＤを

除く項目は、環境基準のＢ類型をおおむね満足する良好な水質となっております。

ＣＯＤについては、１リットル当たり３ミリグラムの環境基準を上回る結果となっ

ています。外洋との水の交換が少ない湖東部ほど高くなる傾向にあります。この環

境基準超過の原因が特定できないことから、道において現在環境基準の未達成原因
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調査が実施されているところでございます。

次に、ホマカイ川の水質データについてでありますが、調査項目が約20項目にわ

たり、また年７回のデータとなるため、数字的に複雑になりますので、ここでは河

川の代表的な汚濁指標となりますＢＯＤについて年間調査の平均について申し上げ

たいと思います。

平成12年度の５月から11月までの７回実施した水質調査のＢＯＤの平均値は、１

リットル当たり 0.8ミリグラムとなっております。なお、この数値は過去５年間同

様の数値となっており、また先ほどの答弁のとおり、環境基準と比較した場合、最

も厳しい基準もクリアしており、正常な水質となっております。今後とも引き続き

調査を継続し、その結果に基づいて原因究明などを行い、環境保全に努めてまいり

たいと考えております。

最後に、大黒島海岸砂浜の浸食防止は、緊急な対策が必要と考えるがどうかとい

うご質問でありますが、現在、大黒島には昆布漁期中、漁業者１戸が居住し、昆布

漁業を営んでおります。今までに地先の漁業者、漁組から当該地区にかかわる海岸

浸食についての要望等を受けてはいませんでした。しかし、以前より浜先が短くな

ってきていると聞き及んでいますが、現地の詳しい浸食状況の調査が必要と考えて

おります。浸食防止の工事を行うためには海岸保全の区域指定を受けなければなり

ませんが、ご承知のように、大黒島は昭和26年、海鳥の繁殖地として国の天然記念

物に指定され、昭和39年に道立公園に、昭和47年には、全島が特別鳥獣保護区に指

定されており、加えて大黒島周辺にはゼニガタアザラシの繁殖地や昆布漁場があり、

これらの影響や自然環境などを十分考慮しなければならないと考えていますし、関

係機関とも協議をしてみたいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

以上でございます。

議 長 ６番、真里谷議員。

６ 番 今いろいろお答えをいただいたわけでございます。

バス待合所について60カ所あると。これは道路管理上大変な問題であって、そう

簡単なものではないよと。今後の検討課題とすると、こういうことでございますね。

福祉といえば本当にあれもこれも、いや一つやればこの次だってまた際限がないと。

それを一々聞いてやっていたら、これはもう銭こ何ぼあっても足りないよと。本当

にいいかげんにしてほしいよというようなこの待合所の、停留所の待合所なんか特
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にそういうことが言えるのではないかなと。町民側から言いますと、本当に何とい

うんですか、夏の暖かいときはよろしんですよね。だけれども、風雪の強い、特に

待合所にぽつねんと立って待っている。それから、バスがおくれて来ることがある

んですよ。そういうときの待ち時間というのは、その体験をした人じゃなければわ

からないです。ろくにバスに乗ることないからそんな苦しみなんてのわからないん

だわ。でありますけれども、そんな停留所をしたって、そんなばかでかいもの何も

つくる必要ないんですよ。今テント式の簡易な雨、風までいかなくても、雨、豪雨

が降ってきたり、そういうときに傘程度といえばあれですから、それにしても小さ

い、そういう簡易なの今あるんですよね。そういうものを全部にと言いませんよ。

やはりできるところにそういうものを設置するということは、これは福祉行政の盲

点を突く大事なあれなんですね、実行行為なんですよ。それで、結局バスを利用さ

れる方というのは高齢者の方ですね。病院に通院する方あるいは買い物に行かれる

方。だんなさんが車の運転なくて、緊急にいろいろな問題が出たときにバスを利用

してそこに行くんだという切実な問題を抱えて、乗り降りする方が圧倒的に多いん

ですよ。ですから、そういう方々に対して、豪華な待合室を設置しなさいと言って

いるんじゃないんだわ。傘も持たないで行ったときに土砂降りきた。わずかな時間

に体がびしょ濡れになると。それはそういう体験をした人じゃなければわからない

んですよ。そういうところが福祉というのは目を光らしていかなければならないと

思うんですね。それを全部にっていうんじゃないですよ。そういうスペースがあっ

て、乗り降りの人が多いと。そういうところに何とかできないのかなと。これは町

民側の声なんです。僕たちはいろいろな人と対応して、いろいろな人から声聞いて

います。そんなばかでかい立派なもの要らないよと。だけれども、そういう簡易の

検討して、２人か３人入るような、そういう小さいものでもいいんだと。そういう

ものをひとつ何とかしてほしいねと、こういうことです。受けて、今回ご質問申し

上げているわけでございます。

それで、待合所ってあるんですよ、厚岸町に。町でやったんでないでしょう。門

静の望洋台のところにあるんですよ。厚岸町が小中学校何とか書いて、ちょっとあ

るんです。トタンでできてね、ちゃんとありますよ。ちゃんといすつくってありま

す。ですから、あんなでかいものは要らないですね。できませんか、何とか。あそ

この場合はそういうスペースがあるからできるわけですね。そして、あれはどこで
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やられたのか、僕はわかりません。けれども、きちっとあるんですよ。これはバス

会社が営業を伴うことでございますから、バス会社が自発能動でやるべきことであ

ろうと思います。でありますけれども、やっぱり町でもバックアップして、そうい

う対応策をひとつ頭に置いて、一挙にできませんから、できるところから本当に簡

易なそういうものをつくって、一つ一つですよ、一挙にできません。そういう形を

見せていく、実践していく。小さい数少ない中からそれを積み重ねていくというの

が福祉の行政じゃないですか。そんなのできませんよ、ゼンコもないから何もない

からそんなに簡単なものでないですよ。もう少し町民サイドから考えられて、そう

いうバスを利用される方の立場に立って、そういう声が出ているんだから、現実に。

もう少し親切な答弁お願いしたいと思うんですよ。

それから、バリアフリー化の問題でございますけれども、この第４期の第２次実

施計画の中に、来年度改良保存工事というのは16本あるんですよ。16本あるんです。

来年ですよ、Ｈ14年。その中にバリアフリー化を含んだ工事というのはどのように

なっていますかと。そういうものを加味されて、そういうものが含まれているんで

すかと、そういうことをお尋ねしているわけです。

やはりこれも車いすで歩道を歩けるという体制をつくると、障害者の方が。それ

が根本にあるわけですね。健常者だけが歩くんでなくて、障害者、高齢者、足の弱

い、そういう方々が安心して歩ける。そういうものの改良とか、あるいは道路をつ

くるときに加味している、今何ぼあるんですかと。中身、僕らわかりません。です

から、そういうものを含んでこれからの工事というのはやられるんですかと、そう

いう内容をお尋ねしているわけでございます。

去年の12月18日に、定例議会におきまして、町道 132号 住の江町通り一部歩道

拡幅を求める請願書を提出されたわけでございます。これは住の江町の音喜多さん

から僕も請願者になって提出しているわけでございまして、この住の江町からこの

ずっと山手線をあれして、国道44号線での歩道、この陳情請願書でございます。こ

れは 250メートルの歩道のあれですね、歩道をひとつ何とかしていただきたいとい

う陳情請願でございまして、これはその後、採択されてどういうふうに対応されて

いるのか、全然見たところ何も一つやっていないよと。ことしやる、どういうこと

やられているのかな。ああいう１人歩くの大変だったと、陳情書なりに書いており

ます。ですから、そういうところあるんですよ、厚岸町に、歩道の中で。こっちの
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方、住の江町の病院の横からずっと通って、住の江町通って、そして国道44号線、

山の手の高地を通って、その間の歩道のことを言っているんですよ。なかなか大変

な事業です。歩道を拡幅するといったって、これ大変な事業ですよ、これ。買収し

たり何したりで。これは大変な事業なんですよ。簡単にそういう陳情請願する方が

簡単でありましょうけれども、やろうとしたら大変だと。それも採択されても説明

が何もないんだわ。何もやってないんだ。そういうところがあそこだけでないです

よ、厚岸町、僕らも随分あっちこっち歩くから、歩いて働かなきゃ生きていかれな

い人間だから、随分歩くんです、あっちこっち。そうしたら、ここも危ないな、こ

ういうところ車いすで歩ける町道にできるようにならなかったら、厚岸町というの

は福祉社会の厚岸町でないな。現実に僕らそういうもの感じながら歩いて仕事して

いるんですよ。ですから、そういうところにも目を配って、車いすで本当に歩ける、

そういう住みよい、住みやすい厚岸町、こういうふうにしていただきたいと思いま

す。一挙にできませんから、１カ所、１カ所からモデル的なものからやっていって、

ああいうふうにやってくれたんだな、我々の歩道もこういうふうにできるんだなと。

こういう町民の方々にそういう実績の安心感、よくやってくれたなと。高齢者の方

々がそういう障害者の方々が、安心して住めるというのはそういうことを言うんじ

ゃないですか。余りあれですかおかしいですか、私の発言というのは。

それから、環境整備保全についてですね。ホマカイ川の水質保全については、僕

たちも随分議会で言ってまいりました。水源涵養林を確保しなさい。そうしなけれ

ば、ホマカイ川の厚岸町の飲料水のホマカイ川１本しかないんだから、これが今実

現されて、毎年 200万という予算ついて、買収されて、どんどん拡大されてきてい

るんですね。それで、この間も僕ら総務常任委員会で視察に行ってきましたけれど

も、課長さんの説明で、随分こういうふうになって、これだけの拡大をしましたよ

と。僕らはもうよかったな。だって、ホマカイ川しかないんだ、厚岸町の飲料水と

いうのは。これが水源涵養林を確保されて、水質が確保された。今町長からのお話

がございましたけれども、一応水質というのはＣＯＤであるとか、ほかのいろいろ

な項目あります、今、水道法に基づく。それが一応クリアされていますよと、そう

いうふうに一応安心でございますね。

でありますけれども、こっちの湖・湾の方については、去年のですか、水質のこ

の検査結果資料というのが去年の３月17日に僕たちに配付されているんです。湖・
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湾の場合、湾の方はわからない。湖の方はわかっている。これちゃんと出ているん

ですよ。これの中で、僕らも多少勉強していますので、水質というのを。一挙にぐ

うっと物凄い数字が出るところがあるんですよ。びっくりするようなもの凄い数値

が。その後、さらっとまた少なかった。そういう地点が厚岸湖、この湾の中、この

地先の中であるんですね。このデータの中に出ていますよ、ちゃんと。そのことに

ついては７年、８年、９年までの３カ年の水質調査の結果報告なんです、これ。10

年以降が全然出ていないんですね。出ていても僕もらっていないかもしれません。

そのことについてデータはどういうふうになっているんですかと。厚岸町というの

は下水道がだんだん完備されて、終末処理されて、汐見川から放流されていますね。

ですから、水質が悪くなるわけないんですよ。そうですよね、もう何百件としては

水洗化されているんだから。だから、現在どうなっているんですかと。定点水質検

査場所というのがあるわけですよ。そのことをお聞きしているんですけれども、も

う少し内容的に９年まではちゃんと出されているわけですから、10年、11年、12年、

13年、ちゃんと出ていると思うんですよ。そのことについてもっと丁寧にお答えを

いただきたいわけでございます。

それから、大黒島の浸食でございますけれども、私は、床潭、末広とかの随分仕

事の関係でもって、向こうの方の行っていろいろな人にお会いして、小島とか大黒

島、そういう海岸浸食についての実際に現場に行っている人の声を聞いて、今回も

ご質問を申し上げているわけでございます。大黒島につきましては、昔は砂浜とい

うのは 300メーターあったというんです、砂浜。僕たちは知らなかったんだけれど

も、大黒島というのはこっちから見たら屹立したそういうあれで、海岸の浜なんか

全然ないと思ってた、砂浜。ところが、昔は 300メートルあったというんですよ。

はかったわけでないでしょうけれども、目測で 300あった。昔の人は 300メートル

あったよといえば、本当にあったんですよ、これ。それで、今 100メートルぐらい

になったと。 200メートル浸食されたというんですよ。昔は大黒島、小島に拾い昆

布に行くといったら、白旗を揚げて、朝、そしてきょうはいいよという合図で、そ

してこっちの方から床潭、末広の人が昆布拾いに行ったというんです。そのぐらい

海岸線があって、拾い昆布ができて、ものすごい昆布が上がった。何年前か知りま

せんけれども、大分前でございましょうけれども、そういう大黒島では 300メート

ルと。へえ、そうなんですか。今どういうふうになったんですかと、 100メートル
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ぐらいになった。浸食しちゃってね。それで、小島の方には現在波浪防止の対策と

して３本あると、さっき塚田さん言っていましたけれども。だけれども、大黒島に

はそういうものが全然ないというんですよ。だから、これから砂浜をなくすわけに

はいかないだろうと。何とかあれを砂浜をなくしないで、砂がつくような方法を、

ひとつ何とかやってもらえないのかな。道立厚岸自然公園のメンツにかけてひとつ

あの砂浜を防備してくれないのかと。そういう切実な、向こうの床潭とかそういう

方々の、あそこに行って、沿岸に熟知している昔の状態も体現している、そういう

漁師の方々の声なんです。

以上でございます。２回目終わります。

議 長 町長。

町 長 再質問にお答えをいたします。

まず、バス停留所の待合所の設置の件であります。

待合所につきましては、基本的にはバス会社が設置するものと理解をいたしてお

ります。しかし、先ほどお話しございましたとおり、利用者のことを考えますと、

言われたとおりであります。そういう意味において、今後バス会社とも十分に協議

を重ねてまいりたい、そのように考えております。

なおまた、その中で望洋台の待合所のお話がございました。実は、あの待合所は

スクールバス専用でございまして、門静自治会が自主的につくったものであります

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、バリアフリー化に伴う道路整備の件につきましては、担当課長から答弁を

させます。さらにはまた、ホマカイ川の水質調査についても担当課長からご答弁を

させます。

また、大黒島の海岸、砂浜の浸食状況についてでありますが、現地の海岸浸食に

ついて調査をし、海岸保全をどのように進めていくべきか、それとあわせて、海岸

保全の区域指定についても支庁、土現とも十分協議をいたしたいと考えております

。それに基づいて対応させていただきたいと存じます。

議 長 建設課長。

建設課長 私の方から、歩道の整備の関係について説明させていただきます。

確かに質問者も言われているとおり、歩道の整備、短兵急にはすぐはいかないわ

けです。先ほどの答弁にありましたように、順次今後道路の改良にあわせてという
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形で言葉は終わらせていただいておりますけれども、当然市街地の中のある程度道

路幅が用地なければ、歩道整備というのもまた不可能という形になってきます。当

然その中においては、建設省サイド、今国土交通省の方からも当然バリアフリーに

配慮した道路構造、歩道を整備しなさいという形になってきておりますので、道路

改良にあわせながら進めていく。当然山の方とかそういう歩道の必要ないところに

ついては整備しないんですが、市街地については当然配慮していかなければならな

いと。それから、質問者が言うとおり、町道住の江町については敷地的にも狭いと

いう形の中では、現状ではある歩道というのはやはり通行に問題がありという形の

中で、議会の方でもそれを採択されてきている状況、歩道整備について採択されて

いる状況でございます。有利な補助事業をいただきながら、両方に歩道整備すると

いうのはちょっとある程度の幅の歩道整備するというのは不可能かもしれませんけ

れども、片側には当然ゆったりした歩道という形の中での整備は現在考えて、北海

道とも協議して、できるだけ早い年度から取り組めるようにしていきたいと、その

ように考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。

議 長 環境政策課長。

環境政策 私の方から、ホマカイ川それから厚岸湖における水質の状況について答弁をさせ
課 長

ていただきます。

このホマカイ川の関係につきましては、先ほど町長の方からご答弁申し上げまし

たとおり、通常の形での水質については非常に水質はクリアをしているという状況

であり、いろいろな対策を講じた結果ではないかというふうに考えております。今

後もこういった形で保全を進めていきたいというふうに思っております。

それから、厚岸湖における水質については、非常に資料がないということで指摘

をいただきましたけれども、私の方に平成12年度の数字を持っているわけでありま

して、湖内４カ所の地点で年間８回の調査をしてきているわけでありまして、この

平成12年度の数字を見ますと ステーション一といいまして 弁天島の東１キロの地、 、

点でありますけれども、この地点ではＣＯＤでこれは海の海水の汚れぐあいを示す

指標でございますけれども、これについては水質基準がこの公共用水域で３ミリリ

ッターというふうに基準があるわけでありますけれども、この８回のうち３回につ

いては３ミリ以下ということでクリアをしておりますが、そのほかの５回について

は非常に一番高いもので 5.9という数字があるわけでありまして、全般的に非常に
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高い汚染度があるという数字になっております。

また、弁天島から東へ３キロの地点でありますけれども、これにつきましては、

３以下が２回、あとの１回についてはその数値を超えているということで、最高で

6.9 の数字が出ているわけであります。

それから、３点目の弁天島東５キロ、一番厚岸湖の奥でございますけれども、こ

れについては非常にやはり閉鎖性な水域ということで、水が動かないと。それから、

水深が浅いというようないろいろな自然的条件もあろうかと思いますけれども、こ

こでは３以下となっているのが１回ということで、残り７回については全部３以上

になっておりまして、一番高い数値といたしまして 8.4という数字があるわけであ

ります。

それから、厚岸大橋の真下の地点でありますけれども、これについては４回が基

準以下ということで、比較的外洋の海水が入ってまいりまして動いていますので、

こういった比較的きれいな状況というふうになっているわけであります。

先ほど町長の方からも御答弁申し上げておりますけれども、現在北海道において

この基準値を上回っている原因について調査をしているということで、平成12年か

らやっていまして、まだそういったデータが出ておりませんけれども、平成15年ま

でかけて調査をするということでございますので、それぞれ原因がどこから汚染す

るものが入っているのかという、ある程度のものがその時点には特定されるかとい

うふうに思っております。そういったこと、調査を待ちながら、それに対応した保

全策をとってまいりたいというふうに考えております。

議 長 ６番、真里谷議員。

６ 番 いろいろお答えいただいて、こっちの言っていることはもう無理を承知で話して

いるわけですから、言っているわけですから、町民とこっちの中間ですね。それで

言っている方も、これは大変なことを言っているなと言いながら言っているんだか

ら、聞く方だって、いや、このやろう、とんでもないこと言い出してきたなと、こ

ういうふうに思われると思うんです。それを承知で言う何というか人間性の悪さと

いうか、自分でもびっくりしているんです。あえて町民サイドに立って言っている

んですね。あれですよ、そんなぜいたくなことを言うのでないよと、言ってしまえ

ばそれまでなんですよ。停留所に待合所、何というぜいたくなこと言うの、そんな

こと言う人おりませんけれども、だけれども、小さい心がけですね。そんな大きな
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予算要らないんだわ。今パイプでテントでちょっと囲って、２人か３人入る、そう

いうのできるんですよ、簡単に。スペースがあればですよ。スペースがないところ

にそんなことはできませんよね。それこそ交通法違反になってしまう。大変ですよ

ね。できるときには１カ所でも２カ所でもつくって、そういう方々のそういう立場

に立って対応していただきたいなというのがその偽らない声なんですよね。そうい

う麗々しく開き直って言っているんじゃなくて、だから、門静の稲井さんがよくお

わかりになっていられるわけでございますけれども、あそこの望洋台に門静自治会

で古いちゃんとそういうものがあるんですよ。通学生とかお年寄り。優しいな。何

も立派でないですよ、そういう。ああいうのを見て、厚岸町に、ほかにないかもし

れません。浜中やこっち行ったって、そんな簡易の待合所の、だが厚岸町にはある

んだよと。これはすばらしい厚岸町の町の福祉の姿を見せること、格好を見せるの

ではないの心を見せるんです。福祉は心ですよね。一挙にばばばあっとできると、

そんな勝手なことできませんよ、大変で。一つ一つ成果を出していく。そういう姿

を見せていただきたい。今後の検討課題とするというんですから、検討ばかりしな

いで実現に移していただきたい。そういうふうに思うんですね。

それから、高齢者、障害者が歩行しやすい歩道整備というのは、シルバーカーや

車いすやセニアカーが歩ける、今電動式で歩ける。車いすで後から１人を押しつけ

たり、介護しながらと、そういうのでなくて、そういう歩道というのは都会へ行っ

たらどんどんこういうものできているんですよね。ですから、厚岸町でもそういう

目標数値をつくって、こういうのからやっていく、さっき言いました住の江町の歩

道なんかもそういうあれですね、こっちから病院の横からずっと山の手を抜けて行

く歩道というのは、音喜多さんが自治会長やっておられて、いつもそういう陳情・

請願があるわけですから、それでそういうことに対応した請願書で提出しているわ

けですね。それが採択されてそれが何一つされてないと。そういうことも一挙にで

きないというのはわかります。すぐ今年はこれやりましたよ、この次はこうですよ

という、そういう親切なそういう対応の仕方というのは、行政側に必要でないです

か。お金がないから、予算がないからあれもこれもできませんよ、そんなこと言っ

てしまったら終わりだものね。できないけれども、こういうふうにやりましたと。

人生の生き方だって世の中の生き方だって、みんなそうでないですか。口先ばかり

で何もうまいこと言ったって、そんな人間なんか相手にされなくなりますよ。言葉
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は少ないけれども、実行力のある、正直に純粋にやる。そういう生き方をする人間

こそが最も貴い人生の生き方だと言われているんですね。だから、行政サイドでも

一遍にできないけれども、今年はこういうふうにやりました、来年はこうですよ、

そういう心、優しさの心をきちっとあらわすような行政にしていただきたいと思い

ます。

それから、ホマカイ川とかあるいはこの湖・湾の水質保全というのは、これは厳

しくやっていかなかったら、大分前に汚染されて、汚染されて、厚岸湖は赤潮が発

生するという時代があったんですよ。新聞出ています、僕ちゃんとそういう記録の

持っていますから。そのぐらい大変だった。汚染されて、汚染されて。それが今結

局それから始まった、結局下水道事業というのは始まったんですよね。ですから、

今まで相当改善されていなきゃならないんですよ。この湖・湾が汚染されて、その

養殖されているものが食べられなくなったら、これは大変なことですよ、これ。で

すから、もっと厚岸の湖・湾、このあれですよね、水質調査実施位置図というのが

ありましたよね。公用水域が５カ所、沿岸水域４カ所、河川水域では川が厚岸町で

７本の川出ているんですね。その中の別寒辺牛、チライカベツ川、大別川、尾幌川、

奔渡川、ホマカイ川、フツポオシ川 フツポオシ川なんて聞いたことないんだけ

れども、あるんですね。そういうところまで調査されているんですよ。それで、川

の上流、中流、下流ですね、これにちゃんと厚岸湖のあれに載っているんですよ、

これちゃんと置かれて。ですから、去年までのでもいいから、こうやってきちんと

こういうのを出されないですか、これ、水質調査のデータと。これ出されないの。

まだ出されない。９年まで出ているんだ。10年以降出されないの。出して、ちゃん

とこうなっておりますという数字のあれをしていただきたいと思います。

それから、この水質のｐＨとかＳＳとかＣＯＤ、ＣＦＧ、ＣＯと、６項目にかか

って調査しているわけですね。そして、前に出されたものでものすごい別寒牛川の

ＣＦＧ、大腸菌群の数値なんだわ。これが５月に 2,400、そして６月 110、７月

130 、８月に入って 1,600、９月 170、10月 2,800、ものすごいんだわ、これ。び

っくりするデータ。それから、別寒辺牛、ＣＦＧですね。こういう別寒辺牛川のこ

とばかり言ってもだめだから、もういいか。このホマカイ川ですね。ホマカイ川も

ＣＦＧというのは大腸菌群数でございますけれども、Ｈ９年、ホマカイ川の中流と

下流ですね、12月、中流と下流で 1,100になったことがあるんですよ。そして、そ
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の後、数値がものすごい下がったりものすごい状態。こういうことがありますので、

きちっとデータに基づいたいろいろな対策というのを立てる必要があるんですね。

一つこういう去年まででもよろしいですから、水質検査結果資料、これをひとつあ

れしていただきたいと思うんです。

以上で終わりたいと思います。

議 長 町長。

町 長 再々質問にお答えをいたします。

バスの待合所につきましては、先ほども申し上げましたが、バス会社と十分に協

議をしながら、ご期待に沿うように努力させていただきたい、そのように考えます。

バリアフリーでありますが、バリアフリーは福祉のまちづくりの大きな実践課題

と私は認識をいたしております。平成14年度につきましては、現在予算の取りまと

め中でございますが、具体的な部分については今お答えしかねますが、限られた予

算の中でありますが、先ほどお話しございました高齢者や障害者等の生活を支える

環境づくりの推進を定めた障害者福祉計画の数値目標を目指し、バリアフリー化の

実現のために努力してまいりたい、かように考えております。

三つ目は、ホマカイ川初め水質の問題であります。

この点については、10番の室議員の質問でもお答えしておきました。環境に優

しい厚岸町、町民挙げて環境の町厚岸町をつくっていかなければならないときであ

ります。そういう意味においても、行政が中心となって全力で取り組んでまいりた

い。そのために環境保全等の対策を積極的に進めてまいりたい、かように考えるわ

けであります。

また、資料の提出については、担当課長から答弁をさせます。

議 長 環境政策課長。

環境政策 資料の点でございますが、平成12年３月の定例会におきまして、平成９年から11
課 長

年までの３カ年の厚岸湖内、公共用水域、それから各河川の資料について配付をさ

せていただいておりまして、残りは平成12年度分につきましては、今議会開会中に

お配りさせていただきたいというふうに思いますので、ご理解いただきたいという

ふうに思います。

議 長 以上で真里谷議員の一般質問を終わります。

議 長 休憩いたします。 休憩時刻１６時１２分



- 86 -

議 長 本会議を再開いたします。 再開時刻１６時１３分

あらかじめ時間の延長をしておきます。

本日の議会は次の田宮議員の一般質問が終わるまで時間を延長いたしたいと思い

ますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。

それでは、３番、田宮議員の一般質問を行います。

３番、田宮議員。

３ 番 長時間にわたるお疲れのところ、大変恐縮でございますが、ひとつよろしくお願

いいたします。

第４回定例会に当たり、４点にわたって質問をいたしますので、ご答弁をいただ

きたいと思います。

最初に、市町村合併についてであります。

町は、広報あっけし12月号で、「市町村合併について考えてみよう」の特集を組

まれましたが、その意図についてはっきり明確にしていただきたいのであります。

さらに、この特集が市町村合併の選択肢の一つと強調しておられますが、将来のま

ちづくりを考える選択肢は、ほかにないのでしょうか。

次に、合併によって期待される効果、いわゆるメリット４項目、合併に際して懸

念される事項、いわゆるデメリット４項目が列挙されていますが、具体的に例示し

てご説明をいただきたいのであります。

２点目は、町財政改革委員会の答申についてであります。

この答申に基づいて、町長がどのような方針をお持ちになるのか、お示しいただ

きたいと思います。

次に、この答申の中に短期的実行プログラムがございますが、その中に財源捻出

額とありますが、その積算について明示をしていただきたいのであります。

３点目は、医療制度の改革であります。

11月29日、政府与党社会保障改革協議会の医療制度改革大綱が発表されました。

具体的には年末の国の予算案で具体化が始まるわけでありますが、いずれにしても

患者の大幅な負担増で、受診が抑制されるのではないかということであります。一
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つは、健康保険本人の自己負担、現行２割から３割、政府管掌健康保険の保険料の

引き上げ、あるいは老人保健の対象を現行の70歳以上から75歳以上に引き上げ、１

割負担、70歳から74歳についての負担を引き上げる。さらには、診療報酬の引き下

げ等々がありますが、そこで一つは、町民への影響、それから国保への影響、三つ

目が町立病院企業会計への影響についてお答えをいただきたいのであります。

最後に、狂牛病についてであります。

町内酪農家を初め、関連業界への影響、不安、要望など、具体的にどのように把

握しておられるか、明確にしていただきたいのであります。

また、国での責任は重大だと考えますが、どのような対処方を要望しておられる

のか、ご答弁をいただきたいと思います。

以上で第１回目の質問を終わります。

議 長 町長。

町 長 ３番、田宮議員のご質問にお答えをいたします。

第１点目の市町村合併についてのうち、まず広報あっけし12月号の「市町村合併

について考えてみよう」の特集の意図についてのお尋ねでありますが、市町村合併

については、平成11年度から幾度か議会でも論議されたと聞き及んでおります。さ

きの９月議会でも答弁させていただいたとおり、私の見解としては、是か非か早急

に結論を出す前に、まずそのメリットとデメリットを整理し、前向きに検討してみ

る価値は十分にあるのではないかということであります。そこで、10月26日に町職

員や議会議員の皆さんを対象に合併研修会を実施いたしましたし、今後まちづくり

懇談会などで町民の皆さんとも意見交換してまいりたい。そのため、その前段とし

て広報あっけし12月号で特集を組み、あくまでも客観的な情報であることに留意し

つつ、情報提供をさせていただきましたし、今後も情報や判断材料の共有に努めた

いと考えております。

次に、まちづくりの選択肢はほかにないのかということでありますが、あります。

何も合併だけが厚岸町と浜中町の唯一の将来像の選択肢ではありません。例えば両

町に共通する大規模な施設整備や、事業の際には個別に広域連携という選択肢もあ

りますし、財政危機にはそれぞれが今回のような中期的財政運営方針を立て、自立

的に解決策を見出し、着実に実行することも基本的な選択肢であると考えておりま

す。
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次に、合併のメリットとデメリットを具体的に例示せよとのことでございますが、

広報掲載の期待される効果と懸念される事項によって、資料を提出させていただき

ましたので、ご参照いただきたいと存じますが、あくまでも一般論として、町村の

垣根や障壁が物心にわたり取り除かれることで、施設の利用が拡大し、職員や施設

の配置が効率化され、財政支援も得られる反面、その効率化がもたらすマイナスの

現象が生ずることも事実であります。いずれにいたしましても、さきの議会でも私

が答弁しましたとおり、両町民の総意が何よりも優先されますし、合併を単なる地

方財政危機の緊急避難的な政策としてとらえるのではなくて、あくまでも両町民に

とって21世紀の前向きな行政サービス機構はいかにあるべきかという視点に立って

検討してみたい。その検討を得た上で、結論をしても遅くはないものと考えており

ます。

第２点目の地方財政改革委員会の答申について、まず町長の方針について示され

たいとのお尋ねでございますが、私は、本年６月に、国から示されたいわゆる骨太

の方針における地方政策の明確な方向転換を深刻に受けとめ、その対応策と当面す

る財政運営方針を新年度予算前に早急に確立する必要を感じ、町長就任後の８月、

厚岸町財政改革委員会を設置し、11月13日、厚岸町財政運営基本方針草案として答

申を受けたところであります。私は、その答申を受け、私が予想していたとおりの

厳しい内容であることを痛感するとともに、町長として管理職会や職員との意見交

換を経て、最終的にはこの草案をもって厚岸町財政運営基本方針と確定し、当面の

行政指針としては推進していくべきであると判断をいたしました。そして、当面そ

の財政危機を回避し、行政に科せられた責任を全ういたすべく、担当各課に個々の

改革、プログラムの実行に向かって、関係方面の十分な理解を得ながら、具体的な

事務作業の検討を開始するよう指示したところであります。

次に、答申の添付資料にあります短期的実行プログラムの財源捻出額の根拠です

が、これはあくまでも年間３億円の一般財源捻出の大まかな目標額であって、詳細

な積算や項目内容は今後の担当各課の準備作業をまって具体化するものであり、個

々の条例改正、議案などで明らかにされ、町議会のご理解を求めさせていただくこ

とになります。そのため、資料では目標額設定の基本的な考え方を提示させていた

だきましたが、今こそ厚岸町財政運営基本方針の具体的改革策を実行することを契

機として、国への依存体質からいち早く脱却し、押し寄せる国の構造改革の大波を
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柔軟に乗り切れるよう、自主自立の自治基盤を目指すべきと考えております。

第３点目の医療保険制度の改革についてでございますが、まず町民への影響でご

ざいますが、国は急速な高齢化、経済の低迷、医療技術の進歩、国民の意識の変化

などを医療制度を取り巻く環境が大きく変化している状況から、将来にわたり医療

制度を持続可能な制度へと再構築していくために、その構造的な改革が求められて

おり、平成14年度医療制度改革の厚生労働省試案が本年９月に発表されました。こ

の試案をもとに、政府与党社会保障改革協議会は、11月末最終報告を取りまとめま

したが、この改革による保険者としての厚岸町の影響につきましては、改革の実施

日、診療報酬及び薬価基準の見直しや長期入院者の負担に対する適用基準など、現

在も具体的な内容について検討が行われておる状況では、ご質問に対し的確にまた

詳細にお答えできない点もありますことを、事前にご理解賜りたいと存じます。

初めに、町民への影響についてお答えをいたします。

その主な内容でありますが、70歳以上の方の医療費は、現行定率、１割負担で、

負担増減が通院で月 3,000円から 5,000円、入院で３万 7,200円でありましたが、

負担増減額の撤廃、定額制廃止により、通院、入院とも１割負担のみとなり、高所

得者の方は２割となります。なお、住民税非課税者、老齢年金受給者の自己負担限

度は据え置きとなります。これが実施されますと、その診療内容により、負担増も

違ってきますが、現在の負担額の 1.5倍から二十数倍を超える例も出ることが予想

され、長期入院にかかわる負担増が最も大きくなると考えられますが、いずれにい

たしましても大幅な医療費負担増が見込まれ、大きな影響となってくると考えてお

ります。

次に、保険者としての厚岸町への影響でありますが、負担増減額の撤廃、定額制

廃止や高所得者の２割負担により、保険者の医療費負担が軽減されると考えられま

すが、現行高齢者医療制度の対象について、70歳を75歳以上とすることで、現在69

歳までの一般医療対象者が74歳となり、これにより医療費の負担が増大し、国保会

計を大きく圧迫することが予想されます。

また、診療報酬及び薬価基準の引き下げにより、医療費がどの程度軽減され、保

険者負担がどのようになるのか、いまだ改定内容が明らかになっていない状況であ

り、影響については未確定な部分であります。いずれにいたしましても、今回の医

療制度改革案につきましては、国民健康保険の保険者である市町村が長年求めてま
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いりました医療保険制度の一本化、保険財政の一本化が具体化されておらず、加え

て老人保健制度の対象年齢の引き上げは、国民健康保険の運営にとって重大な影響

を及ぼすと考えられ、深刻な懸念を抱いております。

次に、病院企業会計への影響についてのご質問でございますが、今回の政府与党

の医療制度改革大綱では、サラリーマン本人の負担割合は、現行割合にとどめ、高

齢者医療制度については、対象年齢を70歳から75歳に引き上げ、自己負担を完全１

割とし、外来の自己負担上限は廃止するという内容で報道されております。また、

同大綱では、改革の痛みを公平に分かち合う観点から、診療報酬の引き下げをも提

言しております。現状では、改革の具体的内容や診療報酬引き下げについても、ど

のような内容になるのか詳細が不明であり、現時点で企業会計に対する影響を論ず

るのは難しい点もありますが、報道されている内容から一般論として申し上げさせ

ていただければ、高度化する現在の医療環境、それに伴い住民の医療に対するニー

ズも高くなり、要望を満たすための施設整備、医療技術の向上も含め、医療環境の

整備に対する投資は年々上昇傾向にあります。しかるに、診療報酬の引き下げにつ

いては３％の引き下げとか、財務省では 5.6％の引き下げを検討している旨の新聞

報道がされております。言うまでもなく、医療機関の収入は、診療報酬で賄われて

おり、それが大幅に引き下がれば、病院経営に大きな負担となるのは明白であり、

自己負担の上限額の廃止により、病院の受診抑制につながることも予想され、病院

会計はますます厳しさを増すことが予想されます。小泉総理は、三方一両損という

故事を引用されておりますが、この改革が行われますと、医療機関には診療報酬の

引き下げ、保険者は財政悪化、患者さんは自己負担増となる可能性があり、最初に

拾った３両があるわけではないので、三方丸損になるという可能性があると考えら

れます。

続いて最後になります。牛海綿状脳症、ＢＳＥ、俗称狂牛病についてのご質問で

あります。

私たち行政は、狂牛病という言葉を使わないこととしておりますので、以下正式

な病名を使わせていただきますので、ご了承をいただきたいと存じます。

まず、酪農家を初め関連業界への影響、不安、要望など、どのように把握してい

るのかという質問であります。

牛海綿状脳症、ＢＳＥの感染牛が見つかって以来、酪農家は個体販売価格の暴落
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で、経済的に大きな打撃を受けております。特に搾乳できなくなった牛を肉用とし

て出荷する廃乳牛の価格が低迷を続け、道内12市場の10月、11月の平均価格が前年

度同月比60％から70％も安くなっているほか、感染牛がいずれも５歳を超える廃用

牛となったことから出荷を手控える農家が多く、搾乳牛更新のおくれによる乳量の

減少も心配されております。

また、牛枝肉相場も全頭検査の開始以来、回復基調にありましたが、２頭目、３

頭目の感染確認により再び下落し、廃乳牛は前年比の半額という市場もあり、年末

の最需要期に入っても一向に上向く気配がないという状況であります。ただ、初乳

牛、いわゆるはらみの価格は多少下がりぎみながらも、平年と比べても高い水準に

あることが唯一の救いと言えますが、乳廃牛の出荷手控えで農家の牛舎があかず、

需要が下火になりつつあると見られ、これも価格下落の不安は払拭できません。本

町においては、大多数を占める搾乳農家より和牛矯正及び乳子牛の飼育農家に影響

が大きく、資金繰りが悪化しております。そうした形態、２戸から支援要請があり

ましたので、融資機関が行う短期かつ低利の運転資金の貸し付けにかかわる利子を

国、道、町、農業団体が共同して負担し、農家の金利負担をゼロにする制度に町も

参加することとし、本定例会において予算措置を行う予定であります。こうした経

済的影響とともに、感染牛に共通して供与されていた資料が、一般的に広く使われ

ていることが明らかとなり、うちでも発生するのではないかという不安と心労が大

きくなっていることも心配されている点であります。また、関連産業の精肉小売店

や外食産業なども消費の低迷が続き、イベントや特売などで需要の回復に懸命な努

力をしていることがマスコミを通じて取り上げられておりますが、需要動向は一進

一退を繰り返しており、町内の関連業者においても同様の影響が出ているものと推

測されます。

次に、国、道の責任は重大だと考える、どのような対処方を要求しているのかと

いう質問でございます。

牛海綿状脳症の拡大を防ぐため、世界保健機構 ＷＨＯが肉骨粉の牛への供与

禁止を求める勧告を出した1996年以降、アメリカやオーストラリア、カナダでは２

年以内に相次いで肉骨片供与の法的禁止に踏み切っていたにもかかわらず、日本は

国内で牛海綿状脳症が発生した以降の今年11月に、法規制を取るまで行政指導に努

めており、このような事態を招いた責任はすべて政府にあると言っても過言ではあ
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りませんし、生産者がどんなに気をつけていても、防げる状況にはなかったと考え

られます。したがって、発生農場の感染牛や同居牛の屠殺分補償、営農再開までの

実質的な入用補償も含めた被害の 100％補償、風評被害を受けている畜産農家、流

通、加工、外食などの関連業者の経営安定のための手厚い支援、消費者の安心を回

復するための原因の徹底究明や検査体制の充実、個体識別システムの早期導入など、

国の機関や国会議員などに直接、間接に要請してきているところでございます。

以上でございます。

議 長 ３番、田宮議員。

３ 番 ２回目の質問をさせていただきます。

最初に、市町村合併の問題であります。

町報に、さっき申し上げたようなことで特集が載りました。最初に、情報館と社

会福祉センターで76人の方にアンケートをお願いして、アンケートをとったと。そ

の結果も出ております。そして、この特集を読んだら、この結果は大分変わるので

はないだろうかというようなことも書かれているわけなんです。そういうことで、

読んだらがっかりしたのは、道の要綱の引き写しに過ぎないんです、これね。道の

要綱の引き写しに過ぎない。別に厚岸町が市町村合併に当たってどういうふうな考

えでいるのか、いや、町長としてはお示しになっておられますが、町としてどうな

のか。こういう考えは何もないんですよね。道の要綱の引き写しに過ぎないと。こ

の最後に合併によって期待される効果であるとか、いわゆるメリット、デメリット

が列挙されているわけです。これは一般的に言われていることでありまして、甚だ

抽象的ですね。だから、私は、じゃ具体的に合併ということになったときに、具体

的に何がメリットになるのか、具体的にですね、あるいは何がデメリットなのか。

本来は明らかにしなきゃならないはずだと。なのではないのかというふうに思った

んだけれども、そうなっていない。きょう資料でいただきました。これも若干行数

がふえたということに過ぎないのではないのなというふうに思うんです。

合併の問題については、まだ入り口なんですね、考えてみますと。釧・釧合併だ

というようなことで、法定合併協議会をつくれという直接請求運動は、この厚岸町

で起きているわけでもないし、そういう話が盛り上がってきているというふうにも

聞いていない。そういう中ですから、私は口角泡を飛ばして、こうでなければだめ

だ、ああでなければだめだというのは少し走り過ぎかなというふうに思うんです。
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しかし、今町長のお話では、この後、懇談会等を、町民との懇談会等をお持ちにな

ると。その前提としての材料にもなるんだと、こういうふうに言っておられます。

私は、これは道の要綱の引き写しでありますが、例えば町長もご参加になられた全

国町村町大会、あるいは議長が参加をされた全国議長大会、こういうところではそ

ろって国の押しつけ的な合併は反対だよという決議をしているんですね。地方６団

体は大体そういう方向ではないのかと。そういうことも私はやはり一つの大事な情

報開示ではないのかというふうに思うんですね。

それから、この合併に対して拒否をしているところも既に合併協議会を議会で否

決して、合併を御破算にしたところ、いろいろあります。例えばさいたま市、これ

は浦和とか与野とか何か大きな都市が合併をしたわけでありますが、上尾がこれに

入らなかったと。それは、住民運動が起きて議会で合併について否決をしたという

ことで御破算になったと、こういうところも数々ありますね。あるいは、福島県の

矢祭という町では、合併反対の宣言をしたと。総務省の役人が慌てて説得に出向い

た。そういうことを考えますと、全く国の押しつけだな。あらわに出ているなと言

わざるを得ないんですね。しかし、勇気を持って合併ができないんだ。これはそう

いう全文ありますけれども、ここで読み上げて時間を取るばかりですから読み上げ

はしませんけれども、そういう自覚的に勇気を持って国の押しつけには屈しないよ

という態度を示しているところもあります。それはそれぞれの考えでありますから、

住民が最終的に合併でなければだめだというふうに選んだときには、これはそうい

う方向に行かざるを得ないのかなというふうに思いますけれども、今言ったような、

まず入り口でジャブしているような状況です。

そういう中では、具体的な材料に基づいてやはり合併のメリット、デメリットと

いうものを具体的に示す必要があるのではないかと。これは私の場合でもそうだと

思うんですね。もう少し具体的に。時間が長くなりますから一々取り上げませんけ

れども、その辺で踏み入った合併のメリット、デメリットについて、これからやは

り情報を出していただきたいというふうに思うわけであります。

次に、財政改革委員会の答申であります。

町長も今答弁なさいましたが、基本になっているのは小泉内閣の骨太方針であり

ます。とにかく我慢せいと。別に明確な明日がえがかれているわけではないんです

よ。これは私の考え方でありますから。大きな問題を抱えているわけですね。そう
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いう中で、それにのっとって厚岸町はやるんだというのが基本に座っているわけで

あります。

それから、この現在の厚岸町の財政が大変厳しいところにある。それはもう私も

そういうふうに認識をしておりますけれども、それではどうしてこうなったのか。

どうしてこういうところへこういうふうに追い込まれてきたのか。ここのところの

説明は全然ないのではないかというふうに思うんですよ。確かに地方債の状況とい

うところでは出てきますね。考えてみますと、1900年代、1800年代、昭和五十七、

八年ごろ、臨調行革というのが始まって、国が補助金をどんどんカットしていくと、

一般財源化する、こういう方針がとられて、町は大きな負担増をしなければならな

くなったと。財政的な一つの重圧が加えられたわけですね。その次に1900年代へ入

って、これは平成初めが1989年でありますから、それからこの地方債の状況という

のはここで若干触れられていますね。いわゆるこの起債による、起債を使ってそし

て建設事業を行うと。そして、その起債については率によって違いはあるけれども

交付税で措置しますよ。みんな財政はだんだん苦しくなってきているものだから、

これはいい話だということで進めましたよね。その結果として、単独事業が補助事

業を上回るようになった。これは厚岸町の財政を調べていけば、私も表にしてつく

りましたけれども、もう１回整理して、決算のときにでも出したいというふうに思

っておりますけれども、それを見れば一目瞭然ですよね。しかもこの地域総合整備

債ということで、仕事が交付税措置をするんだということで仕事をやってきた。そ

のツケが回ってきているし、それからここにも書かれているように、例えば減税を

すればこれは国の政策で減税をやったにもかかわらず、穴埋めは借金でやれと。赤

字が出た。赤字の補填は借金でやれと。そのかわり、交付税で何がしかの措置はし

ますよ。これで大きく起債残高が 130億を超えるうような状況になったのではなか

ったのかと。ここのところを、ですから私はその国の予算配分、お金の使い方が全

く逆立ちしていたのではないのか。これは社会資本の整備だとおっしゃるけれども、

反対に四国に３本も大きな橋をかけて、もとが取れなくて大変なことになっていま

すね。東京湾につくったあの横断道路にしたってそうではないでしょうか。さらに、

そこで浮かされた金が銀行の救済に使われるとかということになっていったのでは

ないかなというふうに思うんですね。そういう点について具体的に、一つにはそう

いうところに大もとがあるんだということも私ははっきりさせる必要があるのでは
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ないかというふうに思います。

それで、これを一つ一つ取り上げていったら、時間が幾らあっても足りないわけ

で、あと若干この具体的改革策と提言ということについて気のついた 気のつい

たって、ここのところだけは聞いてみようというやつを今お話ししたいと思うんで

すが、その前に町長がおっしゃったように、この答申は町長の方針だよというふう

におっしゃいましたので、今後町長の方針であり、町の財政運営の方針だというふ

うに認識をさせていただきたいというふうに思うわけであります。町民にかなり痛

みを押しつけるようなものが随分とありますね。例えば町税、国保税、税外収入の

滞納解消強化策を検討するということで、滞納の問題が出ておりますが、例えば国

保の問題についていえば、これは介護保険に一緒になるわけですから、なったわけ

ですから、そのときにこの保険証の取り上げが法制化されて、義務的になったわけ

ですね。短期保険証を発行する、あるいは資格証明書を発行すると。これはいずれ

も一時窓口で全額を払って、あと償還してもらうという式でありますから、病院に

かかりたくてもかかれないような状況が現実に起きてくる問題であります。ただ、

厚岸町では、資格証明書の発行あるいは短期保険証の発行はやっておりませんよね、

今。そういう点では、私はなかなか大変な中で頑張っているなというふうに思いま

す。ただ、よその町村と比べると、滞納整理については件数がかなり多いように感

じるんですね。そういうことがすごく強化されるのではないか、あるいは税外収入

料金の適正化というような問題もあります。

それから、企業会計や下水道特別会計の採算性を高めるという問題ですね。私は

企業会計の採算性を高めるという点については、これも本来企業会計というのは独

立採算でなければだめだというふうに国が決めたんですね。これはもう今まで何回

も言ってきたことですから、しかし病院にしたって水道にしたって、採算が合わな

いんですね。だって、水道だってそうでしょう。水道を供給する会社なんてないん

です。延長が長くて、投資にすごくお金がかかる。採算が合わないということでこ

れは地方公共団体が持たざるを得ない状況。それから、個々の病院にしたって、こ

んな小さな町でこの病院、採算をとれる病院にするといったら大変なことなんです

ね。それに独立採算性を強化するということになったら、一体どんな方策があるの

かということだと思うんです。

それから、この民間委託の問題について、給食の問題が出ております。特老から
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それから保育所から学校から、これを一元化して民間委託を考えるという問題であ

ります。私は、これは大変な問題だと。学校給食については学校給食法という法律

があって、給食はただ物を食べさせればいいという問題ではないんですね。そうい

う仕組みにはなっていないわけですよ。それから、それをお年寄りから子供まで一

緒の給食にすると、そして、民間の委託にすると。これはあちこちで学校給食の民

間委託については問題が起きているわけであります。こういう点について、これは

それぞれこれから考える問題だと。ただ、問題提起として個々に挙げたんだという

ふうなご答弁になるのかなというふうに思いますけれども、そういう点でお考えが

あればお聞かせをいただきたいし、議会としてもこれは一つ一つやっぱり十分に論

議していかなければならない問題を含んでいるなというふうに考えています。ただ、

説明を聞いて、はいわかりましたという筋合いの問題ではないなということであり

ます。そういうことで、お答えをいただきたいのであります。

あと、短期的実行プログラムとして財源捻出額、これは３億円に合わせてこうい

うふうに上げてみたと。また具体的な検討、細かいですね、検討を加えたものでは

ないというふうにおっしゃっておられますが、これからのプロセスというのはどう

いうふうにお考えになっておられるのか、その点についてお聞かせをいただきたい

のであります。

次に、医療保険の問題でありますが、この町長御答弁なさったように、町民だけ

の問題でもないし、国保を考えれば、町財政にも大きな負担増になってくる問題、

それから病院会計にとっても診療報酬の引き下げということはこれは病院の収入に

大きな影響を与えざるを得ないということになってくると、例えば町ぐるみの、町

ぐるみでやっぱりそれぞれが成り立つような方策を、やはり国に要求していかない

と、これは大変なことになるのではないかな。医療の改悪というのは今に始まった

ことでなくて、1980年代に青写真がえがかれたんですよね。そして、それに従って

進められてきていると。この先、社会保障なんてなくなるんではないだろうか。医

療なんていうのは保険ではなくて全部自分で払わなきゃ医者にかかれなくなるんで

はないのか、そういうことさえ感じるような状況になってきていますね。そういう

ようなことで、例えば町民への影響については、町民の影響を防ぐために、町とし

て何らかの支援策はとれるのかどうなのか。

それから、国保については資料もいただきましたし、影響についてはもうご答弁
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がありました。それから、企業会計については、私病院にお伺いしたら、いや、と

てもそんなもの計算できないというふうにおっしゃっておられたけれども、少なく

ともさっき町長がおっしゃったような３％であるとか、あるいは 5.6％であるとか

という話は出てきているわけだから、さてそれが実行されたら、町立病院の収入が

どうなるんだというのはやはり計算して、対策を考えると。あるいはこうなったら

大変なんだな、そういう私はやっぱりことが必要なんではないのかなというふうに

思うんですね。いや、ただ、まだ決まっていないからわかりません では私は済

まないのではないのかなというふうに思うんですが、お伺いします。

最後に、この狂牛病という言葉は使わないということでありますから、ＢＳＥと

いうことでお話ししますと、これも深くもうお尋ねをすることではなくて、町長が

ご答弁なさっておられますので、道は今度の補正予算で何かこの対策のための補正

予算を組んだというふうに聞いておりますが、問題は、私この国が町長がおっしゃ

ったように、1996年、平成８年にこのＷＨＯが反すう動物の飼料に、反すう動物の

組織を使ってはだめなんだという勧告を出した。今年の６月には、ＥＵがこの同じ

警告を日本に発しているわけなんですよ。それにもかかわらず、水際対策がとられ

なかったと。いまだに感染経路が不明でありますけれども、そこにやはり大きな抜

本的な問題がある。酪農家は肉骨粉なんて初めて聞いたと。そんなものが入ってい

るなんて夢にも思わなかった。そして、情報開示がおくれているものですから、風

評被害が出るとか、いろいろな問題が今あるわけですね。やはり、私は町長、おっ

しゃられましたが、国や道にこの農業を守るという観点で強い要求を出していただ

きたいということをさらにお願いをしておきたいというふうに思います。

議 長 町長。

町 長 再質問にお答えをさせていただきます。

第１点の市町村合併に対する報道についての広報での報道についての話しでござ

います。私は、基本的には今回の市町村の特集のみならず、その時々の大きな話題

については、町民に情報提供をすることが大事であるという認識を持っております。

そういうことで、この市町村合併は今日の大きな政治課題であります。私は、今の

市町村合併が何か財政が先にある。財政危機だから町村合併をしなければならない

という流れが強く感じられるわけであります。そのために、私はそうであってはな

らない、先ほど答弁いたしたとおりであります。そこに住む方々と町が21世紀の厚
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岸町の将来はどうあるべきかという議論の中で合併の可否をめぐる議論があって当

然じゃなかろうか、私はそのように考え、私は合併にするに当たりましても、その

基本方針に立っておるわけでございまして、今回の広報における報道はそこに意義

があることをご理解を賜りたいと存じます。

続いて、財政の問題であります。

まず、今日このように厚岸町が栄えまして、私は先ほど財政が厳しくなった要因

は何か、そこから論ずべきじゃなかろうかというお話でございます。その考え方も

あろうかと思いますが、私町長としては、以前の歴代の執行者については、やはり

このようにすばらしい厚岸町をつくっていただいた、それぞれの考え方の執行者と

しての責任は私はとるべきではないと考えております。しかし、現在、厚岸町の財

政が大変厳しい状況にある中で、現町長として町民の幸せ、厚岸町の発展をどうす

べきかという姿勢の中で財政改革委員会を設置をいたし、答申を受けたわけであり

ます。田宮議員もご承知のとおり、国からの交付税の問題、いろいろと減額をされ

ておる実態、さらにはまた地方債残高という大きな借金の問題もあります。私は、

一方に減額され、一方の借金を加え、減らしていかなければならないという関係の

中で、大変苦慮した中での苦渋の選択が今回の財政改革委員会を設置し、助役を委

員長としての答申であったと、私はそのように考えておるわけでございまして、す

わなち、行政指針として私は今後進めてまいりたい、そのように考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと思うわけであります。

また、各項目については、方針にある項目については、実行しなければならぬか

というお話であります。基本的には実行しなければ赤字転落、先ほど申しましたけ

れども、財政危機ということになるわけでございまして、私といたしましては、実

行をいたしたいと考えております。ただし、各課が実行するに当たりましても、相

手のあるもの、労働組合との交渉などで、協議や詰めが必要なものは一方的に決定

できないのは当然のことでございます。中には、すんなりいかないものがあります

るけれども、しかしながら、方向性は示されるものと期待をいたしておるわけでご

ざいます。

なおまた、病院の医療の問題については、担当課長から答弁をさせます。

最後のＢＳＥの問題であります。

お話がありましたとおり、地域の酪農家、畜産家が不安のないように町長として
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しっかりと頑張ってまいりたい、そのように思いますので、ご理解を賜りたいと存

じます。

議 長 町民課長。

町民課長 私の方から、医療改革の問題、前段の財政改革委員会の中の医療にかかわる問題

についてお答え申し上げます。

初めに、国保税の滞納者分にかかわって、資格証明書の交付の問題、あるいは短

期被保険者証の問題についてご質問がありましたが、昨年の12月第４回定例会の中

でも申し上げましたとおり、国の方針に従って本年３月末に資格証明書の実施要綱

を定めたところであります。この実施要領の厚岸町の具体的な対応でありますけれ

ども、この中でも申し上げましたように、資格証明書の義務化を機械的にすべて実

施するという考え方は持ってございません。納税相談をさらに強化をしていただい

て、納税意欲の向上を図っていただきたいと思いますし、同時に、この中で分納あ

るいは長期相談、こういったものを十分に税務課の方と相談をしていただいて、き

ちっとした形で納税相談をしていただくということが前提となっております。ただ

し、いわゆる悪質な滞納者、納税相談等にも応じない、あるいは状況の中では実際

に支払い能力があっても納めていただけない、こういったいわゆる悪質な滞納者に

ついては、資格証明書の交付も出てくることが予想されます。いずれにしましても、

こうしたことから、一応の運営面で有効な納税対策を行うことがこの滞納処分を進

めるという基本になろうかというふうに思いますので、ご理解をいただきたいと思

います。

次に、医療改革の問題でありますけれども、ご案内のとおりの大変な状況を迎え

まして、こういった内容について、町ぐるみの方策を国に要請をするべきというご

質問でありますけれども、私ども保険者としては、全国市長会、全国町村会、国民

健康保険中央会、３団体によりまして医療改革制度緊急対策本部を設置しまして、

関係機関はもとより都道府県の選出国会議員の皆さん方にも冊子をつくりまして、

大変な状況を迎えている国民健康保険について訴えてまいりましたし、これからも

いろいろな角度から国に向かって要請をしてまいりたい、こんなふうに思っている

ところでございます。

さらにまた、町民の皆さん方の自己負担の増加を伴う支援策の問題につきまして、

どう考えるのかというご質問でありますけれども、今町長の方からもお答え申し上
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げましたように、相当数の負担になってまいります。特に長期入院の方の上限負担

の見直しについて非常に危惧を持っておりまして、この辺の上限の負担の見直しが

どの程度行われるのか、十分にまだ検討を要するところで、私どもの方にはその決

まった内容が入ってきませんけれども、長期の入院の方に大変な負担が強いられる

のだろうというふうなことを考えますと、通院の問題、あるいは今申し上げました

長期入院者に対する問題、この二つの面からこれらの問題について検討しなければ

ならないというふうに思っています。現在、厚岸町では保健福祉課の所管で、老人

の方の入院見舞い金の制度が行われておりまして、この内容をもとに、検討する方

法も考えなくちゃいけないなというふうに思っています。いずれにしても、大変な

財政を伴う問題でありますから、今この中でこのようにしたいというお話ももちろ

ん当然できませんし、一般質問の答弁の中でも申し上げましたように、この国保会

計の収支が最終的にはどのような方向になっていくのか、どの程度の厚岸町の保険

者としての負担が多くなってくるのか少なくなってくるのか、そう考えましたとき

には、相当時間を要した内容の検討が必要だというふうに思っています。資料でも

お示ししたとおり、厚岸町の国民健康保険の被保険者にかかわって、医療費が年々

増大をしてまいりますし、分けても老人保健から外れます一般国保に入ってくるそ

の医療費の増大が、最低でもこの５年間で５歳の問題でありますから、３億 5,000

万程度、最悪これが伸び率が大きくなってきますと、４億にも４億 5,000万にもな

ってくるような予想をしなければなりません。そう考えますと、この辺に対する財

政の問題、今申し上げました町民の皆さん方への支援策、この辺を十分財政当局と

も詰めながら検討しなければならないというふうに思っておりますので、少し時間

がかかりますので、町長を先頭にこの辺の検討をさせていただきたいというふうに

思いますので、ご理解を賜りたいというふうに思います。

議 長 病院事務長。

病 院 今回の医療保険制度の改革に伴いましての病院に与える影響ということで、資料
事 務 長

のことで求められたわけでございますけれども、今回答弁申し上げたように、診療

報酬の３％、また 5.6％が診療報酬が改定されるということで、報道等があるわけ

でございますけれども、ご承知かと思いますけれども、この診療報酬の改定にあっ

ては、非常に複雑多岐にわたってございまして、その病院の診療内容で相当この内

容によって点数の開きがあるわけでございまして、一口に今示されている３％か
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5.6 ％のところで、病院がどれだけの影響を与えられるかというのはちょっと算定、

本当に厳しいのが実態でございます。

それで、今回は３％、５％というのは、やはり過去に昭和59年度の大幅な引き下

げがあったわけでございますけれども、それが 2.3％の引き下げでございまして、

今回示されたのは３％ないし 5.6％でございますから、相当大きな引き下げになろ

うかと。それによってやはり病院経営に与える影響は大であると、非常に深刻に受

けているところでございます。

それで、ただ、単純にこの３％、 5.6％ということで、単純にこの13年度の大体

この入院、外来収入の見込みを想定して、単純に３％が総体的に引き下げとなれ

ば、大体 3,400万円程度が減額になろうかと。また、 5.6％の引き下げがなれば、

6,400 万ぐらいの影響が来るのではなかろうかと。単純な計算でございますけれど

も、そういうことでございますので、相当なやはり影響が病院経営に与えられると

いうことでございます。そういう状況にございますので、やはり今後病院としても

健全経営につきまして、十分内部協議等、また町長部局と十分協議しながら進めて

まいりたいと、こう考えてございます。

議 長 ３番、田宮議員。

３ 番 時間もたちましたので。

市町村合併については、町長はこの財政問題、財政が苦しいからといって急ぐん

ではないんだというふうに非常に強調しておられるんですね。この問題は、財政の

問題が非常に一般的な市町村合併の話題としては大きいわけですね。例えば現在の

この地方交付税は、合併したとしたら、10年間合併時の交付税の額でいきますよと。

浜中は平成10年で厚岸町と浜中しか資料としてはないわけですから、厚岸町はもち

ろん12年までありますけれども、例えば平成10年で見ると、地方交付税は厚岸町が

49億 1,000万、それから浜中町が47億 8,000万、大体同額なんですね。合わせれば

約 100億近いお金が10年間は要って、あと５年間で９割、７割、５割、３割、１割

というふうに低減されて、あとはなくなって財政危機が来るのではないかというわ

けですね。

それから、一番飴の中の大飴だというのがいわゆる合併特例債だと。今便利にな

っていますね。総務省のホームページを開くと、この合併町村名を入力すると、す

ぐ出てくるんですね。合併特例債試算というところがあって、クリックすれば。そ
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うしたら、この事業ベースで80億 5,000万というふうに出ている。それで、まちづ

くりの建設事業には68億 5,000万。これは10年間ですね。そして、それに対する特

例債の借り入れ限度額は60億 1,000万である。そして、70％の交付税措置がとられ

るから、その参入額は45億 6,000万だというふうに出るんですよね。これは私、今

それで議論やろうとは思いませんが、今の財政危機のまた同じことの繰り返しにな

っていくのではないのかという懸念を強く持つわけでありますが、いわゆるそのほ

かにも補助金の問題がありますし、それから事業については58からの合併すればこ

ういう事業というのが各省庁で58提供されていると。だから、すぐお金のことを考

えなければならないような仕組みになっているんですね。そういう点で、私は町長

はそこはおわかりであるんだろうけれども、あえてそこのところには触れられない

と。それはそれで結構なことだと。問題は、厚岸町のまちづくりをこれからどうし

ていくんだということを主眼にして、合併の問題を機にして、やっぱり町民の英知

を集めることが第一だなというふうに考えます。その点についてお答えいただきた

い。

それから、財政改革の問題について、もう一つ落としましたけれども、先ほど行

政評価の問題が出ておりましたが、町長は道議として長い間お勤めでありましたか

らご存じのように、道では時のアセスメントということで、政策評価をやって、公

共事業の整理をされましたね、道の事業の。そういうことも私はこの財政改革をや

っていく上で非常に大事なことではないのかなと。それから、今までやってきた公

共事業、むだはなかったのかどうなのか。こういうことをきちんと見ることが一つ

大事だろうと。町民負担をふやすことばかり考えるのではなくて、そういう大もと

のところをやはりきちんとする必要があるのではないのかなというふうに思うんで

す。行政評価そのものが丸々私はいいというふうには考えないけれども、考えない

けれども、そういう手法もとって、今言った北海道がやっているのが時のアセスで

すね。こういう方策も入れて、政策を見直してみるということもまた非常に大事な

問題ではないのかなというふうに思うんです。その点についてお答えをいただきた

いと。

あとの二つの問題については、まだ具体的にならない面も多いわけで、機会を改

めて、また論議をしてまいりたいというふうに思います。よろしくお願いします。

議 長 町長。
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町 長 ２点についての再々質問がございました。

まず第１点の市町村合併の件でございます。

今、田宮議員さんがお話しございましたとおり、北海道が示す類型別合併加算に

おける厚岸の場合は浜中との合併であります。それに基づいての地方財政措置額の

試算を申し上げますと、国庫補助金のうち、合併準備補助金はお話しありましたと

おり 1,000万、合併市町村補助金が２億 4,000万、それから普通交付税１億 9,820

万、特別交付税５億 3,660万、合併特例債、その中で借り入れ限度額61億 7,500万、

基金造成限度額12億円、今の財政事情からいいますと、大変ありがたいことでござ

います。しかし、私といたしましては、合併特例法の期限であります2005年までに

合併しなければならないという気持ちはございません。先ほど答弁いたしましたと

おり、財政危機の緊急避難ではなく、21世紀の厚岸町の町民の幸せ、発展を考える

結果、町民から合併するべきであるという機運が高まったときに、行政の長として

判断をさせていただきたい、かように考えます。

続きまして、財政の関係であります。

ただいま、田宮議員からお話しあったとおりであります。やはりすべての事業、

事務について見直しをいたすことに相なっております。今の答弁に、趣旨に沿った

中で健全財政を維持をしてまいりたい、かように考えますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

議 長 以上で田宮議員の一般質問を終わります。

本日の会議はこの程度にとどめ、あすに延会したいと思いますが、これにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、本日はこの程度にとどめ、あすへ延会いたします。

延会時刻１７時２４分

以上のように会議の次第を記載し、ここに署名する。

平成１３年１２月１２日
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厚岸町議会

議 長

署名議員

署名議員
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